

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Prologue　何も贈おくられなかった少年









　人は、生まれながらに平等じゃない。

　誰だれもが知っている当たり前のこと。

　特に才能というやつは残ざん酷こくだ。

　天才のことを、英語で「ギフテッド」ということがある。

　才能というのは天からの贈り物ギフトというわけだ。

　当然、貰もらえる人と貰えない人がいる。

　俺も小学生になる頃ころにはわかってきた。

　──「この俺、神かみ里さと柊しゆうはたいしたことのない人間だ」ということ。

　勉強が特別できるタイプではないらしいことがわかった。

　運動が特別できるタイプでもないらしいことがわかった。

　絵も、音楽も、特に秀ひいでているわけではないらしい。

　友達も特におらず、コミュ力なんてあるはずもない。

　結局俺には何にもなかった。

　未来に希望は見えなかった。十年後、二十年後……自分が幸せになるイメージはまったく持てなかった。

　きっと世の大人たちのように、毎日グチを言いながらギリギリ平へい凡ぼんな暮らしを送るのがせいぜいだろう。

　ああ、今回の人生はハズレを引いたってことなんだろうな。

　そう納なつ得とくして諦あきらめるしかなかった。




　だが。

　文明の発達したこの時代に、それは突とつ如じよ現れた。

　世の大半の人が「持たざる者エンプテイ」。

　そんな諸行無常な現実を、変えてしまうかもしれないゲームが──！




　Kill timeキルタイムという単語がある。英語で「暇ひまつぶし」という意味である。

　そのゲームは「世界最高の暇つぶし」を名乗って市場に登場した。

　──「すべての退たい屈くつを殺す」

　そんな挑ちよう戦せん的なキャッチコピーとともに。




〈キルタイム・オンライン〉




　そのゲームは、最新にして最高の、体感型ＶＲゲームだ。

　極限までリアルなフィールドは、現実世界と並ぶ第二の世界と呼ばれるほど。

　プレイヤーは自らのアバターを操作して仮想世界にダイブし、第二の世界で第二の人生を送るのだ。

〈キルタイム・オンライン〉は戦せん闘とうゲームでもあり、ＶＲ空間での戦いを楽しめる。

　超ちよう人じん的な力を持つ戦士になりたいという願望も、ここでは容易たやすく叶かなえることができる。

　戦闘ゲーム要素、アバター着せ替かえ要素、動画配信機能、ＳＮＳ機能などが高度に融ゆう合ごうした〈キルタイム・オンライン〉は、ゲームとはいうものの、実態としては総合電脳プラットフォームとでも呼ぶべきものになっているのだ。

　そして何より特筆すべきは、ゲーム開始時に全員に与あたえられるスキル……「ギフト」の存在。

　ギフトは一人一人にそれぞれ設定される強力なスキルで、ひとつとして同じものはないのだという。

　それはプレイヤーの脳波を読み取り、本人の性格や嗜し好こう、適性から計算して設定される。

　つまり登録した全員が「自分だけの」能力をもってゲームを開始することになるのだ。

　そんな革新的なシステムとともに、Kill Time Online……通つう称しようK.T.Oキルタイムは世に出た。

　すべての人間に能力ギフトを与え、理想的に作られた仮想世界を与える。

　人々は思うようにいかない今の時じん間せいをぶっ殺こわし、新たな生活を手に入れるのだ──！




　と、いうようなことを、俺は興奮して母さんに語ったものだ。

「どんな人間にも、自分だけの能力が与えられる。つまり！」

　ちょっと普ふ段だん出さないくらいの大きな声で。

「全員が天才ギフテツドになれる、というわけなんだ！」

　まあ俺の説明もへたくそだったし、母さんも半分くらいしか理解してなかったと思うけど。

　それでも母さんは笑って聞いてくれた。

　日頃の「あー、天才に生まれたかったなー！」という俺の声も耳に入ってたろうし。

「はいはい、わかったわよ」

　友達もロクにいない俺の楽しみが、ゲームくらいしかないのも母さんは知ってる。

　だからだろう、決して裕ゆう福ふくじゃない家だったけど、許可が出た。

　実家の店の手伝いをしたら、バイト代を出す。それで買いなさいと。

「よぉーし。最短で貯ためてやるぞ。ＲＴＡだ！」

　この時の俺は珍めずらしいくらいポジティブだった。

　希望に満ちてた。俺も天才になるんだ！　……ってね。




　そうして運命の日はやってきた。

「ひい、ふう、みい……よし、十回数えたけど、お金は足りてる！」

　本当は三十回数えていた。

　とにかく……ソフトとハード、ヘッドセット等の装備一式。

　つまり、K.T.Oキルタイムが買えるのだ！

　数か月かかったせいで他の人からはだいぶ出で遅おくれたけど。

　この時、K.T.Oキルタイムはとっくに大ブームになっていた。

「天才に生まれたかった！」誰もが抱いだくであろうその願いを、K.T.Oキルタイムは叶えてしまう。

　人々は「自分にはどんな能力がもらえるだろう」とワクワクしながら登録し、ゲーム人口はまたたく間に増大した。

「すぐに追いついてやるぞ……何しろ、俺にだって『ギフト』がもらえるんだ！」

　もうこの日の俺は活発だった。同じ人物と思えないくらい。

　何度もチェックした売り場へスマートに向かい、

　最短距きよ離りでスマートに商品を持ってレジにドン。

　で、そこが違ちがう売り場のレジだったので大おお慌あわてして、すべてのスマートを失いつつ。

　隣となりのレジで会計、即そく、帰宅！

「おお……本物だ……！」

　ドキドキしながら開かい封ふうすると、そこには間違いなくK.T.Oキルタイムのセット一式。

　自分の部屋でセッティングしながら、俺の心臓は人生で最高に脈打っていた。

「もうすぐ……もうすぐ……！」

　ここでなら、何らかの能力ギフトが手に入る。ただ一人の「何者か」になれる。

　ああ、まさに今日は運命の日だ。

　今回の人生はハズレを引いたってことなんだろうな──リアル人生ではそう結論していた俺が、そんな結論を投げ捨てて第二の人生を生きられる！

　ゲームくらいしか好きなもののない、何ひとつ他人に誇ほこれない俺が──

　そんな俺が、ゲームの世界で生まれ変わる！

　そして。そして──

　すぐに大ブームとなったK.T.Oキルタイムでは、己おのれのギフトを活いかして戦い、勝利することで賞金を稼かせぐ、戦闘の専門家までも現れてきた。

　戦神ストライカー、と呼ばれる彼らは、いわばｅスポーツ選手にしてプロゲーマー。今やあらゆるゲーム好きの憧あこがれの対象として、世界のトップで戦い続けている。

「目指すはもちろん、戦神ストライカー、だ……！」

　俺はそこまで決めていた。

　己の能力ギフトで勝ち抜ぬく戦士に。ゲームの戦いを人生として生きるプロに、俺はなるんだ！

　そうして、準備は整った。俺は緊きん張ちようとともに、電源のボタンを押した。




「さあ、いくぞ。スイッチ、オン……！」




　もうすぐだ。すぐそこだ。

　ああ、やっぱりゲームは素す晴ばらしい。始めてもいないのに俺は思う。

　人生が変わるかのようなワクワクを、未来に希望を感じさせてくれる。

　K.T.Oキルタイムはロード時間もほとんどなく、驚おどろくほどスッと起動した。

　そして目の前に……新しい景色が広がる。第二の人生と呼ばれる世界が。

「ここが……K.T.Oキルタイムの世界……」

　正直、その時点でちょっと感動してしまった。いや早すぎるだろ。

　自分の姿を確かく認にんする。飾りけのない初期アバターだが、俺には輝かがやいて見える。

　とはいえ、まあ、デザインなんかは後で好きに変えればいい。

　それよりも。なによりも──

　今すぐ確認しなきゃいけないことがあるだろう。

　メニュー欄らんが一か所、光っている。ゲーム側としても確認を促うながしてるんだろう。

　そうだ。ステータス画面だ。ほとんど反射で選せん択たくする。

　つい一度、目を閉じる。はやる気持ちを抑おさえる。気が付けば呼吸が浅くなっている。

　大だい丈じよう夫ぶ。夢じゃない……現実だ。あとは、この目で見るだけ。

「さあ、どうだ……！」

　目を開ける。見るべきは「ギフト」の欄。決まってる。

　ぼやけた視界が次し第だいに像を結ぶ。

　さあ果たして、そこに見えたものとは。

　俺の目に映った、俺の才能とは？

　そこには──










〈無エンプテイ〉










　たったそれだけ、書いてあった。

「……は？」

　専用機器のゴーグルをつけたまま、思わず声を漏もらした。

「どういうこと？」

　目を閉じて、開く。同じことが書いてある。

　ステータス画面を一回閉じる。開く。ギフト欄を確認する。

　──〈無エンプテイ〉。変わらない。ちょっと意味がわからない。

「そ……そういうギフトなのかな……？」

　イヤな予感がした。背中を冷たい汗あせがつーっと流れた。

　ギフト欄には、スキル名の他ほかに、効果の説明などがあるはずだ。

　その説明スペースは──空欄だった。まっさらだった。

　ゾッとした。血の気けが引く感覚。だが逆に体温はドッと上がった。

「うそ、何かのバグ……？　じゃないよね……？」

　いやいやいや。ありえないでしょう。ウソだろう。

　俺はこの後、運営にも問い合わせてみたのだが、なぜかハッキリとした返事はもらえなかった。

　身体からだを動かしてみても、能力の発動を念じてみても、ウンともスンともいわず、恐おそろしいほど何も起こらない。まるで超能力ごっこをする少年のように。

　──とにかく、何をしても結論は変わらなかった。

　まさしくこの日は俺にとって運命の日だった。

　信じられないことだが……俺には。

　ギフトが、なかったのだ。




　最初、俺は認めなかった。認めたくなかった。

　だって当たり前だろう？　あれほど何か月も楽しみにしていた、俺だけの才能。能力。

　これからはそれを頼たよりに生きていくんだと思っていたものが、欠片かけらもなくて──。

　俺はわけもわからないままフィールドにダイブし、アバター同士のバトルに挑いどんだ。

　他にできることがなかったから。

　だがそこで負けて、負けて、負けて、負けた。

　強力な戦せん闘とうスキルであるギフトを使ってくる相手に、丸まる腰ごしでは手も足も出ない。

「オラ、何度やっても同じだよ！　ギフト発動……〈スマッシュ〉！」

　すさまじいオーラをまとった拳こぶしを叩たたき込まれ、俺は転がった。

　ギフトを発動した瞬しゆん間かん、拳のスピードも威い力りよくも、常識を超こえる。

　回かい避ひも防ぼう御ぎよも、できるはずがない！

　わかっていたことだけど、俺は挑むたびに負けた。

　……そして、そのたびに嘲ちよう笑しようされた。

「一回も攻こう撃げきできてないじゃないか」

「行こうぜ、タクマ。こんなの相手してもしょうがねぇよ」

「もう来んなよ、サンドバッグと試合しても面おも白しろくねぇからさあ！」

　ぐっと、唇くちびるを噛かみしめる。

　ああ、ちくしょう、なんてことだ。

　勉強もできなくて、運動もできなくて、絵も音楽も、コミュニケーションもできない、何のとりえもない神里柊は。

　たったひとつ好きだった、ゲームの中でさえ──「持たざる者エンプテイ」だったのだ。

　ああ。ああ。

　拳を握にぎる。許したくなかった。

「俺に何もない」っていう、人生で一度認めたはずのその事実を、ゲームの中でも認めるなんて……どうしても、許せなかったんだ。

　そんなことがあるか。あってたまるか。

「ちくしょう、ちくしょう。ふざけんな……！」

　口をついて言葉がこぼれた。どうしても我が慢まんができなかった。

　嘲笑するプレイヤーたちに見み下おろされたまま、俺は呪じゆ詛そを吐はき続けた。

「なんでだよ。どうしてだよ。ただ一つの才能が贈おくられるんじゃないのかよ。それで戦えるんじゃなかったのかよ。俺は、俺は……」

　俺はK.T.Oキルタイムが好きだったんだ。素晴らしいと思ったんだ。

[image: ]

　このゲームに希望を感じたんだ。光を見たんだ。

「俺は……！」

　なのに。なのに──

「戦神ストライカーに……憧れてたのに……」

　絞しぼり出すような言葉。

　しかしそれも、今は空むなしく響ひびくばかり。

　それに返されたのは……さらなる嘲笑だった。

「ギャハハハハ!!　笑わせるぜ」

「野の良らバトルで一勝もできない奴やつが、戦神ストライカー？」

　侮ぶ蔑べつの言葉。ほとんど混乱したままの頭で、俺は何かを言い返そうとする。

「目指す、ハズだったんだ……これから特訓して、お前たちだって……いつか、倒たおして。一歩ずつ、近づくハズだったのに……！　それすら、努力すらさせてもらえないのか……？」

「倒す？　お前が、俺を？」

　だがその次の言葉が、この時の俺に一度、とどめを刺さした。




「どうやって？」




　この言葉に、俺は何も返すことができなかった。

「努力？　しなくていいだろうよ。どう見ても無理なんだからさァ！」

　どう見ても無理。その通りだった。

　今現在、俺がこいつを倒す方法は、存在しない。

　無む慈じ悲ひ。不条理。現実リアルと何も変わらない、冷たい事実。

　それが「持たざる者エンプテイ」の、情なさけ容よう赦しやない現状だった。




　──こうして心折れた俺は、あれほど恋こい焦こがれたK.T.Oキルタイムから距きよ離りを置くことになった。

　なんてことだろう。取りつかれたようにお金を貯ためてた日々が遠い昔に感じる。

　しばらくログインはしていない。というか、触ふれてもいない。

　見なくてもいいように、せっかく買ったセットを棚たなの奥にしまって。

　閉め切った押し入れに背を向けて、俺はわざと違ちがうゲームをやった。

　音ゲー、格ゲー、シューティング……K.T.Oキルタイムを忘れるために、思い出さなくてもいいように、逃にげるようにのめりこんだ。

　諦あきらめるしかなかった。いくらため息を吐ついても、ギフトが手に入るわけでもない。

　悲しくて、悔くやしくて、けれど、どうすることもできなくて。

　憧あこがれの戦神ストライカーたちの試合を動画で観戦するのも、なんだか胸が痛くなって、しばらくできなかった。

　どうしてあそこに、俺がいないんだろう──そんな気持ちが頭をよぎる時、ズキンとどこかが痛む。

　そうして、持たざる俺はみじめな諦めの時を過ごし続けていた。特に救いはなかった。

　一年経たち、二年経ち……身体が少しずつ腐くさっていくような日常を、俺は受け入れ始めていた。

　だが、そんなある日だった。

　もう一度、運命の日がきたのだ。

　南風の強い、春の暖かな日のことだっただろうか。

　──天てん堂どう絵え礼れ奈なが、俺の前に現れたのは。








Page.1　『神の眼』と来訪者









　俺は朝という時間があまり好きではない。

　もちろん単に眠ねむいってのもあるが、他にも色んな理由がある。

　まず朝の仕事はめんどくさい。

　最初に店の掃そう除じをするわけだが、狭せまいとはいえ一人でやるのは中々しんどい。

　うちの店は建物も、置いてるゲーム筐きよう体たいも古いもんだから、拭ふき掃除してもどこか黄ばんだままで、綺き麗れいになったのかどうかよくわからん。

　棚に飾かざってあるささやかな数のトロフィーも、ほっとくとすぐに埃ほこりをかぶる。

　まあ過去の栄光なんてそんなもんかもしれない。

　置いとくだけじゃ何の役にも立ちやしないし、どんどん色あせて見み栄ばえは悪くなる。

　過去に何があろうと、今の俺にできるのは掃除くらいだ。

　そして、そうやって淡たん々たんとした朝を過ごしていると、ふと思うわけだ。

　──ああ、冴さえないなあ。

　いやホント冴えなすぎてビックリする俺の日々。色でいえば灰色。

　リア充じゆうの人たちがどんな一日を過ごしてるのかは想像もつかないけど、グレーやセピア色じゃないだろう。もっとこう何かカラフルなんだろう。

　俺は朝、こうして掃除しながら考えるのだ。

　今日もきっと何もないだろう。

　何一つ心動くこともないまま、ただただ平へい坦たんに時間は過ぎて、昼になって夜になって。

　一日じゅう仕事しかしてないじゃんって気がついて。

　このまま寝ねてたまるかって、負け惜おしみみたいにちょっとだけゲームして。

　寝る。

　そんな未来が見通せてしまう。朝の時点で感じてしまう。

　だから、俺は朝が憂ゆう鬱うつなのだろう。

　これはどうにもならない。なるもんじゃない。それが俺の人生なのである。

　ため息をつきながらモップを動かす。テキトーだ。前もよく見ちゃいない。

　が、それは良くなかった。カン、とモップの上部が何かに当たった。

　乾かわいた音を立てて何かが落ちてくる。次の瞬間、目の前が真っ暗になっていた。

「──おわぁっ!?」

　間ま抜ぬけな声をあげて、視界を遮さえぎった物体を確かく認にんする。

　……なるほど、バケツが落ちてきて頭にかぶさったワケね……。

　ハハハ。真っ暗だ。

　お先も今も真っ暗な、ただのゲームセンター店員。

　それがこの俺、神かみ里さと柊しゆうの現状である。




　さて。そんな朝は終わり昼になる。

　この時間の店番は暇ひまといえば暇だ。まだマシな時間といえる。

　たとえば客がいなければこんなこともできる。

　俺はタブレットの画面をタップする。




　──画面の中で天使が躍おどる。

　純白の少女アバターは舞まうように相手の攻撃をいなす。

　そして長い銀ぎん髪ぱつをなびかせ、流れるように相手の背後へ。

　スラリと長い脚あしが伸のび、綺麗な回転蹴げりが決まった。華か麗れいな一撃ＫＯ。

　一連の動きは、目で追うことすらできないほどの神速。

　思わずつばを吞のむ。あんなふうに戦えたら、どんなにいいだろう。

　タブレットでK.T.Oキルタイムの試合動画を流しながら、俺は今日も適当に休きゆう憩けいしていた。

　一時期は見るだけで泣きたくなるから避さけていたK.T.Oキルタイムの動画だけど、見始めるとやはり面おも白しろくて、徐じよ々じよに見るようになり……気づけばファンになっていた。

　悔しいけども、やっぱり戦神ストライカーって、いいもんなんだよ……。

　俺が今日も追うのは、K.T.Oキルタイム最速と言われる戦神ストライカー、『不可視の天使インビジブル』。

　ここしばらくは戦いに現れなくなったが、今でも俺は彼女こそが最強だと信じている。

　圧あつ倒とう的な疾はやさ。美しすぎる戦い。あまりに完かん璧ぺきで、憧れずにはいられない。

「……あの」

　見入ってしまう。魅みせられた、と言ってもいい。

　俺の視線は画面に釘くぎ付づけだ。

「すみませーん」

　何しろ彼女は「アリーナ」でもナンバー１だったことがある戦神ストライカーだ。

　今では伝説の存在になってしまったが、復帰を望む声は多い。

「すみません、店員さーん？」

　もし彼女に会うことがあれば、是ぜ非ひとも聞きたいものだ。

　なぜ、急に姿を消してしまったのか──ん？　なんか騒さわがしいな。

「……あの！　返事してもらえます!?」

「んあ？」

　顔を上げた俺は、思わず間抜けな声を出した。話しかけられていたらしい。

「す、み、ま、せ、ん。店員さんですよね？」

「ああ、はい」

　いかんいかん、完全に油断しきっていた。

　店員かと聞かれれば、ハイと答えるしかない。だって俺は店員なのだから。

　客を無視してタブレットでゲーム動画を見ていたが、店員なのである。

　……後で店長かあさんに怒おこられる気がするなこれ。ごめん。

「ちょっと、聞きたいことがあるんですけど」

「お手洗いなら、あちらですが」

「……トイレじゃないですよ！」

　目の前の少女は顔を赤らめて身を乗り出した。顔が近い。

　そう、話しかけてきたのは少女だった。高校生くらいだろうか？

　整った顔立ちに長くて綺麗な髪かみ。なぜか既き視し感かんを覚える。どこかで見たような……？

　いやいや、と思い直す。今まで生きてきて、こんな美人と会話したことなんてないだろ。

「私が聞きたいのは……！　あの、ここに神里柊がいるって聞いたんですけど」

　少女は息をととのえて聞き直した。俺は二度びっくりした。

　目の前の美人が、いきなり俺の名前を呼んだからだ。

「えっ、俺？」

「そう、神里──ん？　『俺』？」

「俺」

「あなたが」

　少女がこちらに指をさす。俺も自分に指を向ける。そう。

「神里柊は、俺ですが……」

「えッ」

　美人は一歩うろたえた。なんだ。何かまずいの？

「うそ、こんなに若いの……？」

「そちらほど若くないと思うけど……」

「もっとこう、凄すごみとか……これがあの伝説的チャンピオン──？」

「チャンピオン……ああ、なるほど」

　その単語で俺は理解した。きっと噂うわさを聞いてきたんだろうな。

「すみませんね、凄みとかなくて。ラーメン屋の親父おやじみたいに、腕うで組ぐみでもしてたらよかったでしょーか？」

「べ、別にそういうことじゃないわよ。……まあ、大事なのは見た目じゃないわ」

　少女はウインクして指を立てた。さも重要なことを言うかのように、

「腕よ」

「え、やっぱ腕？　腕組みしたほうがいい？」

「その『腕』じゃなくて、ゲームの実力のことよっ！」

　彼女は髪を乱して声を荒あららげた。

　黙だまっていればクールなのに表情がころころ変わって面白い。

「……うん、まあ、そうですよね。わかってはいるんだ」

「ホントにわかってるの……？」

「俺の名前なんて、それ以外で知られるワケがないから……」

　そう。俺の人生にはひとつだけ「ほこりを被かぶったトロフィー」がある。

　俺……神里柊は、幼い頃ころから、親の経営するこのゲームセンターでずっと遊んでいた。

　最新ゲームであるK.T.Oキルタイムにこそ愛されなかったものの、旧来の各種ゲーム……シューティング、音ゲー、クレーン、そして特に格かく闘とうゲームについてはかなり自信がある。

　そしてK.T.Oキルタイムに見放されて……やめてからは、さらに狂きよう気き的にのめり込んでいた。現実の何もかもを忘れるために。

　そのせいか……いくつかの大会で優勝し、賞金をもらうまでになったくらいだ。

　なので、こんなぼんやりした暮らしにもかかわらず、幸いあんまりお金には困ってない。

　それで、俺の実力はゲーマー界かい隈わいではちょっと噂になっているらしい。

　K.T.Oキルタイムの流行で、どちらかというと今はもうレトロゲー扱あつかいだけど。

「わざわざ探して来るなんてすごいですよね、マイナーゲーの優勝者なんて……」

「あなたが思ってる以上に、噂は大きいのよ？」

「へええ、なんか怖こわいなあ。それで……その神里柊へのご用件とは」

「ああ、そうそう。それよね」

　少女は少し髪を直すと、クールな笑えみを取り戻もどし、まっすぐ俺を見た。

「……戦いにきたの」

「はい？」

　彼女がようやく告げた目的は、ちょっと意外だった。

「お、俺と……？」

　でも、俺がまぬけな声で聞き返しても彼女の顔は変わらなかった。

「そうよ。ゲーマーとしてのあなたに用があってきたんだもの」

「てっきりレトロゲー雑誌の取材かなんかかと」

「しゅ、取材？　……しないわよ。私の目的はひとつ」

　少女はあらたまって言い直した。

「私と……一戦、お願いしたいの」

「えー……そ、そう。仕方ないなあ」

　俺はわずかに間を置いてうなずいた。

　そして目の前の少女──そういえばまだ名前も知らないな──とともに移動した。




　俺と少女は格闘ゲームの筐きよう体たいを挟はさんで向かい合う。

「三本先取でいいかしら」

「ああ、こちらは何でも」

　ルールの提案に応じ、椅い子すに座る。

　キャラクターを選び、そして……試合が、始まった。

「見せてもらうわ、あなたの力」

　少女は実際のところ、強かった。

　何より反射神経が鋭するどい。

　最速のスピードでキャラを操あやつり、コンマ以下の動きにも対応してくる。

　だが、俺にはわかる。

　ジャンプ、回転蹴り、着地から中段。次は──

「下段蹴り」

「えっ!?」

　俺はカウンターでゲージ技わざ。

　──Ｋ．Ｏ．!!

　まず、俺が一勝。

「……まだよ」

「もちろん」

　二本目。彼女は飛び道具で牽けん制せい、距きよ離りを取って俺を誘さそう。

　俺は誘いに乗って接近。すると少女は待ってましたとばかりに──

「投げ技、だよね」

「……うっ」

　また、彼女は俺の言った通りに動いた。

　俺は一いつ瞬しゆん止まる。投げ技は空から振ぶり。その隙すきにコンボを叩たたき込む。

　──Ｋ．Ｏ．!!

「二勝、と」

「……次よ！」

　三本目。少女が中段パンチから仕し掛かけてくる。

　それに合わせて、俺は口を動かす。

「キック、下段、ジャンプ、ガード、飛び道具……」

　俺の言葉にわずかに遅おくれて、少女のキャラが同じ動きをする。

　そして、俺はそのすべてに、的確に反はん撃げきした。

「な……！　こ、これが」

　体力ゲージをゴリゴリ削けずられながら、少女は驚きよう愕がくする。

「神里柊の『神の眼め』……！」

　──Ｋ．Ｏ．!!

「はは、久しぶりに聞いたかも、それ」

　俺は息を吐はいて席を立った。

「ええと……三本取ったね」

「予想以上……だわ」

　格闘ゲームで最も重要な要素の一つに「読み合い」がある。

　ジャンプ、通常技、飛び道具……いくつもある選せん択たく肢しから、次に相手が何を選ぶか？

　それを一瞬で予測し、自分はそれに対応する動きを取る。

　何百試合もこなすうちに、俺の予測はどんどん正確に、そして速くなっていった。

　一瞬よりも短い時間で、相手の未来の姿を視みる。

　俺のその様子を、この店に通う格闘ゲーマーたちは『神の眼』と、そう呼んだ。

「流石さすがね……『外の世界』のトップゲーマー」

　席を立ち、スカートの埃ほこりを払はらいながら、少女はそう言って少し笑った。

「もちろん勝てるとは思っていなかったわ。でも……私も、格闘ゲームを少しは勉強してきたつもりだったのにね。動きをすべて読まれる……なんて」

「……ま、まあ」

「いや、それでこそ期待通り、か……。やっぱりあなたは『こちら』でも確実に通用する」

　負けた彼女は、なぜか悔くやしがっている様子はなかった。

　ただ、それはそれとして、何か言いたいことがあるようだった。

「でも……ひとつ、いいかしら」

　少女は真しん剣けんな表情で、こちらに問いかけた。

「今の試合ゲーム、楽しかった？」

「……え？」

「なんか勝ったわりにスカッとした顔、してないし」

「そう……かな。確かに喜んだりはしなかったけど……」

　言われて振り返ってみる。昔ほどスカッとしてない……のかな。

　どうも最近は心にクモの巣がはったみたいになってて、いろんな感情が薄うす味あじになってる。

　それが、目の前の少女にはわかったというのだろうか。

「気を悪くしたなら申し訳ないわ。ただ、もし、あなたが『ゲームを楽しめない人間』だったなら──」

　彼女はそこまで言って、少し黙った。

「そうか、おかしい……な」

　俺はつぶやいた。

「俺は、ゲームが好きなはずなのに。それしかないはずなのに」

「好き……？　本当に？」

　そこにも、少女は疑問を投げかけてきた。それに俺は少しだけムッとした。

「好き、だよ」

　むきになって少しずつ思い出しながら、自分の考えを口にする。

「俺は勝とうとして、勝った。『勝ち負けを気にして必死にやってる』時点で、それはもうゲームが好きってことだと……思うんだ」

「…………」

「今、俺はそれをやった。だから……」

　ゲームは食事や睡すい眠みんとは違ちがう。

　生きるために必ひつ須すのものではない。

　じゃあ、なぜゲームをするのか？

　勝てば嬉うれしい。負ければ悔しい。

　それだけのために必死になって工く夫ふうもするし、努力もする。

　そんなことに時間をかけてしまう。貴重な人生が簡単に吹ふっ飛ぶ。

　それでも、なぜ？

　──好きだから。それ以外にないじゃないか。

「確かに最近、ちょっと腐くさってるけど……俺は、ゲームを愛する『ゲーマー』なんだ」

「……ふふ」

　すると。俺の言葉を聞いた美少女は、さらにもう一度笑った。

「やっぱり、あなたしかいないわ」

　意外な言葉が返ってきた。俺しかいない？　何が？

「ごめんなさい、ここに来た目的……あなたと戦うため、だけじゃないの」

　美人はこちらに一歩近づき、俺の手を取って目を見つめた。

　えっ近い。鼓こ動どうがわずかに跳はねる。

　彼女の息づかいまで伝わる。少女は呼吸を整え、その真意を口にした。

「神里柊……あなたを誘いにきた」

「ん？　俺を？　何に？」




「私と──〈キルタイム・オンライン〉に来てほしいの」




「……へ？」

　少女の申し出に、俺は一瞬脳が停止した。

「いきなりかもしれないけど……ね、一いつ緒しよにさ！」

　少女が細い両手に力をこめる。手のひらから熱が伝わる。

　だからそういうのは慣れてないんだって！　脳みその中から思考が奪うばわれる。

　と、とにかく何かリアクションしなくては。

「キルタイム……って、あの？」

「そう。ゲーマーたるもの、さすがにご存じよね？」

　少女は微笑ほほえんでいる。もっともだ。ゲーマーを名乗る者ならご存じのはずだ。

　が、俺としては軽々しく聞ける話でもない。

「そりゃ、もちろん知っては……いる……けど」

〈キルタイム・オンライン〉。知っている、どころではない。

　忘れもしない。何をどうしても勝てなかった過去。

　自分が「持たざる者エンプテイ」にすぎないと、突つきつけられた場所──。

「一緒に……って、それでいったい何をするのさ」

「んー。来てみてのお楽しみ……じゃダメかな？」

「だ、ダメじゃないかなあ!?　誘っておいてそれは！」

「ふふ。確かにそうね──」

　少女ははぐらかすように笑い、手を後ろに組んでくるりと回った。

　スカートがふわりと浮うかんで花のよう。可か憐れんな仕草に思わず目を奪われる。

　が、彼女はそれすら計算に入れているように思えた。

「というか、ごめんなさい。私、名前すら言ってなかったわね」

「そう、それもそうだし……」

「──天てん堂どう絵え礼れ奈な」

「え？」

「私の名前です。えれな、とでも呼んでもらえれば」

「な……んだって……？」

　彼女がただ名前を言っただけで、俺は言葉を詰つまらせる。

　それには理由がある。

「K.T.Oキルタイム……えれな……」

　ゲームの名前と、彼女の名前。

　この二つの名が結びつく場合、ひとつの意味を持つ。

「エレナ──君がまさか、『そう』だっていうんじゃないだろうな」

「……あはは」

　目の前の少女はまた笑った。肯こう定ていか、否定か？

　本当ならば、俺としては一大事だ。

　アバター名「エレナ」。それはK.T.Oキルタイムにおいて最強とも噂うわさされる──

　最速の戦神ストライカー『不可視の天使インビジブル』。彼女の名が、エレナだ。

　圧あつ倒とう的な疾はやさ。美しすぎる戦い。あまりに完かん璧ぺきで、憧あこがれずにはいられない。

　俺にそうとまで思わせた雲の上の存在、それが「エレナ」。

　俺の疑問に対し、天堂絵礼奈は声のトーンを落とし、真剣にこう言った。

「そうね。その通りよ──」

「！」

「──と言ったら、あなたは信じる？」

　おいおい、と俺は拍ひよう子し抜ぬけした。

「まだはぐらかすのかよ!?」

「そうとしか言えないの。K.T.Oキルタイムでの私は『エレナ』……これは『本当』よ」

　彼女は考えるように顎あごに指を当て、

「でも、今の私には、証しよう拠こがない。名前くらいしか言えないもの」

　だから──と、絵礼奈はまっすぐにこちらを見た。

「その名前を信じてもらうしかない……んだけど」

「うーん」

「あえて大げさに言おっかな。元アリーナ一位、最速の戦神ストライカー、『不可視の天使インビジブル』──登録名『エレナ』から、アナタにお願いします」

「…………」

「『外の世界』の伝説──『神の眼め』神里柊！　私と来て！」

　俺は圧された。

　彼女のきらきらした瞳ひとみ、張りのある声、美び貌ぼう、カリスマ性のあるオーラ。

　信じてもらえるかもわからない自分の肩かた書がきを、自信たっぷりに言い切る度量。

　もし。もし本当の本当に目の前の少女が「エレナ」で、俺を誘さそっているのだとしたら。

　そんな胸躍おどる話はない。ついさっきまで動画で試合観戦してたヒーローだぞ？

　だけど──

「キル……タイム……」

　口をついてこぼれる、ゲームの名。

　俺には簡単にＯＫできない理由がある。

「俺は……」

　あそこは俺の場所じゃなかったから。

　見ないようにすることで、忘れようとすることで今までなんとかやってきた。

　他のゲームで、俺はやっていける。なけなしの自信はそこで保てばいい。

　頑がん張ばって見ないようにしていたものを、今さら目の前に出されても──どう受け止めればいいかわからない。

「あれれ。意外とすんなり承しよう諾だくしてくれないのね。何か問題でもあるのかしら」

「そりゃ、いきなりすぎるし……それに俺は……」

　もぞもぞと躊躇ためらう。突とつ然ぜん目の前に現れた選せん択たく肢しをどう選んでいいかわからなくて、俺は──

「あ、そうだ」

　そういえばまっとうな理由を思い出した。

「店長の許可なしには、難しいんじゃないかなあ」

「……店長？」

「店長……俺の母さんだけど。K.T.Oキルタイムやるって、けっこう時間とる話だよね。俺にはここの仕事もあるから、簡単には──」

「──わかりました」

「ん？」

　絵礼奈は顔を上げてまっすぐ前を見た。結論が出た顔をしている。

　何がわかったって？

「お母様に会わせてください」

「えっっ」




　──その後。俺たちは店の奥へとやってきた。

　関係者オンリーの、事務とかをするための部屋だ。

　そこにこのゲームセンターの店長、すなわち俺の母がいるわけだが。

　その母は、今。

「しゅ……しゅ、しゅしゅしゅしゅしゅ」

　機関車みたいな声を出しながらうろたえていた。何？　発車するの？

　原因は、これである。

「──柊が、女の子を!?」

　うん、まあ気持ちはわかるよ。

　小、中、高と、女の子と会話することすら珍めずらしかった俺である。

　一度も女友達のいなかった息子むすこが、いきなり美少女を連れてきたらビビるだろう。

　俺もまだちょっとビビってるくらいだ。

「……初めまして、天堂絵礼奈です」

　が、絵礼奈はまったくビビっていなかった。

「いきなりですみません。今日は、お願いがあって来ました」

　彼女は完全に落ち着き払はらった様子で、椅い子すに腰こしを下ろす。

　そして単刀直入に、手短に用件を、伝えた。

「──息子さんを、私にください」

　そう、きわめて簡潔に、用件だけを……え？

「え？」

　俺は思わず反応した。

「ええええええっっ!?」

　母さんは、より激しく反応した。そりゃあな。

　え、あの、うん。落ち着いた物腰から勘かん違ちがいしていたのかもしれないが。

　絵礼奈このコ、もしかしてすごい常識知らずだったりします!?

「つまり──」

　絵礼奈は気にせず説明を続けようとした。なんだコイツとんでもねえぞ。

「ちょっ、待て！　一回落ち着こう」

　結局、俺が間に入らざるを得なかった。

　同時に、母さんが俺を問い詰める。

「な、なによ柊！　こんな娘コがいたなら何で今まで言わなかったの!?」

「いたもなにも、さっき会ったとこだよ！」

「この家ゲーセンからほとんど外に出ない息子だから心配してたけど……こんな可愛かわいらしい娘コを捕つかまえてくるなんて……！」

「どちらかというと俺が捕まったんだけど……」

　それから、やむなく俺たちはここまでの流れを説明した。

　絵礼奈が「神里柊」を訪ねてきたこと。ゲームで対戦し、俺が勝ったこと。

　そして──

「つまり、柊さんにK.T.Oキルタイムで戦う『戦神ストライカー』になってほしいと──そういうことなんです」

　最終的に絵礼奈はこのように言い直した。

「──戦神ストライカー？」

　俺はぽつりと復唱した。

「ちょっと待って、K.T.Oキルタイムに行くってそういう話だったの？」

「そうよ。K.T.Oキルタイムで、戦ってほしい……私のもとで、その専門家になってほしい。あなたの『眼』を使ってね」

「……え」

　戦神ストライカー。K.T.Oキルタイムにおける、ｅスポーツ選手にしてプロゲーマー。俺の憧れの職業。

　その誘いが、目の前にある。

　いや、俺なんかに務まるとは思えないけど……。俺はなんとなく迷いながら、とりあえず思いついた懸け念ねんを口にする。

「でも、それはつまり、ここの店番ができなくなる……ってことだよね？」

「まあ、そのくらいゲームに専念してもらうのが、前提になります」

　俺の問いを絵礼奈は肯定した。

　母さんはそれを黙だまって聞いていた。

　もしそうなれば、店員は母一人ということになる。

「俺一人だって、店員が抜ぬければ、この店は困るんじゃ……」

　俺は心配を口にした。しかし。

　そこに、絵礼奈が致ち命めい的てきなツッコミを入れた。

「──お客さんの呼びかけに応えないで動画見てたのに？」

「あ、それ言うの」

「ほお。柊、また店番サボってたわね」

　俺はちょっとうろたえる。母が口を歪ゆがめる。

　絵礼奈が追い打ちをかける。

「K.T.Oキルタイムの戦せん闘とう動画ですよね？　アレ」

「まあ」

「お好きなんですね？　『不可視の天使インビジブル』……」

「た、たまに見るだけだよ。たまたまだ──」

「ふふ。興味あるんじゃないんですか？　戦神ストライカー。何か迷うことでも？」

「…………」

　俺は口をつぐんだ。

　俺が戦神ストライカーに憧あこがれてたのは事実だ。

　だがしかし、彼女の言う通り、まさに俺には迷う要素がある。

「……そうだな。これは、言っておいた方がいい」

　俺は絵礼奈に向きなおる。

「絵礼奈……さん？　俺のゲームの腕うでを買ってくれてるのかもしんないけど……俺はK.T.Oキルタイムで上手うまくやれない理由がある」

「え？」

「俺は……K.T.Oキルタイムに登録したこともあるんだよ」

「あ、あるんじゃないですか。それなら話が──」

「でもダメだった。だって、俺は。俺には」

　若じやつ干かん、言いよどむ。

　そりゃそうだ。俺にとってはトラウマみたいな話だ。だが、言わねば。

「『ギフト』が……無いんだ」

「え？　無い……って？」

　信じられない、といった顔で絵礼奈は口元に手を当てた。

「そのまんま、無いんだ。〈無エンプテイ〉とだけ書いてあった」

「そんな……ことが」

「もちろんギフトもなしで勝てるはずもない。というか、勝てなかった」

　俺は話を続ける。これを知れば、彼女も諦あきらめるかもしれない、と思いながら……。

「だから俺はK.T.Oキルタイムを、やめたんだ。戦えないんだよ。そんな俺でも……誘さそうっていうの？」

「……なるほど」

　絵礼奈は事実を受け止め、ぱちくりと両目で瞬まばたきをした。

　少し、考えるように彼女は動きを止めた。だがそれも二、三秒のこと。

　彼女はすぐに口に当てていた手をパーからグーに変え、考えるポーズのまま言った。

「確かに、それが本当なら……ギフトの提供はK.T.Oキルタイムのシステムの根幹そのものだもの。どうにかできるものではないわ」

「ほら、やっぱり──」

「──私以外の人間には、ね」

「……は？」

　俺は唖あ然ぜんとした。まるで、絵礼奈ならなんとかできるような言い方だが？

「私には……方法があります。あなたを戦えるようにする方法が」

　あまりにありえない内容を、絵礼奈は平然と言い切った。

「いや……そんな……ことが……」

　普ふ通つうに考えて、信じろっていうほうが無理だろう。

　そりゃあ。すべて彼女の言う通りだったら、どんなにいいだろう。

　だが現実そんなはずはない。素す直なおに信じられるほど俺はポジティブじゃない。

　才能ギフトのない人間が、生きていける世の中じゃないのだ。

「ふう……ん」

　ところが、そこで声を漏もらす人間がいた。母さんだ。

「口を挟はさんでごめんね。何やら迷ってるようだったから」

　母さんは親子なのが信じられないくらい明るい顔で言う。

「あなたがK.T.Oキルタイムを欲ほしがった時にね、何て言ってたか。母さんは全部覚えてる。だから思い出してほしいと思って。あの時の気持ちを」

　言われて、記き憶おくを呼び起こす。あの頃ころの俺は、目を輝かがやかせて──。

「店のことを心配してくれるのも嬉うれしいけど……まず考えるべきことは、一つじゃない？」

　母さんは指を振ふり、俺に選せん択たくを迫せまった。

「──そもそも戦神ストライカーになりたいのか、なりたくないのか」

　それは、俺があえて目を背そむけていた選択だった。

　……人は、「理想」を前にすると、かえって尻しり込ごみすることがある。

　憧れて、なれなくて、距きよ離りを置いていたものが、突とつ然ぜんまた目の前に現れて。

　まして、誘ってくれているのは俺の理想そのもの、最強の「エレナ」を名乗る少女。

　それで混乱した俺はすぐ返事ができず「店長の許可が」とか言ってしまった。

　素直に受け入れられなかったのだ。

　じゃあ、そういう気持ちを取り払って。ただ素直に考えたら、どうなる？

「……そりゃあ、俺は……」

　俺が本当にやりたいことは何だ？

　俺が本当になりたいものは何だ？

「俺は」

　そんなの、決まってるだろう。

「俺は、戦神ストライカーに、なりたかった──」

　声に出した。言葉にした。

「ギフトが無いとか、店の人手がとか！　何の制限もしがらみもなければ、全すべてを賭かけてなりたかった」

　そうしたら、後から後から、想おもいがこぼれて止まらなくなった。

「俺にとっての夢。『そのためだけに生きたい』存在モノ。それが、戦神ストライカー……だったんだ」

　言い切った。全部言った。

　久しぶりかもしれない、こんなに喋しやべったのも。

　心の中のクモの巣が、少しずつ消えていく気がした。

「よし。ちょっと歯切れが悪いけど、よく言った」

　すると母さんは笑って、手でマルを作った。

「自分の人生でしょう。やりたい事やらないでどうするの？」

　それから母さんは絵礼奈のほうをちらちらと見つつ、

「おまけに、こんな可愛い娘コに必要とされている。……なら、応こたえなきゃ」

「なんで母さんが嬉しそうなんだよ」

「とにかく、なりたいという意志があるのなら。しかもそこに誘われてるなら！　踏ふみ込まないなんて、ありえないでしょ」

　母さんは晴れやかに言った。

「店は私に任せて──行って、きなさい」

　まったく、物分かりが良すぎる。さすがはゲーセンの経営者で……俺の親、か。

「……でも、ありがとう」

　俺が礼を言うと同時、絵礼奈もうん、と頷うなずいた。

「よかった、断られなくて」

　彼女は軽く髪かみを整えると、何やら改まったように、

「『ゲームは楽しむもの』でしょ？　そんなあなたにこそ……頼たのみたかったから」

　絵礼奈はまたしても正面から俺を見つめ、手を取った。

「私たちは新たな……そして、強いゲーマーを求めている」

「うん」

「あなたには、戦神ストライカーになってもらうわ。──それも、最強の」

「最強……」

　静かに答えつつ、心の中は疑ぎ惑わく半分、ワクワクも……半分。

　なれるのか。マジでなれるのか？

　……戦神ストライカーに！

　絵礼奈は、決意を秘ひめたまなざしで俺に言った。

「私が、あなたを最強にする。あなたに能力ギフトを与あたえる──女め神がみになるの」

「ギフトを……与える？」

「ええ、与えます。くわしくはゲームの中で」

「そんなうまい話が……本当に……？」

　絵礼奈は笑った。母さんも笑っていた。

　俺だけがなんか微び妙みような顔をしていた。

「いやー良かった良かった。……ところで、話を最初に戻もどしてもいいかしら」

　母さんが、ハイ、と手をあげた。

「ん？　最初？」

　俺と絵礼奈はピンとこない。母さんはニヒヒと笑い、話を続けた。

「息子むすこは、あなたが貰もらってくれるのよね??　母さん覚えたわよ」

「「えっっっ」」

　さ、最初ってその話か！

「あ、あの、それは……しまった、そういう話じゃなくてですね、そそその」

　しどろもどろになりながら、絵礼奈が手をぱたぱたさせる。

　お前もしかして今さら自分の発言の意味に気づいたのか？

　最初の落ち着きはどこいったんだよ!?

「大だい丈じよう夫ぶよ、お母さんは応おう援えんするからー」

「わわ私にはそういうのはまだ……ちょっと柊さん!?　助けて……」

「あー、そうなると母さん強ごう引いんだから。頑がん張ばって」

　俺はなんだかそれが面おも白しろくて、わざと関わらないように目をそらした。




　……いずれにしても。

　こうして俺は、再びK.T.Oキルタイムに挑いどむことになった──

　らしい。

　俺には「ギフト」がない。

　本当にない。

　絵礼奈はそれを問題ないと言ったが……。

　どこか俺はフワフワと現実感のないまま、流されるように、夢の職業に挑む決断をしていたのだった。




　──「あなたに能力ギフトを与える──女神になるの」




　彼女は言った。

　本当だったら最高だ！

　ウソだったら最悪だ。

　まさしくこの日も、俺にとって運命の日だったのだろう。

　俺は彼女に運命をあずけることになった。

　いったいどうなるんだろう。

　果たしてこの少女……女神か、駄だ女神か？








Page.2　神々の時計クロノスワークス









「ふぅ。随ずい分ぶん久しぶりだ……けっこう街並みも変わってるなあ！」

　K.T.Oキルタイム内、ログインゲートにて。

　俺はアバター「シュウ」となって久々にここを訪おとずれていた。

　そこへ少女のアバターが現れる。すごく気さくな感じで現れたが、その姿は、俺のよく知るものだった。

「『エレナ』……！　本物だったのか」

「嘘うそだと思ってた？」

　長い銀ぎん髪ぱつ。白を基調とした可か憐れんな衣い装しよう。間ま違ちがいなく、伝説の戦神ストライカーとして知られる『不可視の天使インビジブル』エレナ本人がそこにいた。

「まあ、これで証明は済んだでしょ。ちょっと、着き替がえさせてもらうわね」

　しかし伝説の姿を拝めたのもわずかな時間だった。彼女はすぐにアバター設定を変へん更こうすると、短い銀髪の簡素な衣装の女性アバターに姿を変えた。
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「え、なんで着替えちゃうのさ」

「あ、ああ……へへ。このゲームは自由だからね。戦わない時くらい色々とオシャレ楽しんでも、いいと思わない？」

「なるほど、それもそうか」

「じゃあ……シュウ。早さつ速そくだけど、案内したい場所があるの。ついてきて」

「はいはい、お任せするよ──『女神様』」

　俺は彼女の後について歩く。

　彼女は、俺のギフトが無いのを「問題ない」と言った。

　そしてその上で、最強の戦神ストライカーにするのだと。

　いったいどうするつもりなんだろうか？

「こっちよ」

　エレナに手を引かれる形で、俺たちは歩き出した。

　ログイン者がまず訪れるログインゲートの周辺は都市エリアとなっており、プレイヤーの往来も多く、活気にあふれている。早くも、俺のテンションも上がり始めたところだ。

「アバターの服屋に、スキル屋、武器屋かー！　やっべ、見てると欲しくなるな」

「そうね、ショップも増えたわ。あと最近は、動画配信が流行はやってるわよね」

　街の中央にある巨きよ大だいディスプレイには、美少女アバターによる生配信が映し出されていた。ここでの放送を収入源にしているバーチャル配信者もいるくらいだ。

　道みち端ばたでは、自作の音楽を流す作曲者、イラストを掲けい示じする絵師、ダンスを披ひ露ろうするダンサーのアバターもいる。それぞれ、購こう入にゆうすることでクリエイターの支援も可能だ。

　何しろK.T.Oキルタイムのゲーム内通貨は、仮想通貨としてリアルマネーと同等の価値があるとされているのだ。完全に、ゲーム内で経済が成立している。

　さらに、俺の視界の端はしにはタイムライン画面が映っている。

【最新！　アリーナランキング速報】

【アバターアイドルＳＡＫＵＲＡ、新曲発表】

【あさって予定の運営会議で、新任理事を承しよう認にんへ】

　そこでは最新のゲーム内ニュースや、動画やイラストが拡散されていく様子が、延々と流れていた。

「やっぱり来てみると、いい場所ではあるんだよなー！　楽しみ方も色々だし」

「でしょ？　誰だれもが、アバターで理想の自分になれる……そのための材料を与えてもらえるんだから」

　エレナは楽しそうにくるりと一回転し、

「私、やっぱりここが好き」

　ぽつりと、言葉を宙に浮うかせた。

　それが俺に向けた言葉なのか、この世界に向けたものなのかは、わからなかった。

「──そういえばさ」

　ふいにエレナがこちらを向く。

「シュウは、戦いが上手うまくいかなくてK.T.Oキルタイムを離はなれてたって聞いたけど……ああいうふうに、戦い以外で楽しもうとは思わなかったのかしら？」

「あー……それはね。他のことに興味がなかったわけじゃないけど……やっぱり俺は、戦いたかったんだと思う」

「ふうん」

「ゲーマーの性さがってやつかな。勝負を楽しみたかった」

　俺は一言一言、確かめるように、

「でも、ギフトがないとそれはできない」

　自分の気持ちを、声に出した。

「だから俺にはこのゲームを『楽しむ資格がない』──そう思ったら、プレイするべきじゃないと思ったんだよ」

「ずいぶん、難しく考えるのね」

「まあ、こだわりだよ。楽しめないのにプレイするっていうのも、ゲームに失礼だろ？」

「そうね──少なくともあなたがゲームを大切に想おもってることは、わかったわ」

　エレナはふふ、と笑って歩みを進めた。

　目を細め、花のように笑うその表情は、どこか嬉うれしそうだった。

　彼女は一歩、二歩とスキップするように先を行き──




　三歩目で、ピタリと止まった。




「…………！」

　笑っていた目つきが、鋭するどいものに変わる。

「……うそ、もう……？　早すぎる」

　エレナはぽつりとつぶやく。どこか緊きん張ちようした声。

「どうした？」

　俺が後ろから問いかけるも、返事はない。

　ちょうど、喧けん騒そうあふれる都市エリアから出たあたりだった。妙みように静かだ。

　ガサ、ガサと、四方八方から物音が聞こえた、気がした。

「ここは私がやるしか、ない……か」

　エレナが、再びつぶやいた。それと同時だった。

　周囲から、複数の人ひと影かげが飛び出した！

「エレナ……！」

　俺が叫さけぶ間にも、人影はエレナに接近し、包囲する。

「──間違いないな、『不可視の天使インビジブル』だァ」

「へへ、こいつァいい。コレを倒たおせば簡単に名が上がるんだろォ？」

　人影は距きよ離りをとって動きながら話した。あまりガラの良さそうな感じじゃない。

　八人はいるか？　それぞれが武器を構えたり、オーラを右手に集中したりしている。

　そして……同時に、前に出た！

「……かかれェ！　ヘヘハァ！」

「覚かく悟ごしろァ！」

「なんだこいつら、バトルしようっていうのか!?　こんな大人数で……！」

　明らかに、敵意のある襲しゆう撃げきだった。エレナが、襲おそわれる……！

　しかし。その瞬しゆん間かん。

　エレナの全身が、輪りん郭かくを残したまま一瞬、光る。

　そしてその光がおさまると……。

　彼女の姿は長い銀髪、白い衣装の戦せん闘とう天使に変わっていた。

　俺は目をみはる。見覚えのある見た目だ。

「──『神々の時計クロノスワークス』」

　姿を変えた少女は、何やら単語を告げる。すると。




　エレナの姿が消えた。




「…………!?」

　俺は目を疑った。襲撃者たちも同時にざわつく。

　だがその時間は、一瞬だった。

「──ぐわぁッ!?」

　悲鳴がした。襲撃者の一人が吹ふき飛ぶ。俺はそこに、なびく銀色の風を見た。

「ちくしょう、何だ!?」

「やれッ、倒すんだよ！」

　二人目が刀を抜ぬき、三人目が腕うでをやみくもに振ふり回す。

　──だが、まるで間に合っていない。

「くらえ……っがぁッ!?」

「ぐ、あァッ！」

　銀色の風が通り過ぎると、そこにいた男が倒れてゆく。まるで超ちよう常じよう現象。

「お……おいおい、『エレナ』……」

　思わず口から言葉が漏もれた。俺はこの動きを、知っている。

「マジだ……動画で見た、そのままじゃないか……！」

　圧あつ倒とう的な速度で、誰よりも疾はやく、誰よりも美しく戦う。

　彼女の動きは、目で追うことすらできないほどの神速。

　触ふれることすら叶かなわぬ、純白の少女アバターを、人々はこう呼んだ。

「『不可視の天使インビジブル』エレナ……!!」

　俺の、憧あこがれの存在。

　最近は表おもて舞ぶ台たいから姿を消し、伝説のように語られる噂うわさとなっていたが。

　かつては「アリーナ」一位の座にもついた、K.T.Oキルタイム最速の戦神ストライカー。

　その紛まぎれもなく疑いようもない本物が。目の前で。画面で見たのとまったく同じ動きをしている──！

「く……そ、がァッ！」

　仲間を倒され悪態をつきながら、右手にオーラを集中していた男が構える。

　彼は瞬時に、銀色の風の行く先に狙ねらいを定め……。

「ハァッ！」

　オーラを放つ。遠距離の相手を攻こう撃げきするギフトだろうか。

　──しかし。

「残念ね」

　エレナは既すでにそこにはいない。

　男の背後にいる。

「バ……カな」

　強きよう烈れつなキックが入り、男もまた倒れた。これで四人──半数。

「はは、楽勝じゃねーか」

　俺は見ていることしかできなかった。残る襲撃者たちもざわつき、一歩後ずさった。

　のだが。

　──その直後だった。

「さあ、あなたたち、いい加減あきらめ──ッ!?」

　エレナの声が途と切ぎれた。

「──エレナ？」

　ふらり、と脚あしが力を失うのが見える。

「ううっ…………くそッ」

　彼女は片手で頭を押さえ、その場に膝ひざをついた。明らかに異常だ。

　それを見た襲撃者たちが再び構える。

　なぜ急に、エレナがふらついたのか。

　あの圧倒的な強さはどうしたのか。

　そもそもなぜ、いきなり襲われているのか？

　俺には何もわからなかったが……一つだけ、はっきりとわかった。

「なんかわからんけど……とにかくマズい！　だろ！」

　ということだ。だから考えるより先に、身体が動いた。

　俺はエレナのほうに飛び出していた。

　うずくまった彼女を抱かかえこむ。……少女の身体は、小さく震ふるえていた。

　その間にも、襲撃者たちはこちらへ襲い掛かかってくる。

　一番近くにいる一人が、足を振り上げるのが見える。危ない。

　だが──瞬間、俺の頭にイメージが走った。右の下段。ローキック。

　そうだ。俺には、こいつらが次にどう動くか……わかる。

　俺には……『神の眼め』がある!!

「……うおおおお！」

　エレナを抱えた俺は敵の攻撃をかわし、ダッシュでその場を逃のがれた。

「な……にィ!?」

　攻撃をかわされた敵が動どう揺ようしている。今がチャンスだ。

　俺は横へ逃にげ、人目につかない路地に駆かけこんだ。

　運よく、見られずに済んだようだ。

「くっ……捜さがせ！　手ぶらでは帰れんぞ！」

「『不可視の天使インビジブル』を持ち帰らねば、あの方に……！」

　敵が慌あわてている。俺は見つからないよう祈いのりながら、抱えたエレナを見下ろした。

　彼女はかろうじて、意識があるようだった。

「ご……めん、ありがとう……」

　呼吸が荒あらい。身体は熱く、目め尻じりには涙なみだも見える。

　それほどリアルに、このゲームはプレイヤーの様子を反映する。

　つまりこれは、ゲームの外にいる「天てん堂どう絵え礼れ奈な」本人の体調が悪いことを意味する。

　しかし普ふ通つう、アバターが運動したくらいで人間の息が乱れたりはしない。

　まして彼女は、わずかなダメージも受けていないのだ。これはいったい？

「やっぱり、持たなかった……かぁ」

　エレナは中空に言葉を吐はいた。

　やはりその声には涙が混じっているように……俺には聞こえた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　いったい何が起きたんだ」

「……私のギフト、見たでしょう」

「ああ。──ほんとうに本物、だったんだな」

「はじめっから、そう言ってるじゃん」

　エレナは唇くちびるだけを歪ゆがめて笑った。だが、その口調には少しの余よ裕ゆうもない。

「『神々の時計クロノスワークス』──それが、私のギフト。いえ、私が作り上げたギフト」

　彼女は苦しげに身を起こし、かろうじて話した。

「とても強力よ。ただし……代だい償しようがあるの。発動時に、膨ぼう大だいな演算が行われて……その分、使用者の脳に大きな負ふ荷かがかかる。激しい疲ひ労ろうや……頭痛を伴ともなってね」

「じゃあ、今のはそれで……？」

「私は……ちょっと他人ひとより、身体からだが弱かったみたい。一対一とか、短時間の戦いなら問題なかったんだけど……ね」

　彼女は哀かなしそうに目を伏ふせた。

　路地の外からは、襲撃者たちの声がまだ遠く聞こえる。

「それで……どうする？　あいつら、まだ俺たちを捜してる」

「うん……ハァ、そうね」

　エレナは時折苦しそうに息を吐きながら、悩なやんでいる様子だった。

　だが──すぐに意を決したように顔を上げた。

「予定よりだいぶ早すぎるけど、やるしかない……か」

「え？」

　エレナはその場に座り込み、俺の手を取った。

　それから少しためらうように、ひと呼吸。

　そして……意を決したように小さくうなずき、その手を強く引いた。

「エ……レナ？」

　この体勢でそうしたらどうなる？

　俺の身体はエレナに覆おおいかぶさる形になる。

　大丈夫なの？　これ大丈夫なのか!?

「……っ、逆らわないで」

　そう言ってエレナはさらに手を引く。

「お、おい」

「密着しないと、バイタルサインが取れないのよ……！　はやく、時間がないわ」

　エレナは片手を引きながら、逆の手も俺の背中に伸のばした。

　つまり……エレナは覆いかぶさる俺に、下から、思いきり抱だき着いている──！

「……っ、これで、いいんだな？」

　彼女の熱、やわらかい身体の感かん触しよく。温かい吐と息いき。さらに、鼓こ動どう。

　リアルの肉体じゃあ一度も感じたことのないような感覚が全身を支配する。

　少女の身体は時おり脈動し、アバターとはいえ生きているのだ、ということを定期的に伝えてくる。

　逆に、俺の状態は彼女にも伝わっているということでもあるのだが。

　俺がガチガチに緊きん張ちようしてるのはたぶんバレてるだろう。

「……はぁ、はぁっ……！」
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　が、彼女はどうやらそれどころじゃない。

　無理やり抱き着いてきたエレナは、横を向いて目を閉じ、頬ほおを赤らめながら、何か念じているようだった。

　いったい何を──？　そう思った瞬しゆん間かんだった。

　最初に見えたのは光だった。

　そして後に続くように、膨大なプログラムコードのような文字列が、エレナの身体からあふれ出す──！

「な、なんだこれは……!?」

　俺が驚おどろくのもおかまいなしに光と文字列はその場で暴れ続け、そして……。

　勝手に、俺の身体の中に入ってくる！

「え、えええ？」

　その状態はしばらく続いた。そして、それがおさまる頃ころ──

「──ふう」

　一分ほど経たっただろうか。エレナはようやくひと息つき、目を開けた。

「だ、大丈夫か？」

「そうね……結構複雑な処理だったから、ちょっと限界かも」

「突とつ然ぜん、何をしたんだよ」

「私たちのアバターを結合して……少々、いじくらせてもらっ……た……」

「え？　アバターを……？　何言ってるんだ、K.T.Oキルタイムの仕様に詳くわしいエンジニアにだって、そんなことできるワケが──！」

「できるのよ。私には、その技術……が……」

　言いながら、少女の頭がぐらりと揺ゆれる。

　俺はなんとか腕うでで抱だきとめる。

「おい、これでどう状じよう況きようを打開できるんだ？　おいっ！」

　エレナは本当に辛つらそうだった。が、それを言われずに倒たおれられたら終わりだ。

「うん。今、説明──」

　エレナがかろうじて目を開けた。俺は彼女と目を合わせた。

　だが。それと同時だった。

　俺たち二人の身体に、影かげが落ちた。




「へぇ。この状況を、打開するってぇ？」




　聞き慣れぬ声。さっきの襲しゆう撃げき者──！

　男が一人、路地の入口からこちらを見ている。見つかった。

　まずい。まずいどころじゃない。

「くそっ。万ばん事じ休すか……!?」

　俺はとにかくエレナをかばうように立った。

　だが戦って勝てるとはとても思えない。

　俺はギフトなし、ここまで全敗だ。時間稼かせぎにもなるか怪あやしい。

「教えてくれよォ、どう打開するんだ？　足あ掻がいてみろってェ！」

　怪しい男が一歩踏ふみ込む。俺は勇気だけで身構える。

　男が右手を前に出した。何か来る？

　くそっ。どうすれば。どうすれば！

「…………シュウ」

　その時。後ろから、消え入りそうな少女の声。

「ギフトを」

　俺は目だけで後ろを見た。座り込んだ少女が息も絶え絶えに、俺に訴うつたえる。




「ギフトを……使って……！」




　──は？

　俺は最初、その言葉が理解できなかった。

　何言ってるんだよ。そのギフトがないんだからね!?

　あるなら最初から──

　そう思って画面右上のスキル欄らんを見た。

　そこで俺は目を疑った。

「これは」

「オーィ、何もしねえのか？　しねえならいいよな！　俺がもらうぜ『不可視の天使インビジブル』！」

　男が前に出る！

　そのタイミングで。俺は念じた。










　──「ギャァァアーーーーアアァ!!」










　奇き声せい！　それと同時、男が路地から吹ふき飛んだ！

　俺は、前に出した自分の右足を見た。確かに、キックが出せている。

　男と俺の間には少し距きよ離りがあったはずだ。こんな一瞬でキックが当たるはずがない。

　だが、当たった。その一瞬で俺が接近して足を出したからだ。

　普通そんなことはできない。当然不可能だ。それを可能にするものがあるとすれば。

　──ギフトだ。

　俺は視界の端はしを確かく認にんする。そこにはウィンドウが浮うかび上がり、スキルの発動を知らせていた。




「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．１〈コンセントレイト〉




「ギフト……！　俺に……ギフトが……!?」

　この時の俺の感情を説明するのは難しい。

　喜び、驚き、混乱、心がバラバラにあちこち動いて、グルグル回った。

　……何より敵は、感かん慨がいに浸ひたる暇ひまなど与あたえてはくれない。

「──何だ!?」

「見つけたのか！」

「一人やられただと!?　奴やつは消しよう耗もうしていたハズ……」

　残る敵は三人。あっという間にこちらへ集まってくる。

　くそっ、路地から出るしかない。動けないエレナを狙ねらわれたら終わりだ。

　──襲撃者の視線が、俺に集まる。

「……何だ？　自分から出てきたぞ」

「『不可視の天使インビジブル』だけ逃にがされたか？　それなら追わなきゃならんぞ、面めん倒どう臭くせぇ」

「なら、そいつを捕つかまえて尋じん問もんすりゃいいだろ。人ひと質じちとしても使える」

「なるほど、確かに」

　彼らはそのように会話をかわし、それから俺に呼びかけた。

「おい、お前。『天使』を渡わたせ」

　高圧的な態度だ。俺は目をそらさず、言い返してやる。

「言われて渡すと思ってるのか？　……突然襲おそってくるような奴らに？」

　──正直、虚きよ勢せいだ。

　敵はカチンときたようで、怒いかり混じりの笑いを浮かべた。

「あァ!?　……ハハハ、おいおい。随ずい分ぶんナメた口をきくじゃねーか」

「『天使』の後ろで棒立ちしてたガキが。調子に乗るなよ」

「お供のザコが、まさか三人相手にやるつもりかァァ？」

　三人の敵が身構えた。来る。

「「「ぶっ潰つぶしてやるぁァァ!!」」」

　やるしかない。俺が。もう一度……！

　そして俺は、ギフトの発動を念じた。




　──「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．１〈コンセントレイト〉




　その瞬間。時の流れが鈍どん化かした。

　周囲のすべてが、スローモーションで動く。

「な……るほど」

　俺は地面を蹴けって駆かけ出す。ゆっくりな景色の中、俺だけが普ふ通つうに動く。

　俺の身体からだの周りには、プログラムコードのような、不可思議な文字の羅ら列れつが走り抜ぬけていた。

　それは超ちよう速そくで駆ける『不可視の天使インビジブル』エレナと、まったく同じエフェクト。

　まさに俺だけが今、世界の時の流れから切り取られた存在──！

　三人の敵は、俺が動いたことを察知し、それぞれに動き出している。

　その姿を視界に入れた瞬間。

　俺は、未来の景色を見た。

「これは──！」

　一人目は双そう剣けんを抜き放ち、十じゆう字じ斬ざんを繰くり出す。

　二人目は全身を岩で覆おおい、ゴーレムに姿を変える。

　三人目は竜りゆう人じんだ。大きな口からファイアブレスを浴びせる！

　もちろん、今こうなっているワケではない。俺が実際に見たのはその予兆。

　だが。予兆を見れば何が起こるかはわかるんだ。

　──「眼め」を鍛きたえた俺には！

「わかるぞ。どこを攻こう撃げきすればいいか……！」

　俺は黒い疾しつ風ぷうとなって、三人の間を縫ぬうように動いた。

　そしてブレーキをかけながら停止。続けてギフトを、解除した。

　時間が、戻もどる。

「「「グ……グワアァァーーーーーッッ!?」」」

　直後！　三人の断だん末まつ魔まの声が重なった。

　一人目は双剣を抜くことすらできず両手を破は壊かいされ、

　二人目は全身を岩で覆いきる前にみぞおちに打撃を叩たたき込まれ、

　三人目は炎ほのおが口から出る前にアゴを蹴り上げられた。

　行き場を失った炎が、口の中で爆ばく発はつする──！

　──ＢＯＭＢ!!

　派手な爆発音とともに、三人の倒れる音が響ひびいた。

「ハァ、ハァ。出来た……！」

　言いながら。俺はどうしようもなく高こう揚ようしていた。

　確かに、今までも相手の行動が読めることはあった。

　だがこれは違ちがう。周りの時間がゆっくりになったことで、より完かん璧ぺきに未来を視た。

「な、何だこいつは？　つ、つつ強すぎる──！」

「これじゃ『天使』より速いじゃねえか！　どうなってやがる!?」

「な、なんでこんなのが二人もいるんだ！　聞いてない！」

「む……無理だァ！　逃げよう、逃げるしかねえよォ！」

　まだＨＰが残っていたか。しかし、力の差は理解してもらえたようだ。

　最初に倒たおしたのも含ふくめた四人は急いで起き上がると、大おお慌あわてで逃げ出していった。

　エレナが倒した四人も、すでにいないようだ。先に逃げたか？

「おい、待……っ」

　俺は呼び止めようとした。何で襲おそわれたのかすら、まだわかっちゃいない。

　だが……それ以上、言葉が出なかった。視界がぐらりと揺ゆれる。

「──っとぉ!?」

　フラッと足元がよろめき、身体が傾かたむく。なんだ、これは……？

　重力に逆らえない。倒れかかった俺の頭は──少女の胸むな元もとに抱だきとめられた。

「……そこまでにしとこう！　無理しないで。お疲つかれ様」

「……エレナ」

　いつのまにか起き上がったエレナが、すぐそばまで来ていた。

「すごい……すごいわ。信じられないよ」

　彼女は少し興奮気味に、息をはずませた。

　少し休んだからか、多少は元気になったようだ。

「まさか勝っちゃうなんて……渡したギフトを、いきなりあんなに使いこなすなんて！」

「お、おいおい。そんな興奮して大だい丈じよう夫ぶなの？」

　エレナの胸に抱かれているのが恥はずかしく、慌てて離はなれる。そして、確認する。

「やっぱり……そうか。エレナ、あの時俺にギフトを……『渡した』？」

「うん……そう」

「そ……そりゃいきなりだね」

「私の『神々の時計クロノスワークス』を……引き継ついでもらった。ぶっつけだったけど、上手うまくいったね」

「まだ信じられないよ。そんなこと、できるもんなの？」

「そうね……私は、あなたがいうところの『K.T.Oキルタイムの仕様に詳くわしいエンジニア』を超こえてるみたいだから」

「え？　そんなの初耳──」

「言ったでしょ？　私以外には無理だ、って」

　エレナは得意げにウインクした。

「はは。無事勝てたからよかったけどね……」

「無事、どころじゃないよ!!」

　俺の言葉に、エレナはさらにテンションを上げて反応した。

「私ですら、相手に攻撃されてから、かわしてたんだよ？　それを……攻撃すらさせずに、先手で潰した！　いったいどうやったの!?　未来が見えてるとしか──あ」

　そこまで言って、彼女は気が付いたのだろう。

「『神の眼』……！」

「うん。……手ごたえは、あったよ」

　俺は感慨深げに手を握にぎってみせた。

「いきなりだけど、楽しかった……なあ。ははは。これがギフトを使った戦せん闘とう……！」

　すると、俺を見るエレナの瞳ひとみがうるんだ。

「私の目は間違ってなかった。やっぱり……やっぱりあなたは『強いゲーマー』だった！」

「そんなに、かよ」

「そんなにだよ！」

　エレナは力強くうなずいた。

「『神の眼』の噂うわさを聞いた時、この人なら、と思った。慣れてるゲームとは勝手が違うだろうけど──『読み合い』は特定のゲームによらない力。絶対こっちでも強いだろうって」

　彼女は心なしか、声をはずませて語る。

「それはK.T.Oキルタイムの外とはいえ、シュウがずっと磨みがいてきた……あなたの武器なの。『神々の時計クロノスワークス』と、並ぶくらいのね」

　胸の内が少し温かくて、なんだかむずがゆい。

　そうだ。自分の力を認められるっていうのは──こんなに、いいものだったんだな。

　俺はずっと「持たざる者エンプテイ」だと、そう思っていたから。

　──無む駄だじゃ、なかったんだ。

　K.T.Oキルタイムから目を背そむけて腐くさっていた、長い長い時間。

　俺にとっては時が止まっていたようなあの期間は。

　いつのまにか俺に『眼』という力を与えてくれていたんだ。

　あの『不可視の天使インビジブル』に称たたえられるほどの力を──！

「やっぱり、あなたに頼たのむしかないわね」

　彼女はあらためて力強く言った。

「頼む？　俺を戦神ストライカーにするっていう、あの話？」

「そうね……それもあるけど、それだけじゃない」

　エレナは歩き出しながら、楽しげに指を振ふる。

　あ、もう体調はいいのかな。それならいいのだけど。

　エレナはこちらを振り向き、目を細めて笑いながら。

「ねえ。シュウ」

　俺に、手を差し出した。




「私と一いつ緒しよに──『この世界ゲーム』をひっくり返さない？」




　周囲は、無音。乾かわいた郊こう外がいの風が、少しの砂すな埃ぼこりを巻き上げる。

「は？　そりゃ、どういう──」

　遅おくれて、なんとか俺はそれだけ返事した。

「そのままの意味よ」

　風がエレナの美しい銀ぎん髪ぱつをなびかせる。

　そう、この世界では風すら吹ふく。そこまでリアリティを追求された「第二の世界」。

　そこに立つエレナという美少女は、現実と同じように……いや、ひょっとすると現実以上に存在感のある輝かがやきを放っている。

　彼女の恍こう惚こつとした笑えみに、思わず見とれて引き込まれそうになる。

「強さ、モチベ、ゲームに対する姿勢……申し分ないわ。あなたなら『奴やつら』も怖こわくない」

「奴らって？」

「おねがい！　ギフトも渡わたしたことだし……よろしく、ね？」

「ひとつも質問に答えてもらってないんだけど……？」

「そうと決まれば、ついてきて！　私たちのホームへ案内するわ」

「あ、これ話聞いてもらえないやつだな？　ちくしょう」

　エレナは先ほどの消しよう耗もうが嘘うそのように歩き出し、俺はそれに続いた。

　ついていくしかないだろう。何しろ俺はもう──力を得たんだ。








Page.3　歓かん声せいの中、振り上げた拳こぶし









「……メイドさんがいる」

　メイドさんがいたので、俺はそんな反応をしてしまった。そのまんまですまない。

「はじめまして、ワルツですっ」

「ソナタと申します」

「……私は、セレナーデ」

　それぞれ背せ丈たけも、髪かみ形がたも、メイド服のデザインも違う。

　三者三様のメイドさんは、揃そろってスカートの端はしをつまみ、行ぎよう儀ぎよく挨あい拶さつをした。

「どう？　シュウ。私の自じ慢まんのスタッフよ。よろしくね？」

　そして隣となりで自慢げにしているのは、エレナだ。

　私たちのホームへ案内するわ──そう言ってエレナが俺を連れてきたのは、街はずれのレストランの地下室だった。

　余談だが、このゲームにもレストランという施し設せつはある。

　食べ物は回復アイテムとしての効果もあるし、何より、味がする。最新技術の凄すごいところだ。

　地下室はテーブルとソファの置かれたミーティングスペースのほか、何やらものものしい機械類なども見える。

　ごてごてした機械をいじっているメイドさんというのは、ちょっと不思議な光景だった。

「三人は、表向きは上のレストランのウェイトレスってことになってるけど……本業、ゲームチームでの役割は、私をサポートするエンジニアってとこね」

「エンジニア……？　戦神ストライカーじゃないのか？」

「まあ、詳しくは後で話すわ。戦神ストライカーも、一人いるんだけど……」

　エレナがそう言いかけた、ちょうどそのタイミングだった。

　部屋の奥から、ぱたぱたと駆かける音が近づいてくる。

　その音は徐じよ々じよに、バタバタという派手な足音に変わり……。

「エ……エレナ様ぁあああ～～～～！」

　何やら必死な声とともに、現れた人ひと影かげがエレナに飛びついた！

「……アリサ！」

「ご、ごぶっ、ご無事でしたかぁぁ!?」

　アリサと呼ばれた少女（この子もメイド服だ）は、涙なみだ目めでエレナに縋すがりついている。

「敵はきませんでしたか!?　それに……ご、ご体調は！」

「もぉ～。大丈夫だってば」

　エレナは取り乱すアリサを落ち着かせるように頭を撫なでながら、俺のほうをチラリと見た。こっそりと片目を閉じて、人差し指を口元へ。

　──言うな、ということだろう。

　ふむ、仕方ない。確かに「まさに今さっき襲しゆう撃げきされて、エレナは無理やり戦って体調を崩くずしました」などと言ったら、穏おだやかじゃなさそうだ。

「本当ですか？　どこも問題ないですか？　頭は？　お腹なかは？　胃は？　心臓は？　肝かん臓ぞうは？　膵すい臓ぞうは？　脾ひ臓ぞうはっ」

「ちょっとアリサ、ゲームの中で内臓の名前連呼しないでよー。キモいってば」

「え……ッ。き、キモい……ですか？」

「うん。キモいわね」

「え、エレナ様にキモいって言われたぁ～～……」

　さんざん慌あわてたあげく、アリサはしょんぼりと頭こうべを垂れた。何なんだこの子。

「というわけでシュウ。紹しよう介かいするわ。この子がウチのもう一人の戦神ストライカー、アリサよ」

「あ、やっぱこの子が戦うのか。……ん？　メイド服、アリサ……」

　そこで俺は思い当たった。

「『天界の掃除人ヘブンスイーパー』アリサ。有名人じゃないか」

　記き憶おくにある。なにしろ俺は戦神ストライカーたちの戦いは動画で見まくっているんだ。

　ホントはもっと早く気づいてもよかっただろうけど……いや、普ふ段だんはこんな落ち着きのない女の子だとは。

「……はい？　エレナ様……この人は？」

　顔を上げたアリサは、ようやく俺の存在に気づいたらしい。

　エレナしか視界に入ってなかったってとこだろうか。マジかよ。

「言ったでしょ。『外』に戦力を探しに行くって」

「え。じゃあ……」

「そうよ。この人が『神の眼め』よ！」

　エレナは嬉うれしそうに手を叩たたき、背後から俺の両りよう肩かたに手を置いてピョンと跳はねた。

「あー、うん。俺はシュウ」

　やけに上じよう機き嫌げんなエレナに紹介されながら、よろしく、と俺は手を差し出そうとした。

　のだが、それより先にアリサが動いていた。

　彼女は俺のことをじろりと一ひと睨にらみしつつ、どこからかホイッスルを取り出し──

　それを思いっきり、吹いたのだ。

　ピピーーーーーーーーッ！

「ちょっとあなた！　エレナ様に近づき過ぎです！　離はなれて！　離れてくださいっ！」

　アリサは鬼おにの形相でピー！　ピー！　と甲かん高だかい音を鳴らしながら、俺とエレナの間に入ろうとした。

「おいおい、今のはエレナのほうから近づいてきたんだけど!?」

　ピピー！

「エレナ様を呼び捨てしないでください！　不敬です！」

「なんだなんだ!?　地じ雷らい多いなこの子！」

　どうすんだ、会話にならねえぞ。

　俺がどうしたもんかと困っていると、エレナが前に出た。

「ちょっとアリサ、私が名前で呼ぶように言ったんだけど？　それに、あなたたちだって『エレナ』って呼んで構わないのよ？」

「そそそそそんな恐おそれ多いことできません！」

「別に私は、王様でもお姫ひめ様さまでもないんだけどなぁ」

　エレナは困ったように頬ほおに手を当て、そう言った。

「俺には、女め神がみになるって言ったクセに」

「あ、女神ではあるわよ？」

　俺がツッコむと、彼女は楽しそうに笑う。女神様ごっこは気に入っているらしい。

「とにかくね、アリサ。シュウとも仲良くしてもらわないと困るわ」

「えー」

「えー、じゃない。何しろ、彼は……」

　ここでコホン、とエレナはひと呼吸置いた。そしてあらためて、

「これからこのチームの、新メンバーになるんだから」

　宣言した。

　その瞬しゆん間かん。

「──はい？」

　アリサはきょとんとして、手にしたホイッスルを取り落とした。

　ワルツ、ソナタ、セレナーデ……奥にいた三人のメイドさんも固まっている。

　そんでもちろん、俺も固まった。

「そんな話、聞いてないんだけど!?」

「え？　うん。さっき決めた話だし」

「……エレナ。初めて会ったあたりから思ってたが」

　俺は一言申すことにした。

「なに？」

「君は何もかも話が急すぎる」

　そんなことだから、母さんにいきなり「息子むすこさんをください」とか言ったあげく勘かん違ちがいされるハメになるんだぞ！

「それじゃあ仲間だって納なつ得とくしてくれないよ。だから──」

　なので、当然の要求をさせてもらう。その権利はあるはずだ。

「ちゃんと説明してくれ」




　──というわけで、ちゃんと説明してくれることになった。

　地下室のテーブルを囲む形で、俺とエレナ、アリサ、三人のメイドさんが座る。

「改めて、うちのチームだけど」

　そうして、エレナが説明を始めた。

　なぜか、眼鏡をしている。フレームをくいっと上げてレンズを光らせている。

　当然アバターに視力の差なんてもんはないのだが、雰ふん囲い気きだろう。

「さっきも言った通り、ワルツ、ソナタ、セレナーデの三人はエンジニアね。彼女たちは私と一いつ緒しよに、スキルの開発などをしているわ」

「ああ、『アクワイヤー』の開発かな？」

　この〈キルタイム・オンライン〉において、最初に与あたえられるギフトが重要であるのは言うまでもないが、ギフト以外にもスキルを使うことはできる。

　後天的アクワイヤー、と呼ばれる、後付けで装備するサブスキルだ。

　アクワイヤーはギフトほどの強さはない。ダメージを与えるようなものはほぼ無く、移動や防ぼう御ぎよに使われることが多い。ＲＰＧでいう補助呪じゆ文もんといったところだ。

　それらは効果も構造も単純で、プレイヤー自身で開発・改造することもできてしまう（運営からも許可されている）。

　だから戦神ストライカーの中には、スキル作製に詳くわしい技術者エンジニアを雇やとっている人も多い。

　彼女たち三人は、そういった立場なのだろう。しかし……。

「つまりね。『神々の時計クロノスワークス』も、彼女たちと、私の作品なの」

　問題はそこだ。

「ち……ちょっと待って。『神々の時計クロノスワークス』はアクワイヤーじゃない。ギフトだろう？」

「そうよ」

「それを……作るだって？」

「厳密には改造ね。私の元々のギフトを作り変えて、この性能にした」

　エレナは平然と言ってのけるが、これは尋じん常じようなことではない。

　ギフトは、アクワイヤーよりも複雑で強力。それをいじれるエンジニアなんて聞いたことがない。

　まして『神々の時計クロノスワークス』はそこらのギフトよりさらに超ちよう強力なシロモノだ。

　そして彼女はそれを作るだけでなく俺に「渡わたした」。

　当然、普通、ギフトを譲じよう渡とするなんてありえない。

　何もかもが、前代未み聞もんの話なのだ。

「どう？　凄すごいでしょう」

「凄い……で済む話なのか？　このメイドさんたち、とんでもないんじゃ……」

「いえいえ、私たちなどはただのアシスタント……言われた通りに作っただけです。この複雑なギフトを設計したのは、エレナ様なのですよ」

　俺が驚おどろいていると、横から「ソナタ」と呼ばれていたメイドさんが補足した。

「そうです！　エレナ様はご自身のギフトを、チート級に改造してしまったんですから！　天才なのですっ！」

「……まじリスペクト」

　ワルツ、セレナーデと呼ばれたメイドもそれに続く。

　どうやら「エレナ」は、俺の知る最速の戦神ストライカーというだけでなく、もっととんでもない人物であったようだ。

「もぉ～みんな私のこと持ち上げてぇ～。そんなこと言われたら、愛しちゃうよぉ～！」

　……目の前のエレナは、メイド三人をまとめて抱だきしめてデレデレしているが。

「うッ……エレナ様……！　うらやましい……ッッッ」

　そしてその横では、有名戦神ストライカーであるはずのアリサが涙目でハンカチを噛かんでいる。

　うーん、独特な空気だ。

「まあ、とにかくそういうワケでね。私たちは戦うだけじゃなく、スキルの作製には自信があるんだけど」

「うん……そうみたいだね」

「……最近どうも、私の技術を狙ねらってるヤツらがいるみたいなのよね」

　──なるほど、と思いつつ俺は黙だまった。

　さっき襲しゆう撃げきされたことは言っちゃいけないんだったな。

「下手に外に出れば襲おそわれる。たぶん、私を攫さらって何か……自分たち専用のチートスキルでも作らせるつもりなのかしらね？」

「おっかないなぁ」

「だから、私はあんまり表おもて舞ぶ台たいに出るわけにはいかなくなった……。身体からだのことも、あるしね」

　後半を言いながら、エレナは哀かなしそうに目を伏ふせた。

　やっぱり、彼女としても憂ゆう鬱うつなことなんだろう。深くは触ふれないでおく。

「それで最近はアリーナにも出てなかった、ってことか……」

「そう。でもね、私たちの目的……のために、活動をやめるわけにはいかない」

「目的……？　アリーナでトッププロとして活動すること？」

「そうね。戦神ストライカーとしてトップになること……そうやって資金を集めることにも意味があるわ」

「……なんか、他ほかにもありそうな口ぶりだな」

「ま、まあね！　追い追い話すわよ」

「そういうの多いなァ……」

「いきなり全部喋しやべっても理解が大変でしょ！　……それより！」

　取り繕つくろうようにエレナは眼鏡を持ち上げて光らせた。

「そのために必要になるのが……新たなメンバー。シュウ、あなたよ！」

「……そこが急なんじゃないかなあ!?」

　俺は抗こう議ぎの意を込こめて身を乗り出した。

　が、エレナは意に介かいさない。さすがは伝説的戦神ストライカー。ずぶとい。

「私は実力者を仲間にしたかった。でも、K.T.Oキルタイムの有名プレイヤーは、だいたいすでにどっかで雇われてるものよ。だから──『外部』から即そく戦せん力りよくを連れてこようと思った」

「それで目をつけられたのが、俺……？」

「その通り！　『神の眼め』を持つアナタよ！」

　エレナはパン！　と両手を合わせた。

「ここに来る前にも話したけど……私はもう、長時間は戦えない。私のかわりに『神々の時計クロノスワークス』を使う人間が必要なのよ」

　彼女は得意げに眼鏡をクイッと上げ、

「直接ゲームで勝負して、そして会話して感じた。あなたの能力と、ゲーマーとしてのスタンス……私、感動したの！」

「そんな大げさな」

「私は正直に言ってるだけよ。このゲームチームは、あなたの力でさらに強くなる！」

「…………」

　俺は。

　最初は、ちょっとびっくりした。

　そりゃそうだろう。こんなうまい話があるもんか？

　ずっと動画で見てた戦神ストライカーのチームに認められて、メンバーになるなんて。

　いくらなんでも引き受けちゃいけないんじゃないか？　そんなことも思った。

　だが。そこで、母さんの言葉を思い出した。

　──「まず考えるべきことは、一つじゃない？」

　──「なりたいのか、なりたくないのか」

　なりたい。

　そりゃなりたいさ。だから、結局のところ答えは一つなんだろう。

「……わかったよ」

　俺はエレナに向きなおり、応こたえた。

　対するエレナも笑え顔がおでこちらを見ている。まったく、無む垢くで眩まぶしい笑顔だ。

「そちらさえ良ければ、やらせてもら……」




　──ピピーーーーーーーーーッッ!!




　俺の言葉は、最後まで言わせてもらえなかった。

　甲かん高だかい笛の音ねに遮さえぎられて。

　続けて、涙なみだの混じった叫さけび声が響ひびいた。

「良くな～～～～～～い!!」

　メイド戦神ストライカー、アリサがものすごい形相で、俺とエレナの間に割って入った。

「何ちょっといい感じになってるんですか!?　不潔！　不潔です！」

「ちょっとアリサ、落ち着きなさいよ」

　エレナがなだめるが、アリサは納得がいかないようだった。

「これが落ちちゅいてらりゃれますの!?」

「呂ろ律れつがぶっこわれてるじゃない。よしよし」

「でへへ」

　エレナが頭を撫なでると、アリサはぐにゃんと崩くずれた。

　……が、すぐ元に戻もどった。

「じゃな～～い！　ゴマカされませんわ！　こんなどっかの馬の骨を仲間になんて」

「人間だったわよ？　私、リアルで見てきたもの」

「そういう話をしてるんじゃないですわ!?　とにかく、わたくしは認めま……」

「……わかったわよ」

　ここで、エレナがため息をひとつ吐ついた。ん？　どうすんの？

「そこまで言うなら、あなたが確かめてみればいいじゃない」

「「……へ？」」

　俺とアリサは、同時に疑問符を浮うかべた。確かめるって？

「アリーナよ。戦えばすぐにわかるわ、シュウの資質が」

　エレナは名案だ、とばかりにふふんと鼻を鳴らした。

「なるほど……わかりましたわ。ぼっこぼこにして差し上げればよろしいのね……」

　アリサは真っ黒い顔になってゲヘヘと笑っている。君、わりとキャラがブレるな。

「アリーナ……か」

　しかし俺も、その案はいいと思った。

　チーム云うん々ぬんは別にしてだ。

　アリーナ。戦神ストライカーたちが競きそい合う闘とう技ぎ場。憧あこがれの場所のひとつだ。

　単純に、そこで戦ってみたかった。

　今の、ギフトがある俺なら、どこまで戦えるのか……？

　ワクワクしてくるじゃないか！

「うん。行こう。戦ってみたい……！」

　そうして、俺たちはアリーナへ行くことになった。




　──アリーナ。

　運営によって設置された公式の闘技場。

　K.T.Oキルタイムを遊ぶプレイヤーの中でも、特に戦闘に自信のある者が集まり、腕うでを競い合う場所だ。

　個人戦やチーム戦など様々なレギュレーションがあり、ルールごとにランキングも設けられている。上位の者にはかなりの賞金が与あたえられるという話だ。

　ここでの試合は各所で配信され、ファンは試合内容に白熱したり、推おし戦神ストライカーの勝敗に一いつ喜き一いち憂ゆうしたりしている。

　興行としての側面も大きい。

　まさにメジャースポーツ、一大エンターテインメントなのだ。

　かくいう俺も、ログインしない間もアリーナの配信は欠かさず見ていた。

　……ゲーセンの仕事サボりながらだけど（母さんゴメン）。

　やっぱゲーム好きとして、どうしても気になっちゃってさ……。

　ともかくも、アリーナとはそういう場所だ。

　見るのは散々見てきたが、実際に立つのは初めて。

　だというのに。

「いきなり戦場に放り出されるとは……」

　目の前には、個人戦のステージが広がっていた。

　円形で障害物のない、まっさらな闘技場。それほど広くはない。

　周囲は観客席で覆おおわれ、物好きなギャラリーでにぎわっていた。

　その中には、エレナやアリサの姿もある。

「さあ、シュウ。あなたの力を見せつけるのよ！」

「ふん、せいぜい馬の骨っぷりを晒さらすがいいですわ」

　アリサは、いきなり俺と直接対決はせず、「このわたくしに挑ちよう戦せんする価値があるかどうか、まずは見み極きわめさせてもらいますわ」と言っていた。

　まあアリサも『天界の掃除人ヘブンスイーパー』と言われる上位ランカーだ。そう言うのもわからんではない。

　しかしエレナにアリサ、有名人が二人並んだことで、観客席はざわつきつつあった。

「なんだあの新人……」

「『不可視の天使インビジブル』に『天界の掃除人ヘブンスイーパー』……！　そんな連中が注目してるのか？」

「ものすごい逸いつ材ざいなのかも……」

「いやいや、ド新人だろ？　『シュウ』って、聞いたことないぞ？」

　……うん、イヤ～な感じに目立っちゃってるな～。

　いや、そもそもエレナって狙ねらわれてる身だから、目立っちゃマズイんじゃないの？

　俺はちゃんと最初にそう聞いたのだ。

　実際、エレナはアリーナに着いたあたりまでは、変装もしていた。

　ミステリアスな白いローブを着て、フードで顔まで隠かくしていた。

　が、彼女は客席に着くなり、よりにもよってそのフードを脱ぬいでしまったのだ！

「ちょ、ちょちょちょっとエレナ？」

　当然、徐じよ々じよに周囲がざわつき始める。しかし彼女は動じなかった。

「いいの。……奴やつらも、アリーナで仕し掛かけてくるほどバカじゃないわ」

　エレナは声をひそめて、そう言った。

「ここは腕うで自じ慢まんが集つどう、戦神ストライカーの聖地よ？　こんなとこで暴れたら、彼ら全員を敵に回すことになるわ」

　まあ、なるほど、と思う。

「それに……私の名前があったほうが、あなたも話題になりやすいじゃない？」

「そ、それは別によくない!?」

「──いいえ」

　彼女の表情は真しん剣けんだった。

「シュウ。あなたがここでのし上がることは、私たちチームにとって意味のあることだから。……頑がん張ばってね。信じてるわ」

　エレナはそんな調子でいつものように強ごう引いんに、俺を送り出したのだった。

　はあ、と俺は息をひとつつく。

　女め神がみ様にそう言われたら、頑張らないワケにもいかないなあ。

　まあ注目されたら緊きん張ちようで戦えない、なんて言ってたら戦神ストライカーはつとまらない。

　まっすぐ前を見る。ギィ、と音をたてて対角の門が開く。

　対戦相手の、登場だ。

　──見覚えのある、顔だった。

「……お～やおやァ？」

　腹の立つその声にも、覚えがある。

「『不可視の天使インビジブル』お気に入りの新人っていうから誰だれかと思えば……」

　その男は、大げさに両手を広げて、観客席に聞こえるように言った。

「何十回やっても俺に勝てなかった『持たざる者エンプテイ』くんじゃないかァ～～！」

「はは。久しぶり……」

　彼の名はタクマ。俺と同時期にK.T.Oキルタイムを始めたプレイヤー。

　相変わらず、よくしゃべる奴だ。

　あの時も──

『倒たおす？　お前が、俺を？』

『どうやって？』

　まったく見事に、俺の心を折ってくれた。

「エンプティ……？　どっかで聞いたような？」

「ホラけっこう前に噂うわさになったじゃん、ギフトなしで挑戦する無む謀ぼうな奴」

　コイツの声は客席にまで届いていたようだ。雑談が聞こえてくる。

　どうやら俺エンプテイのことは「無謀なバカヤロウ」として噂になってたらしい。

「普ふ通つう誰だって一勝くらいはするのに、全敗だったとか。そりゃやめるよな」

「で、そいつを『エレナ』が連れてきた……。勝算があるのか？」

「いや無理だろコレは……。そこいらのザコが相手ならともかくさ」

「だよな、運が悪いよ。対戦相手が、あの──〈スマッシュ〉のタクマじゃな」

　エレナたちもこの組み合わせには思うところがあるようだった。

「確かに……シュウにはああ言ったけど、まさかこんな高ランクが相手だなんて。いきなり難しい試練になったわね……」

「ふん、無様を晒すのが早くなっただけですわ」

　エレナは心配そうに見つめ、アリサはそれが気に障さわったように目をそむけた。

「シュウなら勝てる……と信じたいけど──」

　客席からの噂話は、闘技場にいても耳に入る。

　うーむ、俺が勝つと思ってる人間はほとんどいなそうだ。

　すると目の前のタクマがニィッと笑った。

「気づいたか、エンプティくん？　俺様も今や有名人でなァ」

　奴は大おお柄がらなアバターの腕をグルグル回しつつ、

「ザコ野や郎ろうと違ちがって立派なギフトがあるからよォ、あれから勝ち上がったワケだよ。俺様のアリーナ順位を教えてやろうか？　チビって帰りたくなるぜ？」

　そう言うとタクマは得意げに、指を三本立てた。

「──三十位だ」

　オオッ、と、客席から声があがる。

「このアリーナ全体で、個人戦三十位！　どうだァ？　もう降参したくなったんじゃないかァ～～!?」

　ギャハハハハ、と笑うタクマ。合わせて客席の一部からも笑いがあがる。

　ぐっと、胸を押さえる。昔の俺なら確かにこれで心折れてたかもしれない。

　だが。今の俺は違う。

「三十位か。すごいな。信じられない世界だよ。……でも」

「アァ!?」

　言葉が「でも」と続いたところで、タクマは一気に不ふ機き嫌げんな顔になった。

「順位だけで勝負は決まらないよ」

　──正直、本当にアリーナ三十位は凄すごいよ。この大流行してるゲームの三十位。

　以前の俺じゃ、どうやっても届かなかった高ランク。

　でも、俺は幸運だ。今の俺には「元一位」がついてる。ギフトも手に入れた。

　あとは。勝つだけだ。

「そうかァ……降参せずに直接ボコられることを選んだのは……褒ほめてやるよォー！」

　タクマが獰どう猛もうな構えをとる。

　まもなく試合開始だ。

　視界のド真ん中に「ＲＥＡＤＹ」の文字が浮うかび上がる。

　そして──

　その文字が「ＦＩＧＨＴ！」に変わると同時。

　俺とタクマは、地面を蹴けって動きだした！

　客席からは大きな歓かん声せい！

「い、く、ぜェェ～～～!!」

　タクマは前に踏ふみ出しながら、腕を振ふりかぶった。早さつ速そく狙っているのだろう。

　──〈スマッシュ〉。

　ギフトにもいくつかの分類があるが、「必殺系」に属するスキルだ。

　他の「持続系」や「装備系」とは違い、発動を念じることで効果を発揮する、文字通りの必殺技わざ。

〈スマッシュ〉はその中でも特にシンプルな攻こう撃げき技だ。発動すると爆ばく発はつ的なオーラが拳こぶしを覆い、超ちようスピードで一撃必殺級のものすごいパンチが放たれる。

　シンプルゆえに防ぐのは難しい。昔の俺はギフトなしでこれに挑いどみ、色々試ためしたが、ついに回かい避ひも防ぼう御ぎよもできなかった。

　俺の動体視力をもってしても、まともにやれば防げない。それほどに「ギフト」は明確に強力だということだ。

「安心しろよォ～～！　前と同じだァ、すぐ終わるからよ！」

「──そういうわけには、いかないよ」

　突とつ進しんするタクマに対して間合いをとりながら、俺は答えた。

「俺は、前とは違うんだ」

　今にもパンチを撃うちたそうなタクマを確かく認にんし、そして、俺も。

　ギフトを、発動した。




　──「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．１〈コンセントレイト〉




　瞬しゆん間かん、時の流れが鈍どん化かする。

　あの時と同じ。周囲の動きがゆっくりになる。

「なるほど……あの時は咄とつ嗟さだったけど、こうして見ると……エレナの説明通りだ」

　試合前。

　俺はエレナから『神々の時計クロノスワークス』について簡単に説明されていた。

　いわく。「超スピードで動く」スキルだと思われがちな『神々の時計クロノスワークス』だが、周囲にそう見えているだけで実態は違う。

　その本質は、体感時間の操作。

　K.T.Oキルタイムのサーバー内時計にアクセスし、周囲にとっての一秒が、自分にとっては二秒になるよう変えてしまうというのだ。

　これにより俺は、相手の二倍考え、二倍動くことが可能になる。

「よし──『視みえた』」

　そして……この力は俺の『神の眼め』と合わせて使うことで、さらに化ける。

　俺の眼にははっきりと視えていた。

　タクマが、俺のいるであろう場所に向けて〈スマッシュ〉を放っている姿が。

　俺の鍛きたえた『神の眼』は、相手の動きを見て先読みする力。

　エレナのくれた『神々の時計クロノスワークス』は、二倍の時間をかけて相手の動きをじっくり見せてくれる。

　ゆえに、俺の「予測」は、もはや「予知」の域まで完成する──！

　……実際のタクマはまだ〈スマッシュ〉を放っていない。

　俺は『神の眼』で視た〈スマッシュ〉の位置に当たらないよう動くだけでいい。

　ついでに相手の死角にまで回ってしまおう。

「く　ら　え　ェ　ェ　ーーーーーーー!!」

　ここでようやくタクマがゆっくりと叫さけびながらギフトを発動。

　爆発的なオーラに拳が包まれる。

　だが。既すでに。

「──遅おそいっ!!」

　言っても、聞こえているかどうか。

「初めてだな、お前に攻撃を当てるのは。……いくよ」

　俺はタクマの真横から、急所のこめかみに拳を突つき出した。

　こめかみは小さい。普通なら狙ねらって当てられる場所ではない。

　だが、俺には「時間がたっぷりある」。しっかり狙って拳を出せばいい。

　加えて──この拳けん撃げきは、普通の重さではない。

　ゆっくり流れる時間の中で、俺は全力で拳を繰くり出しているのだ。

　スピードは、すなわち威い力りよく。

　現実におけるこのパンチの破は壊かい力は、常識では測れない──！

　そうして俺は攻撃を命中させた。拳にヒットした感覚が伝わる。

　それと同時に俺は、ここで、ギフトを解除した。




　バ　シ　イ　ィ　ィ　ーーーーー　ン




　痛快な打撃音がアリーナに響ひびく！

「──!?　グワ……アァァーーーーーーーッッ!?」

　遅おくれて、タクマの悲鳴。何が起きたかすらわからないだろう。

　拳にオーラを纏まとったまま、〈スマッシュ〉を空から振ぶりしたタクマが派手に倒たおれる。

　俺はその真横で、パンチを出した姿勢のまま静止。

「オ……オオオオオオオオオ!?」

　何が起きたか理解できない観客席に動どう揺ようが広がる。

　俺は視界の片かた隅すみで、相手のＨＰゲージがギュンと減り、ゼロになったのを確認した。

　顔を上げる。アリーナ内のディスプレイを見る。

　Ｋ．Ｏ．

　試合時間──二秒。

「え……？」

「終わっ……？」

「け、ＫＯって……まさか、タクマが倒れてる……！」

　遅れて観客たちは理解したようだ。過程はわからなくても結果はわかるだろう。

　俺が、勝ったという事実が。

「や……やった！　まさか圧勝なんて！　完かん璧ぺきじゃない！　さすがシュウ！」

　エレナが心配を忘れたように小さく跳とんで手を叩たたき。

「……！　す、少しはやるようですわね」

　アリサは信じられないというふうに顔をしかめた。

　そんな二人の声ものみ込むように、客席のボルテージはどんどん上がっていく。

「え？　ちょっと今どうなった？　見えなかったぞ!?」

「な、なんだ今の……まるで『不可視の天使インビジブル』じゃ」

「う、ウソだ、マジであの『持たざる者エンプテイ』が……！」

　沸わき上がる歓声に包まれながら、俺は感かん慨がいを噛かみしめていた。

「俺が……この俺が……配信で見るだけだった、このアリーナで……！」

　三十位のランカーを破った。これで決定的だろう。

　俺は、なった。諦あきらめていた戦神ストライカーに、なったんだ……！

「ウ……オオ……バカな……」

　足元から、声。

「ウソだ、ウソだアアアアア！　そんなハズはない!!」

　倒れているタクマが行き場のない声をあげていた。

　ＨＰがゼロになったアバターは「ダウン」状態となり、しばらく動けない。

　今のこいつにできるのは音声をぶちまけることくらいだ。

「俺様が負けるワケが！　こいつに！　エンプティ野や郎ろうなんかに……！」

「……ごめんな」

　その相手に。かつての俺に、トラウマを刻んだ男に。

　気が付くと、俺は声をかけていた。

「ハァ!?　なんで俺が、お前なんかに、謝られて」

「昔の俺を知ってるんだもんな。そりゃ油断するよ。フェアじゃなかった」

「…………」

「俺は。もう、からっぽじゃないんだ。だから──」

　俺は言葉を続けた。

「いつか、もう一度やろう。前の俺がそうしたように、誰だれに何度挑んだっていいんだ」

　恨うらみがないわけじゃない。

　でも、俺もこいつも、ゲーマーであるのなら。

　それは許されるべきだ。何度でも戦って、何度でも、勝ち負けを決めよう。

「負けた時。うまくいかなかった時。心折れないで『どうやって？』を考えるんだ。それが次の勝ちに繋つながる」

　俺は振り返った。過去の自分に別れを告げるように。

「それが──勝負ゲームを楽しむってことだと思うから」

「……ふん。綺き麗れいごとぬかしやがって」

　タクマは倒れたまま、不満そうにつぶやいた。

「本当にバカみたいなゲーマーだな、お前は」

「うん。まったく──その通りだよ」




　さて、三十位のタクマを倒したのを皮切りに、俺はその後もアリーナで連戦した。

　戦ったのは二十四位、十六位、十二位。

　以前の俺からすれば「雲の上」「次元が違ちがう」としか思えなかった相手だ。

　普通に考えれば、ビビって当然。というか正直ちょっとビビった。

　当たり前じゃん。昨日まで一いつ般ぱん人だったんだから。

「でも──」

　でも。俺は試合前に一人、心を落ち着かせていた。

「怖こわくても、勝つ」

　心構えをあえて口に出す。

　臆おく病びような自分に言い聞かせる。

　そもそも俺は、それはもう臆病な人間だと思う。

　昔から何もかも苦手だったから、何をするのも怖くなった。当然の流れ。

　だから──

「怖いまま戦うんだ。緊きん張ちようしたまま相手の技わざをかわして、こっちの攻こう撃げきを叩き込む」

　拳こぶしを握にぎる。緊張で流れる汗あせも、自分の一部。

「俺は、ビビってても強いぞ──！」

　そうして俺は、戦いに挑いどんだ。

　そして、勝った。




　──二十四位は「装備系」のギフト使いだった。能力ではなく、特とく殊しゆな武器を「ギフト」として与あたえられたタイプだ。

　シンプルなナイフに見えるその武器は、刃やいばが伸のびるし曲がる。どこまでも追いかけてくる刃を、切る・刺さすだけでなく、手足に巻きつけるなどの使い方もしてくる。

「けど……伸びるより、俺のほうが、速い」

　刃が追ってくるより早く相手に接近し、一撃。これで一勝。




　──十六位は「必殺系」のギフト使い。

　発動すると、彼の身体からだの周囲十か所からレーザーが連射される。圧あつ倒とう的な速さと密度の攻撃で、回かい避ひはまず不可能とされている。

「なら……撃うつ直前の相手の『目』を見る！」

　俺はレーザーの発射前に相手の真横に移動。さっきまで俺のいた場所にレーザーが放たれるのを見送り、一撃。これで二勝。




　──十二位は「持続系」のギフト使い。発動せずとも、常に効果を発揮してアバターを強化するタイプだ。

　彼のギフトは、持続的な「防ぼう御ぎよ力強化」。地味だが、これは正直めちゃくちゃ強い。

　こちらも相手も武器はない。純じゆん粋すいな格かく闘とうの勝負になる。

「それなら……この速さにはついてこれない、だろ！」

　俺はタクマにやったように、相手に見えない速度で移動し、急所のこめかみに、一撃。

　だがその瞬しゆん間かん。相手の目線がこちらを向いた。

「──耐たえたか！」

　相手が反撃してくる。でも、俺にはそれが全部「視みえる」。だから避よける。

「一発でダメなら……！」

　俺は一秒に二秒ぶん動く。俺のパンチは同じ重さで速度が二倍、つまり倍の威力。

　それを、連打で叩き込む！

　この連打は、観客席からは、色のついた竜たつ巻まきにしか見えなかったそうだ。

　沸き上がる歓かん声せいを背に、相手が倒れる。防御を──貫かん通つうした！

　これで三勝。

「よし……だいぶわかってきたぞ、『神々の時計クロノスワークス』！」

　ギフト『神々の時計クロノスワークス』と、俺の『神の眼め』。

　その組み合わせが俺に見せる「予知」の景色。

　俺は確信した。これはただのギフトを超こえた力だ。

　上位の戦神ストライカーに、通用する力なんだ……！

　観客席からは、動揺と感動の入り混じった声がきこえてくる。

「嘘うそだ、たった一日でここまで駆かけ上がるなんて……！　前例あったか!?」

「たしか……一日でトップ10に勝ったのは『不可視の天使インビジブル』と『金きん獅じ子し』だけのはず」

「そこに並ぶレベルだっていうのか……！　いやでも実際、強い!!」

　いやあ、これはけっこう気分いいなあ。へへ。

　今までこんなに大勢の人から褒ほめられたことはない。

　どうやら完全に、アリーナは俺を「強い戦神ストライカー」と認めたようだった。

　──と、いうことは。

　ここでようやく動く、少女の姿があった。

「ふう。シュウ……でしたか。ただの馬の骨ではなかったようですわ」

　メイド服の戦神ストライカー、アリサが立ち上がった。

　隣となりでエレナが「おっ」という顔で見上げている。

「でも。教えてあげますわ……あなたが、ちょっと速いだけの馬の骨だということを」

　あ、ウマ認にん定ていは変わらないんだ。

　ともあれ、次の相手は決まったようだ。

　戦神ストライカー『天界の掃除人ヘブンスイーパー』アリサ。

　アリーナ順位は──六位。




　闘技場で、俺とアリサは距きよ離りをとって向かい合う。

「わたくしを引っ張り出したのは、評価して差し上げますわ。でも──」

　アリサはじろりとこちらを睨にらみながら、片手につかんだモップでどん、と床ゆかを突ついた。

「十位から上は、世界が違いますの」

「うん。聞いたことは……あるよ」

　俺は少し緊張を増して答える。

　アリサのまとう空気が……「ホーム」にいた時と違う。

　あのレストラン地下室での彼女は、エレナに心しん酔すいする落ち着きのない女の子だった。

　今は──

「エレナ様のチームに入るということは、それだけの実力がなきゃいけないんですのよ。それを、エレナ様に認められた気になって……！」

「い、いやあ認められた気になんて──！　いや、ちょっとなってたか」

「愚おろかですわ。求められるレベルがわかってない！」

　アリサはモップを両手でビュン、ビュンと回転させた。

　それだけでもわかる。武器の扱あつかいの熟練度。このモップは彼女の身体の一部だ。

「あなたはここまでですわ。帰りなさい」

「……素す直なおにハイとは、言えないな」

　俺も構えをとりながら、なんとか言葉を吐はく。

　アリサがぴく、と眉まゆを上げる。

「エレナは恩人だ。本当に俺に、ギフトをくれた。戦えるようにしてくれた。俺に、ゲームの楽しみをくれた……！」

　そうだ。俺はもう、たくさんの恩を受けた。だから。

「そんなエレナが、俺の力を求めるなら……応こたえられるように、ならなきゃいけない」

「……っ！」

　アリサは答えなかった。試合開始が近い。

　会話が止まると、闘技場は静かだ。

　観客席も唾つばを吞のんで静まり返る。

　視界に「ＲＥＡＤＹ」の文字が浮うかぶ。

　そして──その文字が「ＦＩＧＨＴ！」に変わった瞬間。




　アリサがもう、目の前にいた。




「──いっ!?」

　しまった、先手を取られた！

　油断した。会話に緊張して忘れていた。戦神ストライカー「アリサ」の必勝パターンのひとつを。

　これは彼女のギフトではない。「アクワイヤー」を使ったのだ。

　たったの「一歩だけ」脚きやく力りよくを強化する〈ギャロップ〉という補助スキル。

　ギフトに比べればなんてことはないモノだ。

　だが、さすがは六位ランカー。それを効果的に使ってくる！

「はぁっ！」

　アリサは間かん髪ぱつ入れずにモップを突き出した。

　俺の『神の眼』はギリギリで、その狙ねらいを先読みする。

　──みぞおちだ！

「うおっ！」

　俺は後ろに跳とんで回避する。ゾクリ、と背中が震ふるえる！

「さすが有名戦神ストライカー。ギフトを使わずこの強さ……！」

「へえ。今のを避けるんですのね」

「な、なんとか。それに……」

　危ないところだった。あまりに突とつ然ぜんのことで、発動を念じる暇ひますらなかった。

「ギフトを使ってなかったのは……俺もさ！」

　使わずに負けたんじゃ話にならない。見せてやる。




　──「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．１〈コンセントレイト〉




　時の流れが鈍どん化かする。敵の動きがゆっくりと見える。

　俺は相手を観察し、『神の眼』と組み合わせて、未来の景色を視て──！

　そして、ぶったまげた。

「な、なんじゃこりゃあ……！」

　俺の視た未来。それは、俺のいる場所にモップで八連撃を繰くり出すアリサだった。

　攻撃をかわされた直後に、まったく体勢を崩くずさず、しかも八発て！

「は　ぁ　ぁ　ぁ　あ　あ　！」

　ゆっくりとアリサの声。連撃が始まる。見た以上、対処しなくては！

「う……うおおおおお！」

　かわす。かわす。かわす。次は顔面──

　全部をかわすのは無理だ！

　顔狙いの一撃を、横から叩たたいて捌さばく。

　そして、かわす。かわす。かわす。残り一発！

　間に合わない。両りよう腕うでをクロスしてガード！

「──っぷはぁっ！」

　俺はいったん『神々の時計クロノスワークス』を解除した。くらっ、と一瞬、意識が揺ゆれる。

　よろけた足で踏ふみとどまる。長く発動すると脳への負担が大きいのは本当らしい。

「これで……倒たおせないですって……!?」

　アリサが目を見開いて驚おどろいている。しかしその攻こう撃げきは確かにすさまじかった。

　これが戦神ストライカー・アリサの強さのひとつ。

　そもそも棒術使いとしてめちゃくちゃ強いのだ。

　アリサはまだギフトを使っていない。

　あのモップも「装備系」のギフトというわけではない。

　あれはただのアバターの持ち物。装そう飾しよくパーツだ。

「──わかりました」

　アリサが一度、動きを止めた。目がシリアスになっている。怖こわい。

「な、何がわかったのかな……？」

「本気を出す必要がありますわね」

　俺は警けい戒かいする。アリサは首にかけていたホイッスルを、口に咥くわえた。

　あれは……！　ギフトが、くる！

「あなたは……フルボッコ決定ですわ！」

　ピピーーーーーーーッ！

　甲かん高だかい笛の音が響ひびく。それは、ギフト発動の合図。

　同時にアリサが飛び出す。またしても〈ギャロップ〉。

　そして攻撃を繰り出す。両手に、二本のモップで。

「う……おおお！」

　俺も慌あわててギフト発動！

　──「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．１！　〈コンセントレイト〉！

　相手の動きが遅おそくなる。よく見て、しゃがんで攻撃を回かい避ひする。

　しかしその直後。俺はまた未来を視みる。

　モップ十六連撃──！

「そっかー！　そりゃ倍になりますよねー！」

　かわす、かわす、かわす、捌く、かわす、かわす、ガード、かわす、かわす、捌く、ガード、かわす、捌く、捌く、捌く、ガード！

　よし!!

　ゆっくり動く時の中で、俺はガッツポーズしてからカウンターを仕し掛かける。

　攻撃を終えた相手の頭に、威い力りよく二倍の左フックを──！

「そ　う　き　ま　す　の　ね　！」

　しかし。アリサにはそれも見えていたようだった。

　笛を咥えたまま器用にしゃべり、彼女はもう一度ピピッ、とそれを吹ふいた。

　三本目のモップが現れ、俺のパンチを受け止める。

「つ、強い……！」

　これが、アリサのギフト〈マテリアルサーカス〉。

　物体をコピーし、しかも操あやつる。

　かなり複雑で使いこなすのは大変なはずのギフトだが、応おう用よう範はん囲いは広い。

「こ　う　な　っ　た　ら　！」

　アリサが身構える。俺はその動きを観察する。

　ゾクリとした。未来を視るまでもなくピンときた。

　次に彼女が、何をするのか。

　ピッ。ピッ。ピッ。

　ホイッスルの音が鳴り始める。細かく、速く、何度も何度も。

　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ……。

　そのたびにモップが増える。

　それらは宙に浮き、組み細工のように絡からみ合い──

「これは、生で見ると……冗じよう談だんじゃないな」

　そして最後に、ピーーーーー!!　とひときわ大きな音が鳴り。

　見上げるほどの、巨きよ大だいな木のバケモノが。

　怪かい獣じゆうのようなモップの津つ波なみが。

　猛もうスピードでこちらになだれ込む──！

　これが『天界の掃除人ヘブンスイーパー』アリサの必殺技わざ〈アトミック・スイープ〉。

「終　わ　り　で　す　わ!!」

　アリサが叫さけぶ。

　幅はばの広い攻撃範囲。闘とう技ぎ場をまるごと押しつぶす大質量。

　この技に対処できる戦神ストライカーは、ほぼいない。

　それゆえに彼女は六位にまでなった。あらゆる敵を押し流す掃除人スイーパーとして！

　──でも。

「でもね」

　俺はつぶやいた。アリサがはっとした顔でこちらを見た。

　予想外の方向から声がしたはずだ。彼女は驚きを顔に出していた。

　だって俺は、アリサの真後ろにいたから。

「ごめん、知っているんだ、このパターンも」

　そう、知っている。

　そもそもさっきから何で俺が、やたら詳くわしくアリサの技を解説できているのか。

　そりゃ──オタクですから。

　動画配信を見まくってる、戦神ストライカーオタク。

「な……！　この技を初見で、かわすですって……!?」

「いつも、見てたからな」

〈マテリアルサーカス〉を発動してモップを分ぶん裂れつする。連打やガードでモップを徐じよ々じよに増やしていき……大技の〈アトミック・スイープ〉に繋つなげる。

　この流れは、アリサの必勝パターンとしていくつも動画が残っている。

　だから「未来を視るまでもなくピンときた」。

　そして対たい抗こうするには、これしかなかった。

　強力な範囲攻撃である〈アトミック・スイープ〉が絶対に当たらない場所。

　それはどこか？

　──決まっている。アリサ本人のいる場所だ。

　だから『神々の時計クロノスワークス』の超ちようスピードで移動した……ついでに後ろをとった。

「あんたも、俺の憧あこがれの一人だったんだよ」

　言いながら、その憧れの背中に攻撃を叩き込む。

　なるべくなら、一撃で決めたかった。あまり無様を晒さらしてほしくはない。

「こ　の　……！」

　アリサがこちらを目で追いながら何か言いかける。瞳ひとみから涙なみだが流れる。

　彼女のＨＰはゼロになっていた。

　俺が『神々の時計クロノスワークス』を解除すると、時間が加速し、アリサは前のめりに倒れた。

　間かん髪ぱつ入れず、Ｋ．Ｏ．の表示。

「どうだ。勝った……ぞ！」

　そう、俺の、勝利だ！

「──ずいぶん喜んでくれますのね」

　足元で、「ダウン」状態となり動けないアリサがこぼした。

「そりゃ……嬉うれしいよ！　言った通り、憧れの相手だったんだ！」

「……そう。そうね」

　アリサは少し悔くやしさをにじませながら、しかし、こう言った。

「わたくしは、自信がありました。仮にも、このアリーナの六位。わたくしは、強い！……はずなんです」

「そ、そりゃあ当然、すごく強かった──」

「でも！　なのに……手も足も出なかった……！」

「…………」

「わたくしに負けは許されないのに……。エレナ様の背負っているものも知らない者に……！」

「そ、それは、あの子、教えてくれないし……」

「エレナ様のお側そばにいるには、半はん端ぱな者では許されないということですわ」

　アリサは倒れてなお、目に力を宿したまま言った。

「だから……覚かく悟ごなさい」

「え？」

「これから。この先。負けることは許されませんのよ」

「つまり、それって……」

　アリサはそこで少し、ひと呼吸の間をとった。

　ためらうように息を止める。でもすぐに、続きを言った。

「認めます。エレナ様のお側で、力になりなさい。わたくしを倒したあなたには……その資格がある……！」

　驚いた。正直、勝ってもアリサは認めてくれないんじゃないかと、少し思っていた。

「そのかわり、骨になるまでエレナ様に尽つくすんですのよ!?」

「あはは」

　ほっとしたようで、俺はちょっと気が抜ぬけたように笑った。

「初めから馬の骨、でしょ？　俺は」

「……訂てい正せいしますわよ。シュウ、あなたは天下一の──名馬です」

「馬じゃん」

　くすり、とアリサの笑う声が聞こえた。

　そこでようやく緊きん張ちようの糸が切れて、俺たちは仲間になれた気がした。

「あはは」

「えへへ」

　この子は負けて……その悔しさを認めた上で、俺の存在を許した。

　何気に凄すごいことだと思うんだ。

　強者は、相手の力を認める──。彼女には、その品格があった。

　そんなアリサと笑い合って、俺はちょっと嬉しい気持ちになった。

　──ならば。

　今がいいだろう。

「さて。じゃあ……やってみようかな」

　アリーナで勝てたらやると決めていたこと。

　俺は、客席に向けて腕うでを振ふり上げて……勝利を示す。

　憧れの戦神ストライカーが……『不可視の天使インビジブル』エレナが、勝利のアピールでやっていたように。

「「「お……オオ……ウオオオオオオ!!」」」

　観客たちは猛もう烈れつな歓かん声せいで、それに応こたえる。

「一日で、トップ10を破っ……た！」

「『不可視の天使インビジブル』や『金きん獅じ子し』以来の快挙か!?」

「で、伝説の再来だ……！　アリーナに新しい時代がくるぞ……！」

　俺は。

　K.T.Oキルタイムという舞ぶ台たいで。

　憧れのトップ戦神ストライカーという存在に、今、なったんだ。

　そういう生き方が、これから、できるんだ……！

　感かん慨がいで身体からだがあつくなる。拳こぶしにもつい、力がはいる。

　グッ、と固くにぎった右手の中に汗あせをかく。

　その汗に、二年ぶんの悔しさと、鬱うつ屈くつと、諦あきらめきれなかった夢が──

　全部、詰つまっていた。
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　解かい釈しやく違ちがい、という言葉がある。

　いや、突とつ然ぜんめちゃくちゃオタク用語ですまない。

　でもまあ、意味はわかってもらえると思う。

　憧れたり、好きだった人なりキャラクターなりの行動が、自分の理解と違った時とかに使う言葉である。

　なんで急にこんな話をしたのかというと、今まさに俺の目の前にそんな感じのことが起きているのだ。

　具体的に見ていただきたい。

「すごい……！　すごかったわ！　シュウ！」

　戦いを終えた俺たちはアリーナを出て、拠きよ点てんのレストランに戻もどろうとしていた。

「あなたはいつも、私の予想を超こえるのね！」

　エレナはすっかり舞まい上がってしまっており、なんか足取りもどこかフワフワしていた。

　とても、実戦で俊しゆん敏びんな動きをする人間とは思えない。この人本当に強いんだっけ……？

「私、本気で嬉しいのよ！　いくら有名な『神の眼め』とはいえ、外から人を連れてくるのは実際バクチだったもの！」

「そ、そりゃどうも……」

　まあ、俺としても褒ほめられるのは嬉しいんです。

　でも隣となりでアリサがものすごい目で睨にらんでくるので、リアクションはほどほどにしておく。

「ね！　こんなに感動したのもひさしぶりよ！」

　エレナはぴょん、と小さく跳はねてこちらに向きなおった。そして──

「ほんと、シュウがきてくれてよかったー！」

　笑え顔がおで手を広げる。

　──瞬しゆん間かん。

　俺の『神の眼』が彼女の次の動きを伝えた。

　彼女の重心の移動。足の動き。満面の笑み。そこから予測できる動作は──

「……う、うわっ!?」

　前方への飛び出し。つまり。

　投げ技……じゃないね。でも、そのくらいの密着度。

　そう、エレナは──めっちゃ抱だき着こうとしている！　強めに！

「え、エレナ!?」

　俺は反射的に、格ゲーで鍛きたえた反応でかわそうとする。とっさに半歩下がる。

　そこにエレナは……ピタリとついてくる！

　流石さすがは『不可視の天使インビジブル』!!　見事な足運びだ。

「ちょっと、逃にげないでよー！」

　元アリーナ一位のスーパー戦神ストライカーは、前方へ加速して俺をとらえた。

　片手を掴つかまれ、逃げを封ふうじられて……。

　そのまま、ぎゅうっとハグされた。

「へへっ、捕つかまえた」

　そんな格かく闘とう技術を使ってまでやることですかね!?

　エレナは俺とくっついたまま、嬉しそうにくるくると回った。

　感情まかせに好き放題動いてる、って感じだ。

　周りも見えていないだろう。

「グッ……エレナさまァァ……」

　だってほら、アリサが紅あかい涙なみだを流してこっち見てるのにやめないし。

　すごいなあ、K.T.Oキルタイムのアバターって血けつ涙るいも流せるんですね……。

「エレナ？　いつまでこれやるの??」

　この時の俺の心情を説明すると。

　第一に「えっ女子が、じょじょ女子が女子が来てるんですけど!?」が半分。

　第二に「えっ俺が二年越ごしで憧あこがれてた、最速にして最強のクールな天使って、実はこんなんだったんですか……？」が半分といったところだろう。

　ええと、半分です。半分だよ。ホントだってば。

　それにしても意外だった。

　そりゃ、俺の見てたバトル動画にはプライベートの様子なんか入ってませんけど。

　でも、その、イメージってあるじゃないですか。

　長い銀ぎん髪ぱつをなびかせて、敵の攻こう撃げきなど歯し牙がにもかけずにあしらい、無傷で華か麗れいに葬ほうむり去る、白く美しい戦いの天使。

　それが世間的な『不可視の天使インビジブル』のイメージでして、あの、エレナさんマジでいつまで回ってるんですかね!?

「えへへへ」

　そうして十秒か二十秒か、数えちゃいないけどそのくらい経たって、ようやく彼女は俺の身体を離はなしてくれた。
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　子どもっぽく笑う様子は、十代の少女そのもの。

　それがどうしようもなく、可愛かわいらしく……可愛らしいんだけど……。

　解釈が違うんですよ……！

　ああ、我ながらめんどくさいオタクですね。万ばん歳ざい。

「……満足した？」

「うーん。満足したことにしてあげる！」

　エレナは両手を後ろに回して微笑ほほえんだ。

「はあ」

　俺はやっと気が抜けて息を吐はく。

　これが、『不可視の天使インビジブル』の真実。

　まったく、解釈が違いますよ。ぜんぜん違う。

　でも──

　実際に会った「天てん堂どう絵え礼れ奈な」の姿を思い出す。

　あどけなさを残し、もうひとつカッコつけきれない、若々しい少女。

　今の振る舞いは、初めて会った時と比べても、さらに幼く見えるけれど……。

　きっとこちらが、自然体の彼女なのだろう。

「ん？　どしたの？　ボケっとして」

「えっ、ああ」

　心配したようにエレナがこちらを覗のぞき込む。

　瞳ひとみがきらきらと瞬またたき、銀髪が流れるような光をまとって揺ゆれる。

　解釈──し直さなきゃな。彼女という人間を。

「いきなり連戦で『神々の時計クロノスワークス』使ったから、疲つかれちゃった？」

「いや、それは大だい丈じよう夫ぶ！」

　俺は笑ってみせた。エレナも笑い返した。

　いや、ごめん、解釈違うけど、可愛いわ。

　不可視だったはずの天使が……今、鮮せん明めいに見えてきた気がした。




　さて、拠点のレストランに戻ってきた俺たちは、座席に腰こしを下ろして会話していた。

　席には俺と、エレナにアリサ。

　店には他のお客さんもいて、「ワルツ」「ソナタ」「セレナーデ」の三人のメイドさんがウェイトレスとして、せわしなく動き回っている。

　客層は色々だ。いかにもファッションを楽しんでそうなライトゲーマーの集団がワイワイしてるかと思えば、いかつい雰ふん囲い気きをまとったサングラスの男もいる。けっこう繁はん盛じようしてるってことなんだろうか。

「すごいな、ほんとにピザの味がする」

　俺は初体験のK.T.Oキルタイムグルメに驚おどろきながら、チーズを口からびろーんと伸のばしてみた。すごい。めちゃくちゃ伸びる。

「K.T.Oキルタイムでは料理もプログラムですが……私たちエンジニアはそのプロですから」

　と、ソナタ。控ひかえめに微笑むお姉さんメイド。

「ウチの料理はそこらとは違うってこと！　K.T.Oキルタイムでもこのレベルはそうないんだからね」

　と、ワルツ。誇らしげに胸を張る元気っ娘こメイド。

「デリシャスを感じなさい」

　と、セレナーデ。無表情を崩くずさない謎なぞめいたメイド。

　彼女らの歓かん迎げい？　を受けながらピザを食べるのは、なかなかどうして幸せな時間だった。

「どんどん食べてよね！　シュウが正式にメンバーになったお祝いだから！」

　とエレナは料理を追加注文する。

「え、これ単なる歓迎会ですの？　わたくしたちの今後の動きとか、話し合うんじゃ……」

　アリサは少し不満そうにつぶやいた。

「まあまあ、そのへんは歓迎してからでいいじゃない！　歓迎って大事なことよ？　仲間として受け入れます、ってちゃんと表明しなきゃね」

　しかしエレナはもっともらしいことを言って、飲み物を追加注文した。

「それともアリサは、まだ認められない？　……シュウのこと」

　エレナがアリサに聞いてみる。

　するとアリサはぷうっと頬ほおを膨ふくらませて、

「……わたくしを倒たおすほどの戦神ストライカーを認めないなんて、ありえないことですわ」

　回りくどい肯こう定ていをした。

「あはは……まあ、せっかく仲間にしてもらえるなら、仲良く、したいかな」

　俺はうなずいて笑いつつ──しかし、確かに、そろそろ本題に入りたい気もした。

　だから、踏ふみ込んでみる。

「仲間としては……エレナの目的も、教えてほしいしね」

　さて、どうだろうか。エレナの顔色をうかがう。

　そのエレナは──

「ほむ？」

　ピザのチーズをびょーーーーーーんと伸ばし、

　それをはむはむ、と口で巻き取り、

　思い切り頬張ってチーズの塊かたまりを味わってから、

　飲み込んで言った。

「ほんなに気になる？」

「……気になるよ」

　ずいぶんとのどかな女め神がみ様だ。最初に襲しゆう撃げきされた時の必死さはどうしたんだろう。

「俺がここに誘さそわれた理由でもあるんでしょ？　狙ねらわれてる、なんて物ぶつ騒そうな話もあったし」

「そうね……実際、狙われているわ」

「大事なギフトまで俺にくれたんだ、それだけの何かがあると思ってるんだけど」

「うん」

　エレナはこっちをまっすぐ見て微笑み、それから俺に問いかけた。

「私がチームに誘った言葉、覚えてる？」

「ログインゲートの街の近くで言ってたやつ？」

　覚えている。




「私と一いつ緒しよに──『この世界ゲーム』をひっくり返さない？」




　エレナは、そう言って俺をここに連れてきた。

　正直、今をもって、それが何を意味するのかわからないけど。

「K.T.Oキルタイム全体を巻き込むような何かを……しようとしてる？」

「うーん、規模的にはそんな感じかな。でも、わかりにくいことは何もないの。私がやろうとしてることはね、結局のところシンプル」

「どういうこと？」

「私はね」

　その瞬しゆん間かん、エレナの表情が真しん剣けんなものに変わった。

　試合場に立つ、あの冷たく鋭えい利りな『不可視の天使インビジブル』の顔。

　そして彼女は、「目的」を口にした。

　それは自身の言う通り、本当にシンプルな内容だった。

「悪い奴やつらを、ブッ潰つぶしたい」

　まるで子どものような、純じゆん粋すいで幼い願い。

　エレナは、普ふ通つうならちょっと恥はずかしくなるようなその目的を、いたって真ま面じ目めに言い切った。

「悪い……奴ら？」

「そう」

「このゲームに、『悪』がいるってこと？　競争相手とかじゃなく？」

「その通り」

「そんな『正義』と『悪』なんて……勇者と魔ま王おうみたいな単純な話があるの？」

「『正義』なんてものがいるかは、わからないわ。多分いないかも」

　エレナの表情は変わらない。真剣そのもの。

「でも『悪』はいる。本当にいるの」

「…………」

　あまりに迫はく真しんな口ぶりに、俺もいったん、黙だまらざるをえなかった。

　少し経ち、それから、思いついたように質問する。

「エレナを狙っているっていう連中……それが『悪』？」

「悪の手先、ってとこかしらね。マズいのは黒幕よ」

「黒幕……ときましたか」

　俺は苦笑いした。まるでファンタジーだ。

「うん、その表現がぴったり」

　エレナは笑わなかった。彼女は続けた。

「私たちがスキルを作って、アリーナで腕うでを磨みがいて、力を蓄たくわえているのは……倒さなきゃいけない相手がいるから。それほどに、強い相手が──」

　だが。

　彼女の話は、そこで中止しなくてはならなくなった。

　俺の視線の先──少し離れた別のテーブル。

　そこに座っていた客が突とつ如じよ立ち上がった。

　それを見た俺の『神の眼め』が、たまたま察知したのだ。

　そいつの次の動き。俺の予測通りなら──！

「……危ないっ！」

　俺は飛び出した。

　すると……俺が「視みた」通り。一瞬の後、そいつはパンチを繰くり出していた。

　レストランの中で、別の客にだ！　常識的に考えられない！

「……ぐっ！」

　俺はギリギリで、その拳こぶしを受け止めた。間に合った。




　一秒後。店内は騒そう然ぜんとなった。




「……!?」

　あのエレナですら、何が起きたのかと目をみはって驚いている。

「ほう」

　パンチを出した男が声を漏もらした。

「完全な不意打ちで殴なぐったつもりだったが……別のテーブルから見ててバレるもんかね」

「ちょっと……俺の『眼』は特別なもんで」

　レストランの中が混乱に満ちていく。

　殴られそうになっていた客も逃にげていく。

　ワルツたちウェイトレスが避ひ難なん誘ゆう導どうし、なんとか落ち着かせようとしているが、限界がある。

「何がどうなれば……いきなり人を殴るなんてことになるんだ」

　俺が問いかける。

「別に。何もどうもしないさ。その条件で殴れって命令だ」

　不ふ審しんな男は飄ひよう々ひようとした様子で答えた。サングラスをしており、その表情はわからない。

「条件……だと？」

「そうさ。何もないのに殴られて、倒れる奴はそれまでだ。そこで生き残れるヤツにこそ、真の強者の資格がある……んだそうだ」

　男はあくまで伝聞の形で話す。コイツ自身の感情がまるでわからない。

「そういう意味じゃ、君はその資格があるんだろうな。ハッハッハ、合格なんじゃない？」

「何の資格だよ。そんなモンいらない」

「まあまあ、俺にばかり怒おこるなよ。俺は言われてやってるだけだし──」

　──パチン。

　男が指を鳴らす。

「ここにいるのは、俺だけじゃないんだしさ」

　直後。逃げる客に交じっていた何人かが、武器を持って跳とびあがった。

「なっ……！」

「行け」

　サングラスの男が命令すると、一人、二人……三人。それぞれが客に襲おそい掛かかる。

「──了りよう解かい」

「おう、やったらァ」

「は……はは、はいっす！」

　男が二人、少女がひとり。四人できていたのか。

「わたくしの店で……！　ふざけるなっ……ですわ！」

「あっ……！」

　が、最後の少女は妙みように腰こしが引けていた。アリサが即そく座ざに反応し、モップでその攻こう撃げきを受け止める。

　だが、他の二人は止められない！

「……っ！　そんな……！」

　エレナも戦おうとしたが、悔くやしそうに踏みとどまった。

　彼女は、今日すでにギフトを使ったことで倒たおれているのだ。

　これ以上戦うわけにはいかないだろう。

　止められなかった二人は、容よう赦しやなく一いつ般ぱん客きやくを攻撃した。

「うっ、うわぁ！」

「ひぃっ!?」

　不意打ちによりＨＰがゼロとなり、あえなく「ダウン」状態となる。

　つまり……動けない。そんな彼らに近づき、襲撃者たちは頭を掴つかんだ。

「なっ、何を……！」

　俺は止めに行こうとした……が、滑なめらかな動きで、サングラスの男が間に入る。

　ただ者じゃ……ない。

　その一秒ほどの間で、襲撃者たちは「仕事」を終えた。

　掴まれた一般客の頭がぼんやりと光り、しばらくして収まった。

「うわっ。何をされたんだ!?」

　ダウン状態のまま困こん惑わくする客たち。しかし、すぐに気づく。

「……？　ない。アリーナで稼かせいだ全財産と、ランキングポイントが……！　順位も最下位になってる！」

「う、うそだ……俺はここまで貯ためるのに二年かかったんだぞ!?」

　俺は一瞬、理解できなかった。

　他人の金や順位を、奪うばう。もちろん普通そんなことはできない。

　何か……ハッキングみたいなことをしたのか？　そうとしか思えない。

「はいはいお静かに。金とポイント……目に見えるのはそのあたりか。他ほかにもギフトの詳しよう細さい仕様とかユーザーアカウント情報とか、取れるデータはあらかた貰もらったよ」

　サングラスの男は平然としている。

　平然と、こんなことが出来るというのか……！

「まあ、とにかく諦あきらめてくださいな。どんな形であれ『バトルに負けた』のはあんたらだ」

「今のが……バトルだって？」

「ん？　まあ、そうなんじゃない？」

　男は当たり前だ、とでもいうように笑った。

　その嘲あざけるような笑いが……俺の中に熱を生み出した。

　まるで、このゲームそのものを侮ぶ辱じよくしているような……そんな笑えみに見えた。

「──エレナ！」

　俺は叫さけんでいた。エレナがハッとこちらを見る。

「こいつらは『悪』か!?」

　それを聞いたエレナは……拳をぎゅっと握にぎり、叫び返した。

「……！　もちろんよ！」

　俺は、ちょっと安心した。

　期待通りの答えだったから。

「俺も！　そう思う！」

　そうだ。奴らが何者か、どんな目的を持っているのかは知らない。

　が、たとえどんな崇すう高こうな意思のもとに行われたのだとしても。

　コイツらがやったことは……「ゲーム」じゃない!!

　俺は両手を構える。いつでも戦いに入れる構えだ。

「お、やるかい？」

　サングラス男が応じるように片手を握った。

「こっちは悪とか、どうでもいいんだがね。ただ『敵』なら倒すよ？」

「……負けるもんか。楽しいゲームの世界をぶち壊こわしにしやがって」

　俺は答えた。やるしかないと思った。

「俺が、お前を倒す……！」

「おお……イイ空気出すじゃないか。いいだろう。やろうか」

　──パチン。

　男は再度、指を鳴らした。

　それが合図になった。

　サングラス男の他の三人が、ぐるりと向きを変えて俺に飛びかかってくる！

「何しろ……こっちの目的は、初めから君たちだ」

　何……？　最後の台詞せりふは気になる内容だった。

　最初から、俺たちを襲うつもりで？　コイツら、まさかエレナを──

　──違ちがう！

　今はそれを考える時じゃない。三人の敵が俺に迫せまってる。

　サングラスの男は俺を動どう揺ようさせるタイミングで、あえてその言葉を選んだのだ。

　頭の切れる相手だ。くそっ。負けてたまるか……！

　俺はギフトを発動した。




　──「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．１〈コンセントレイト〉




　体感時間が遅おそくなる。身体からだの周囲をプログラムコードの模様が走り抜ぬける。

　俺は四人の敵を見み渡わたして、それぞれの「未来」を先読みした。

　目の前のサングラス男の未来は──不動。

　一歩たりともそこから動く様子が感じられなかった。

　一方、俺の背後に迫る三人はそれぞれ攻撃の様子を見せている。

　先に三人に襲わせて、自分はトドメの機会を窺うかがおうということだろうか？

　なかなか厄やつ介かいだ……どうしようか。

　と、思った矢先だった。

「……後ろを対処なさい！」

　アリサの声がした。振ふり向くと、彼女は笛を咥くわえている。

　──ギフト〈マテリアルサーカス〉！

　ピピピピピ……と細かい笛の音が連続して響ひびく。

　そして瞬またたく間まに数本に増えたモップが、サングラス男に向かってミサイルのように飛んだ。

　男はたまらずガードする。これで、こっちは心配なさそうだ。

「──ナイスアシスト！」

　あっちは任せよう。俺は三人に向きなおる。

　ここからは、いつも通りいこうじゃないか。

　一人目は、両手の指をかぎ爪づめのような形に曲げた。俺には、そこから鋭するどいツメが伸のびる未来が視えた。

　だから、その前に腕うでを蹴けり飛ばす。

「ぐあ……ッ!?」

　あわれ、そいつは伸ばしたツメで自らの胴どう体たいを貫つらぬいていた。すごい威い力りよくだが……向きを変えてやったからな。これでまずは一人。

　二人目は、武器として刀を持っていた。それが「装備系」のギフトなのか、もしくはアリサのモップのような単なる持ち物なのかはわからない。

　ならば──あれには触さわらずに倒す！

　俺はスライディングで剣けん士しに近づき、すれ違いざまに足を掴んで倒してやった。

　これでもう刀は満足に使えない。すると遅おくれて刀身が赤く光り出した。

　やはり装備系ギフトだったか……だが、もう遅い。

　俺は相手を引き倒しながら起き上がり、その背に思い切りかかとを叩たたき込む。

「がぁッッ！」

　これで二人。あと、一人！

　俺はいったん『神々の時計クロノスワークス』を解除し、三人目のほうを見た。

　このギフトは長時間使用すると、エレナほどではないが俺でもけっこう疲つかれる。

　こまめな調節がカギだ。必要ならまた発動すればいい。

　さて、次の相手は──

「ひっ……!?」

　だが振り向くと、もう戦う必要はなくなっていた。

　三人目の襲しゆう撃げき者──さっきアリサに防ぼう御ぎよされた少女だ──は、もはや無理と悟さとったのか俺に背を向けて逃にげ出そうとしていた。

「あっ、待て……！」

　いくら戦意がないとはいえ、一般客を襲った悪人を逃がしてしまうのは問題だ。また同じことをしないとも限らない。

　俺は少女を捕つかまえるべく加速しようとした。

　だが──そこで状じよう況きようが変わった。

　吹ふき飛んできたメイドが俺の目の前の地面に激げき突とつし、転がった。

「ぐあぁ……っ!!」

「アリサ!?」

　苦しげな悲鳴をあげたアリサはすぐに起き上がるが、よろけている。確かにあんなに激しく吹き飛ばされたら、操作者だって視界が激しく揺ゆれてつらいはずだ。

　アリサはモップを杖つえに立ち、悔くやし気げに言った。

「くっ……こんなところに『格上』が来るなんて、予想外もいいとこですわ……！」

「……格上、だって？」

　俺は耳を疑った。

　アリサは、アリーナの六位だ。つまり少なくとも、今現在アリーナに登録されているプロの戦神ストライカーであれば、彼女より上は五人しかいない。

　ゆらり、と向こうから影かげが近づく。男が一歩一歩前に出る。

　アリサの攻こう撃げきで割れたのだろう。彼の顔から、壊れたサングラスが落ちる。

　そうして露あらわになったその顔に──俺は見覚えがあった。

　驚おどろいた。青い瞳ひとみに銀ぎん髪ぱつが特とく徴ちようのアバター……彼の名は。

「『シルバ』……！」

　シルバ。あまり戦わないが、いざ試合をすると負けないことで知られる戦神ストライカーだ。

　現在のアリーナでの順位は──

　三位。

　現げん役えきのプロで三番目に強いとされている男がそこにいた。

「う、ウソだ。あのシルバが、こんな悪事に加担してるっていうのか……？」

　シルバは俺の言葉に答えなかった。

　彼の目は今、逃げ出した少女のほうに向いていた。

「──おおい、ルカ」

　ルカと呼ばれた少女は、一いつ瞬しゆんびくっと反応しその場に止とどまった。

「は、ハイ……なんでしょか？　シルバさん」

　少し震ふるえながらも、おどけたように笑うルカ。

「ナンデショカ？　じゃないっしょ」

　それにシルバもまた、飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさず声をかける。

　しかし彼の青い瞳は無機質で、どこか威い圧あつ的なオーラをたたえている──。

「任務は任務なんだから、ちゃんとやらんと……言われた通りにな。そういやオマエ、さっきも一いつ般ぱん人を襲おそい損そこねてたか？」

「あ、あはは……」

　力なく笑うルカ。確かに彼女は、一般人を襲う時はアリサに受け止められて、金やポイントを奪うばったりもできなかったはずだ。

「おじさん、難しいコト言うつもりはないよ。『仕事はしっかり』それだけだ。失敗なんかしたら、何されるかわからないんだしさ」

「うっ……！　い、いやその、あたし、タイマン苦手ですしさ……あはは……」

　何されるか、という言葉を聞いた瞬間、ルカがいっそう震えた。そこに俺は何か違い和わ感かんを覚える。

　だが敵は考える時間を与あたえてはくれなかった。

「そうか。まァ君は補助型だわな。わかったわかった」

　シルバが前に出る。

「しょーがないから、俺が頑がん張ばろう。お前はそっからサポートしな」

　そしてシルバはゆらり、と両手を構える。

　それだけで、俺とアリサは動けなくなった。

　こいつから注意をそらしたら、やられる──！

「なるほど。君アレか、さっきアリーナで大暴れした少年か。そりゃあコイツらには荷が重い」

　シルバは構えたまま、お喋しやべりを続ける。

「……というか、見た感じ、俺にも荷が重いかもしれんな。困ったわな」

　ふざけたようなことを口にしているが、相変わらず、こいつの青い瞳からは何の感情も読み取れない。

「いやあ参ったな。負けちゃうのかね、俺」

　まるで隙すきのない構えをとっているのに、殺気すら感じられない。

　……っ。吞のまれちゃダメだ。雰ふん囲い気きに吞まれたら、勝てるものも勝てなくなる。

　こいつが何をしてくるかわからないなら、未来を視みてしまえばいい。

　俺にはそれが出来るじゃないか……！

　──『神々の時計クロノスワークス』！

　俺はギフトを発動した。そしてシルバを視界におさめる。

　何か、わずかでも動きの前兆が視えれば、そこから行動を読んでやる。

　どうだ。手か、足か。そうして俺が視た、シルバの少し先の未来は──




　またしても、不動。




「な……!?」

　この『神々の時計クロノスワークス』の、半分になった時間の流れの中でも、何の動きも視えない。

　コイツ、本当にお喋りだけを続けるつもりなのか──？

　と。

　思ったのと同時だった。

　突とつ如じよ、視界がふさがった。

　俺は眼前に拳こぶしを見た。至近距きよ離りにまで迫せまるシルバのパンチを──！

「……な、にィ……ッ!?」

　たまらずガードするが、後ろへ弾はじき飛ばされる。

　な、なんだと。こいつ……！

　予知にない動きをした!?

「お、当たった」

　シルバは変わらず、目は無表情なまま口元だけでヘラヘラと笑う。

「くそっ、何をしたんだ。手の内がわからない……！」

　シルバ。アリーナ三位の実力者。

　もちろん、俺もこいつの試合は何度も動画で見ている。

　……それでも、わからないのだ！

　彼のギフトについては情報がない。何か使っているのだろうが、見た目には何をしているのかわからず、本人も決してそれを語らない。

「さて、次だ」

　シルバは一度、もとの構えに戻もどす。その時点でも俺には奴やつの「未来」が視えない。

　そして気が付くと、もう動いている。

「──ぎゃんっ!?」

「アリサ!!」

　俺ではなくアリサを狙ねらったか。彼女はガードできずに蹴りを受け、吹き飛んだ。

　……ちょっと、まずいな。

　俺の『神の眼め』は、相手の動きを観察し、それを自分の中の格ゲー経験と照らし合わせて、最も可能性の高い選せん択たく肢しを「先読み」するものだ。

　さらに『神々の時計クロノスワークス』によって周囲の時間の流れを遅おそくすれば、それだけ敵の動きをじっくり観察できるため、ほとんど「未来を視る」に近いことが出来るようになる。

　つまり、逆に──

　敵に、何の動きの予兆もなければ、その先を読むことはできない。

　どんなギフトを使ったのかわからないが、シルバはそういう動きをしている。

　まさに、神の眼おれの天敵ってヤツだ──！

「……くっ！」

　俺は攪かく乱らんするように左右に動きつつ、後ろに下がって距離をとった。予知できない動きをされても、攻撃が届かなければ取りあえずは大だい丈じよう夫ぶだ。

　さすがのシルバも、この動きにはついてこれない。『神々の時計クロノスワークス』発動中の俺は二倍の速度で動いている状態だ。

　そうして体勢を立て直し、スピードで翻ほん弄ろうすれば勝機はある。

　俺はそう考えていた……ところだったのだが。

「──やれっ！　ビッちゃん！」

　後ろから声がした。女の子の声……そうだ、ルカという少女がまだいた。

　てっきり戦意を失ったと思っていたルカは、いつのまにかギフトを発動していた。

「……びびびっ!!」

　全身からバチバチと火花をちらす、羽の生えたハムスターみたいな生き物が、宙に浮ういている。

「こ……これは!?」

　しまった。完全に意表を突つかれた。

　シルバに押されて、後ろの警けい戒かいがおろそかだった。

「びびびびび！」

　ビッちゃん、と呼ばれた生き物は、フェイントをかけるように左右にブレながら飛び回った。

　……速い！　ギフト発動中の俺ほどではないが、軌き道どうが不規則で読めない。

　これはルカが操あやつっているわけではないだろう。この「ビッちゃん」が、自分で動いているのだ。

　これは必殺系とも持続系とも、装備系とも違ちがう。

　ほとんど所有者のいない、激レアのギフト。「召しよう喚かん系」……！

　ビッちゃんは、旋せん回かいしながら体当たりを仕し掛かけてきた。俺は腕うでで受け止める。

　──バチッ！

「うわっ!?」

　火花が弾はじけ、俺はダメージを受けた。触ふれただけで！

　すると今度は、すぐ横に──

「よォし、偉えらい。よく隙を作った」

　声。シルバが再び、近くまで迫っていた。

　俺はその姿を視界におさめる。だがやはり未来は視えない！

「おらよ──食くらえっ」

　シルバが、予知にない中段蹴げりを繰くり出す。

　俺は反射神経でギリギリでガードする。神の眼がなくてもこれくらいはできる。

　だが、蹴りが重い。吹ふき飛ばされると感じた俺は、自ら後ろに跳とぶことで衝しよう撃げきを殺した。

　そして再び、敵から距離をとる。

「ふうー……」

　強い。

　得体の知れない動きをするシルバに、絶ぜつ妙みように邪じや魔まな召喚獣じゆうのコンビネーション。

　ちょっと今までと同じことをしていても勝てなそうだ。

「どうかな？　そろそろ諦あきらめてくれると楽で助かるなあ……と思ってるんだが」

　シルバが挑ちよう発はつする。

　軽い口調だが、身体からだはまったく警戒を解いていない。さすがだ。

「お前らを野放しになんて、できるわけないだろ。みんなの理想の世界を……K.T.Oキルタイムでの第二の人生を奪おうとする奴らを」

「真ま面じ目めだねぇ」

　俺は、あらためて構えをとった。こちらから不用意に近づくわけにはいかないが、それは相手も同じはずだ。

　敵も、俺のことを強いと思っている。だから安直にトドメを刺ささず、少しずつ確実に削けずってきている。

　前にシルバ、後ろにルカと召喚獣。この膠こう着ちやく状態を、どう破れば──。

　そう思った、矢先だった。

「──シュウ！」

　俺の名を叫さけぶ声が聞こえた。

「エレナ!?」

　そういえば、今までどこにいたんだ。彼女は突然戻ってきた。

「……聞いて、話を！」

　そして、俺を呼んでいる。

「そ、そんなコト言ったって……！」

　こっちは戦せん闘とう中だぞ。しかも相手はエレナを狙っているかもしれない連中だ。

　だが、エレナは確固たる面おも持もちで繰り返した。

「いいから！」

「……何だよ!?」

「あのね……あなたのギフトは……！」

　が。敵もそうそうそんな会話を許さない。

「おいおい、俺らを野放しにはしないんだろ？」

　シルバが立ち塞ふさがる。後ろからは「ビッちゃん」も。しかし……。

　ここで彼らを、モップの大波が飲み込んだ。

　──〈アトミック・スイープ〉!!

　モップでできた、おそるべき木製の雪崩なだれは、がしゃがしゃと音を立ててシルバたちを生き埋うめにした。

「てめぇら……わたくしを忘れるんじゃねぇですわ！」

「アリサ！　……ありがとう！」

　遠くから、エレナが礼を言う。

「あっ、お褒ほめの言葉……！　でぇへへ」

　それでアリサの表情が崩くずれる。だ、大丈夫か……？

　だがとにかく俺はそこを脱だつし、会話する余よ裕ゆうができた。

「手短に伝えるわ。『神々の時計クロノスワークス』には、次のレベルがある」

「レベル……？　そういえば発動するとき、いつもそんな表示が」

「K.T.Oキルタイムのシステムは脳波を、電気信号をキャッチする。念じるだけでギフトが発動する仕組みね。信号の総量や波形によって『次の段階』が、解放される」

「え？　つ、つまり俺はどうすればいいんだ!?」

「いい？　ギフトを使う時に発動を念じるでしょ。その時に……もっと強く、もっと深くこの力を使おうと、そう意識して。要するにそういうことよ」

　エレナは言いながら、少し離はなれたモップの山を見た。

　ガシャ、と音がして、一部のモップがはじけ飛んだ。

　崩れた山の隙すき間まから、腕がのぞく。すぐに、シルバがくるだろう。

「……本当は」

　エレナは悩なやまし気げに目を伏ふせる。

「本当は、あなたにコレまで使わせようとは、思ってなかった……ごめんね」

「な、なんで謝るんだよ」

「少なくともまだ……早すぎる。負ふ荷かだってさらに大きくなるし、まともに考えれば……使いこなせる可能性のほうが、低い」

　少女は小さな唇くちびるを、ぎゅっと噛かみしめる。それは申し訳なさそうでもあり……悔くやしそうにも見えた。

「でも、シュウなら。既すでに〈コンセントレイト〉を使いこなしてるシュウなら、可能性があると思うから……！」

「……わかった」

　ガシャン、とまた音がした。もう時間がない。俺は彼女に背を向けた。

「待っててよ。どっちにしろ、あいつらに勝つには必要そうだし──」

「……シュウ」

「それに……実はちょっと、ワクワクしてるんだ。今までのより、もっとすごい力だって？　たまらないよね」

「──もう」

　彼女の声こわ色いろが、少しやわらいだ。少しは安心、させられたかな？

「行ってくるよ」

　俺はモップの山に向けて飛び出した。

　ちょうどその時、山が完全に崩れる。

「……おじさんが生き埋めになってる間に、デートは済んだかい？」

　飄ひよう々ひようとしたシルバが再び立ちはだかる。

　軽い口調に反して──堂々たる威い圧あつ感かん！　青い眼がこちらを見み据すえる。

「──びびびび！」

　その周囲を旋回するように「ビッちゃん」も飛び回る。

「…………」

　さらに後方では、ルカが不安そうにこちらを観察している。

「まったく、いいよね、若いってさ」

　シルバが両手を掲かかげ、構えをとった。しかしそれ以上は動かない。

　俺は注意深くヤツを観察する。やはり──攻こう撃げきの予兆はない。

　動かない。

　動かない。

　動かない。

　動か──

「──ッ!!」

　瞬しゆん間かん。

　目の前に、シルバの拳こぶし。

　今までと同じだ。全く予測を許さない突とつ然ぜんの攻撃！

　やるしかない。エレナに言われた通り。俺は、ギフトの発動を念じた。

　意識の奥深くに沈しずんだものを探さぐり当てるイメージ。

　さらなる力が欲ほしいと、深く、強く──。




　──「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．２〈オールフリーズ〉




　その時。

　……いや。「その時」という言い方すら、正しいのかどうか。

　そこに「時」は、もはや無かった。

　すべてが停止した世界に、俺はいた。

　ありがちな言い方をすれば「時が止まった」というやつだろう。

　目の前のシルバの拳が、そこで止まっている。

　……それだけではない。その拳がまとっていたであろう拳圧、風圧までもがそこで停止しているのがわかる。

　指先で軽くふれてみると、そこには確かに空気のかたまりがあった。

　なるほど。時間が止まると、こうなるのか──

「──ッ!?」

　突とつ如じよ。ズキンと、左目が痛んだ。

　エレナの言う通り負荷が違ちがうのだろう。この「ＬＥＶＥＬ．２」は長く発動できそうにない。

　俺は身体をずらすように動き、止まったままの拳をかわし、シルバの横に出た。

　どうやらこの状態では、俺もゆっくりしか動けないらしい。

　少し動くだけで、押し戻もどされるような圧力を感じる。

　これは……空気か。

　完全に停止した空気の中をかきわけていくのは、ほとんど水中を泳いでいる感覚に近かった。

　だが──俺から見てどんなにゆっくりだろうと、これはすべてゼロ秒の中の出来事。

　俺はシルバの真横にまで移動を終えた。

　そしてギフトを……解除、する！




　パ　ァ　ァ　ン！




　空気のはじけるような音が響ひびき渡わたる。俺がかきわけた空気が破は裂れつした音だ。

「──!?」

　我に返ったシルバが目を見開く。だがそこに俺はもういないぞ！

「報むくいを……受けろっっ!!」

　渾こん身しんのハイキックを、シルバの頭部に叩たたき込む。

　俺はさっき……ゼロ秒の間に移動した。短い時間で移動するほど「速い」のだとすれば、このスピードは……なんと言えばいいか。

　つまり──言うなれば「速度が無限」なのだ。

　その「無限速度」が乗った打撃を、シルバは受けた。当然威力も、とんでもない。

「なっ……がァ……ッ!?」

　何が起きたのかもわからないだろう。シルバが倒たおれ込む。

「なっ、えっ、ウソ!?」

　ルカの狼ろう狽ばいする声が聞こえる。「ビッちゃん」も何をすればいいか分からないというように、無意味に飛び回る。

　完全に形勢は逆転した。

　今のでシルバは倒したはずだ。ルカが一人でこの場をどうにかできるとは思えない。

　後はこいつらを捕とらえ、その目的でも聞き出してやればいい。

　俺は目の前の連中に伝える。

「もういいだろ。ここはおとなしく──」

「ああ、わかった」

　すぐに返事があった。

　ゆらりと立ち上がる男の影かげ。こちらを見据える青い瞳ひとみ。
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　シルバ──！

「なっ……あれで『ダウン』していないだって？」

「わかったよ。おとなしく……退ひくとしよう」

　シルバはぽりぽりと頭を掻かいた。どこからそんな余裕が生まれるのか。

「いや、参ったよ。完全におじさんの負けだ。実際ＨＰだって１ケタくらいしか残ってないしね」

「シ……シルバさん……？」

　ルカが動どう揺ようして震ふるえている。まさかシルバが負けるとは思わなかったのだろう。

「あ、あたしはどうすれば……？」

　彼女は泣きそうな声で聞いた。しかしそれに対するシルバの答えは。

「は？　知らんよ」

「……え？」

「俺は自分が逃にげるので精せい一いつ杯ぱいだ。助ける余裕はないよ。……キミ、思ったより使えなかったしなぁ。戻っても『あの方』に処分されるんじゃない？」

「そ……んな」

　突つき放されたルカがその場に崩れ落ちる。シルバはそれに背を向ける。

「じゃ、そういうことで」

　シルバはよろよろと歩き出す。冗じよう談だんじゃない。逃がしてたまるか──！

「待てよ！　いったい何でこんなことをした！　何の目的で？　誰だれに言われて？　人を襲おそって何の意味が……！」

　俺は、追おうと手を伸のばした。だけど……。

　身体からだが、重い。

「…………！」

　止まった時の中を動き回る──もちろん、初めての体験だ。

　だからこんな反動も予測できやしなかった。俺は今、これ以上戦えないのか……！

「じゃあな少年。君は強い……強すぎる。次会ったら、初めから逃げようかな」

「ま、待て……！」

　すると。

「──いいわ」

　そこへ、少女の声が割って入った。

　エレナ。

「今日は帰りなさい、シルバ」

「言われなくとも」

　エレナは俺の後ろに立ち、ふらつく俺を支えるように肩かたを抱だいてくれた。

　自分だって、さっきよろけていたくせに──。

「とにかく、帰って。そして」

「そして？」

　エレナと、シルバの油断ならない目線が交こう錯さくする。

　それからエレナは確信を持っているかのように、はっきりと、言葉の続きを言い下した。

「『ゴルロワ』に伝えなさい。私は死んでも、アナタに力を貸すつもりはないってね」

　それを聞いたシルバは、一度足を止め。

　身体をむずむずと震わせながら……笑い声を漏もらした。

「くっくっ……おいおい。まさかお嬢じようさん」

　男は目を細め、いかにも面おも白しろそうに口を歪ゆがめる。

「初めから、全部わかってたっていうのか。どこの誰が、何のために自分を狙ねらっているのか。そのうえで、『あの男』に逆らおうっていうのか……！」

「──そうよ」

「ハッハッハ……あまりにも面白い。面白すぎる。『不可視の天使インビジブル』といえど無茶ってもんだ。いや……まさかその少年がいれば可能だと？」

　シルバは笑いながら、再び歩き出した。

　エレナはそれを止める気はなさそうだった。

「見ていなさい。私は……私たちは、この世界をひっくり返す」

「是ぜ非ひそうしてくれ。本当にそうなるなら、俺もそれが見たいよ」

　そうしてシルバは去っていった。

　俺はエレナに支えられながらそれを見送った。

　真横に見える彼女の瞳は──強い決意によって輝かがやいていた。




「私はね」

「悪い奴やつらを、ブッ潰つぶしたい」




　エレナの言葉を、胸の内で反はん芻すうする。

　おぼろげだった「敵」の姿は、いよいよ輪りん郭かくをもって見え始めていた。








Page.5　新たな仲間と決意の茶会









　めちゃくちゃになったレストランを、ワルツ・ソナタ・セレナーデの三人のメイドさんたちが片付けている間。

　我らがチームのアジトである秘密の地下室には、四人の戦神ストライカーが集まっていた。

　俺、エレナ、アリサ。

　そして……ルカ。

「はい、紅茶ですわ。お店で出してるのと同じだから美味おいしいと思いますの」

「ひっ!?　……ど、ども」

　アリサがお茶を出すが、ルカは完全に萎い縮しゆくしている。

　いや、まあ当然だよね。そりゃそうだろう。

　シルバが逃げ帰り、結果、彼女は取り残されてしまった。

　自分が襲いにきた店で捕つかまって、地下室に連行されて、「敵」だった三人に囲まれている。縛しばられたりはしてないが、ほとんど捕ほ虜りよのようなものだ。

　実際、これからどんな拷ごう問もんにかけられてもおかしくはない。

　彼女の運命は……捕らえた側の胸むな先さき三寸で決まるわけである。

　テーブルを挟はさんでルカの対面に、その捕らえた側……エレナが座る。

　エレナの心中はわからない。長い脚あしを組み、クールな顔で相手を眺ながめる。

「──さて」

　出だしの一言。たったそれだけで、ルカが小こ柄がらな肩をびくりと震わせる。

　レストランを襲しゆう撃げきし、一いつ般ぱん客きやくを襲い、金やポイントを略りやく奪だつしようとした大だい胆たんきわまりない悪党……にしては、ずいぶん小心者なんだな、という気がする。

「聞きたいことは、沢たく山さんあるわ」

「は……ははははハイ！」

　しかし相手の態度とは関係なく、エレナの口調は静か。

　何しろ目の前にいるのは、彼女のいうところのブッ潰したい「悪」だ。

「まあ、最終的には洗いざらい全部しゃべってもらいますわ」

　一方、横に立つアリサは殺気立った目でルカをぎろりと睨にらんだ。わかりやすく怒おこっている。

「ぜ、ぜぜぜぜぜ全部!?」

　するとルカはますます狼狽し、あわあわと両手をバタつかせた。

「い、命さえ助かるならナンデモお話ししますが!?　全部ですか!?　全部でいいんですね!?　あ……相あい川かわ瑠る歌か、十五歳、K.T.Oキルタイム歴は一年くらい、ギフトは召しよう喚かん獣じゆうのビッちゃんで、好きなものはシチュー、苦手なものは数学、スリーサイズは──」

「そういうコトじゃないんだけど？　あなたの個人情報なんて使いどころがないですわ!?」

「ひいいいいいい!?　殺さないで!!」

　目を白黒させて的外れな情報を話しまくるルカに、刺さすような視線を送るアリサ。

　どうにも噛かみ合ってないような……。

「……エレナ」

　たまらず俺はエレナをつついた。

「何よシュウ、いま大事なとこよ？」

「そうですわ！　コイツとんでもない犯罪者ですのよ!?」

「それはわかるんだけど……」

　アリサは明らかに怒ってる。エレナがそれを止めないのは、その気持ちもわかるからだろう。でも……俺にはまず最初にひとつ、確かめておきたいことがあった。

「その……エレナ。俺、もしかしてって思ったんだけど」

　このルカという女の子は、俺と戦わずに逃げようとしていた。

　それをシルバに止められると、明らかに狼狽うろたえていた。

　そして今もこうして縮みあがっている。

　彼女は、かなり臆おく病びような性格なのだ。

「たぶん……この、ルカって子……」

　そんな子が、人から暴力で金を巻き上げようなんて思うだろうか。

　あんな目立つ、強ごう引いんな悪行をしようと考えるだろうか。

　つまり。

「正直、人を襲うのなんて、すごくイヤだったんじゃないかって」

　この子は「悪」じゃないんじゃないか。

「いきなり襲い掛かかった時も、腰こしが引けてたし。ずっとビクビクしてたし。ど、どう思う？」

「え……？」

　エレナが考えるように俺を見る。

「そういえば、攻こう撃げきにも妙みように手ごたえがなかったですわね……でも……」

　アリサも、思い出すように付け加えた。

「……本当なの？」

「…………っ」

　エレナはルカに向きなおって再び聞いた。

　その質問に、ルカは一度、押し黙だまる。

　うつむいて、何かに耐たえるように唇くちびるをきゅっと噛んでいる。

　そして少ししてから顔を上げ、

「あ、あの」

「ん？」

「い……いいんですかね？　正直に答えても」

「もちろん。正直じゃないと意味ないわ」

「殺されないですかね!?　その……シルバさんとかに」

　ルカの瞳ひとみは、少しうるんでいた。

　臆病な彼女は事ここに至ってまだ、自分を見捨てて逃にげた男を恐おそれているのだ。

　そもそも……言ってしまえばここはゲームの中で、リアルに命までは取られないのに。

　それでもルカは、命の危機レベルで何かを怖こわがっている。

「いや……殺されはしないと思うけど」

　つい、俺は横から口を出した。いくらなんでも殺す、はないような。

「う、うそだ。明日にでもとっ捕まって、すごい怒られて、その後……」

　びびり続けるルカ。それに対してエレナは、はぁ、とため息をついて、彼女に言った。

「……させないわよ。捕まえさせないから」

「でも」

「大だい丈じよう夫ぶよ。シュウがなんとかするもの。見てたでしょ？　シルバにも勝ったの」

「……えっ、俺？」

　実際にはトドメは刺せてない。逃げられたけど。

　まあでも、この子を安心させなきゃいけない……か。

「……うう。ううう……」

　ルカはますます涙なみだ目めになり、両手をぎゅっと握にぎりしめて。

　それから……言った。

「…………………………………………イヤ、でしたよ」

　最初はつぶやくように。

「イヤに決まってるじゃないっすか……あんな……卑ひ怯きようなやり方で人をやっつけて。人の楽しみを奪うばうようなことして」

　徐じよ々じよにその声は、大きくなっていく。

「人を襲おそうとき……まわりの人たちから、凄すごい目で見られるんすよ……！　『うわあ』って、なんか人間じゃない、バケモノを見るような目で……！」

　絞しぼり出すような言葉。

　実際、突とつ然ぜん襲ってくる人間というのは、普ふ通つうにしている側からすればモンスターと変わらない存在だ。

　現実世界でもそれは同じ。暴漢、通り魔ま──それらは人間だがモンスターだ。

　臆病な彼女にとって、大勢の人から奇き異いの目を向けられるのは、それはそれは恐ろしい体験だったのだろう。

「あたしは……普通に楽しくゲームできてれば、それでよかったのに。よかったのに……！　なんであんなコト、しなきゃいけないんすかぁ……！」

　最後の方は、ほとんど涙声になっていた。

　……もう、ハッキリしただろう。俺はルカの対面に目を向け、声をかける。

「──エレナ」

　この子は、敵じゃないよ。

「……ふぅ。そうね」

　俺の言いたいことは伝わったのだろう。

　エレナは自身を落ち着かせるように息を吐はき、紅茶に口をつけた。

「ありがとう……シュウ。私も少し冷静になれたわ」

「うん」

「でも、そうだとすれば──えっと、ルカ？」

「はっ、はい」

　エレナが改めてルカのほうを向く。その目からは冷たさがいくらか失われていた。

「どうしてあんな連中と、一いつ緒しよにいたの？」

「それは……簡単っす。あたしが、負けたから」

　ルカは思い出すだけでも恐ろしそうに話す。

「戦いをふっかけられて……負けて。『ダウン』状態になったとこを、連れ去られて」

「あいつら、そんな人さらいみたいな真ま似ねまで……！」

「気が付いたら暗くて広い部屋にいて。同じように連れてこられた人が、そこには沢山いたっす」

　驚おどろいた。本当にどこまでも悪質なことを……。

「それから、アバターを色々調べられました……エンジニアみたいな人に。たぶん、あたしのギフトを……ビッちゃんを、解かい析せきしたかったのかな。珍めずらしいから……。それで」

　説明しながらルカは一度、心を落ち着かせるように息を整えた。

「それが済んだら、突然、人を襲ってこいって言われて……！　逆らった人は、目の前でダウンさせられて、金もポイントも全部奪われて。さっき襲われた人たちみたいに……いきなり、突然、なんの反論も、会話すらさせてもらえずに……!!」

　わざわざさらってきたルカを、解析が済んだら、脅おどして前線に放り込んだのか。

　しかも、連れて退たい却きやくすることすらせず、捨て置いて帰った。

　まるで──もう用済みだとでも言わんばかりじゃないか。

　もちろん、そんなことはルカ本人には言えないけど。

「やっぱり……そうなのね。狙ねらわれてるのは、私だけじゃなかった……！」

　話を聞いたエレナはいっそう真しん剣けんな目になり、怒いかりをにじませた。

　ただ、その怒りはもはやルカに向けられてはいなかった。

　その怒りを、向けるべき相手は──

「奴やつらが『召しよう喚かん系』のギフトを欲ほしがったのは、間ま違ちがいなく……あの男のためね」

「──『金きん獅じ子し・ゴルロワ』か」

　エレナと俺は、同時に確信した。

　ゴルロワ。

　エレナを狙っているという首しゆ謀ぼう者しや。

　シルバの去り際ぎわに、エレナがその名前を出した時、俺は驚いた。

　まさかあの「ゴルロワ」が関わっているなど、思いもしなかった。

　何しろ超ちようがつく有名人だ。ゴルロワは……エレナより前にアリーナで「一位」だった男。

　K.T.Oキルタイムの初代チャンピオンと言っていい戦神ストライカーなのだ──！

　正直に言えば、もちろん俺も憧あこがれていた時期がある。

　その彼のギフトは、ルカと同じく激レアの「召喚系」。

　全身から炎ほのおを噴ふき出す、巨きよ大だいで俊しゆん敏びんな金のライオンを操あやつるものだった。

　おそらく同じ召喚系のギフトを研究することで、自らのギフトの強化に役立てようとしたのではないだろうか。

「ふぅ。予想はしてたけど、ホントに『あの男』と戦わなきゃならないとはね」

　エレナはため息をつきながら髪かみをかきあげた。

　ん？　予想？

「……え。確信があったワケじゃないの？　シルバにあんな堂々と宣言して……」

「カマかけてみただけよ。聞いてみなきゃ、当たってるかどうかわからないでしょ」

「えええ……」

　俺はちょっと驚いた。あの状じよう況きようでたいした大だい胆たんさだ。

　このエレナという少女は時々……戦せん闘とう力とか技術力のほかに、常人離ばなれしたものを見せることがある。

「とにかく……ルカ」

「はっはい」

　エレナはあらためてルカを見て話した。

「ごめんね、怖い顔して。あなたは……私の叩たたき潰つぶしたい『悪』じゃなかったみたい」

　なんとなくわかっていたが、エレナは、邪じや悪あくな意図をもつ首謀者をこそ「悪」としているようだった。

　エレナが「叩き潰したい」と言っているのは、そういう連中だということだ。

　そしてルカは、その「悪」ではない。

「だから……そうね。このまま解放して逃がしてあげても、いいかも」

　ようやくエレナは微笑ほほえみを取り戻もどした。

　はぁ、と横でアリサも安あん堵どの息を吐いている。

　その場の空気が軟なん化かし、俺もようやく少しほっとした。

　ちょっとは和なごやかな雰ふん囲い気きになったかな？

　そう思ってルカを見た。

　のだが。

「────っ！」

　少女は「解放」「逃がす」という言葉に反応し、よりいっそう肩かたをこわばらせた。

　……なぜだろう？　違い和わ感かんを覚える。

　ルカの唇がわずかに震ふるえる。まだ、何かに恐きよう怖ふしている。

　それで気が付いた。

「……エレナ、あのさ」

　俺は、時々。本当に、たまにだけど……。

　人の心が、読めているんじゃないかと思うことがある。

　俺は『神の眼め』を持っていると言われてる。

　随ずい分ぶん大げさな言葉だけど……要するに『神の眼』とは、戦っている相手の行動の先読みだ。

　相手が次に何をするのか、正確に予測することだ。

　でも、例えば一対一で向かい合って戦って、同じ局面になったとして。

　そこから何を仕し掛かけてくるかなんて、人によって違うに決まってる。

　自信家なら殴なぐってくる場面でも、慎しん重ちよう派ならガードや回かい避ひをするだろう。

　だから予測の内容は、相手によって変えないといけない。

　そう。相手の性格まで計算に入れないと、完かん璧ぺきな予測はできないのだ。

　俺は、いつのまにかそれができるようになっていた。

　たぶん俺は、対戦ゲームの経験を積むうちに、無意識に……「相手の心を読む」ことを身に着けていたのだ。

　もちろん「心の声が聞こえる」なんてオカルトチックなものじゃない。

　相手をよく「観察」して、そこから動きを「想像」する、ロジカルな能力。

　そこから俺は今、ルカと、それとエレナについて、想像できるものがあった。

「ひとつ提案なんだけど」

「ん？　なに？」

「この子を……俺たちの仲間にできないかな」

「えっ……!?」

　その言葉に、ルカは驚くような反応をした。

　でも、肩の力はすとんと抜ぬけ、そして何かを求めるように、視線をこちらに向ける。

「い……いいんですか!?　あの、その」

「そうしたほうが、いいような気がして」

「そ……その、本当に、いいんだったら……」

　ルカは安堵を隠かくし切れず、幼い顔を少しゆるませて言った。

「で、できればお願いしたいっす……！」

　少女は俺やエレナ、アリサをきょろきょろと見回しつつ、

「そ、その、あたし今……路頭に放り出されたら、何されるかわかんなくて！　任務は失敗するし、シルバさんには捨てられるし、なのに余計なことは知ってるから、また取っ捕つかまって、最悪ＢＡＮされるなんてことも……！」

　すがりつくように、早口でぺらぺらと不安を吐き出した。

「きっと役に立ちますんで！　かくまってもらえるなら、シュウさんは命の恩人っすよ……！」

　そうしてルカは立ち上がり、興奮したように目をきらきらさせて俺の両手をぎゅっと握にぎった。

「え、ああ、うん、そこまで言われるとは」

　俺は一歩たじろいだ。

　だいたい予想通りだったけど、予想よりちょっと安心させすぎたみたい。

「ちょ、ちょっと、何を勝手に誘さそってますの!?」

　隣となりではアリサも驚いて怒おこりかけている。まあその反応もわからなくはないけど……。

「え、エレナ様……？」

　アリサが横目でエレナを見る。

　エレナはＹＥＳともＮＯとも言わず、じっと俺を見た。

「シュウ……あなた、本当に神か何か？」

「え？」

「いや、さっきまで敵だった人間の心を、こんな簡単に掴つかめるものかしらねって」

「いやあ。それはたまたまというか……とにかく、いいよね？　仲間」

「……悪くないわ」

　エレナは冷静さを保つように息を吐いて、

「それなら気き兼がねなく洗いざらい喋しやべってもらえるだろうし……何より」

　そして、笑った。

「解放されたこの子が『悪』に狙われるなんて知っちゃったら、寝ね覚ざめが悪すぎるもの」

「…………！」

　ここでようやく、ルカの表情が完全に晴れた。

「な……なんすかここは？　聖人の集まりっすか!?」

「い、今まで悪人の集まりにいたからそう見えるんじゃないかな……」

「よ……よろしくお願いしまっす！　よろしくお願いしまっす！」

　小こ柄がらな少女はあちこちにペコペコと頭を下げた。

「うんうん」

　丸く収まったことで、エレナも満足げにうなずく。

「じゃあ、ルカ。さっそくなんだけど」

　そして、にこやかに切り出した。

　なんだろ。すぐに聞き出したい情報でもあるのかな？

「ハイ！」

　すっかり元気になったルカは勢いよく返事する。

「上の階にいた三人は見たわよね？」

「ハイ！　メイドさんでした！　かわいいっす！」

「そこにいるアリサも見えるわよね？」

「ハイ！　メイドさんです！　かわいいっす！」

「よろしい。では」

「ハイ！」

「あなたも着き替がえましょうか」

　ここで連続していた会話が、一度途と切ぎれる。

「……ハイ？」

「制服ってわけじゃないけどね。敵に狙ねらわれるなら、同じ服のほうが目立たなくなるし」

　エレナはうっとりと目を細め続ける。

「それに……きっとあなた、すごく似合うと思うの……。ボーイッシュな見た目と清せい楚そなメイド服のギャップ……そこには可能性があふれているわ……」

「は、ハイイイイ？」

　急に口数が多くなったエレナは目を血走らせている。ルカがうろたえる。

　横でアリサが、「また始まった……」という顔をしている。

　えっ。もしかして、ここの女の子がみんなメイド服を着ているのって。

　──エレナの趣しゆ味みか！

「大だい丈じよう夫ぶ！　服はこちらで用意するわ！　アバターの着替えなんて五秒ですぐよ！」

「あ、あの、コレ断れないヤツっすか!?　何とかならないっすか!?」

　なんということだ。

　俺の信じていた女め神がみ様が……おっさんみたいに鼻息荒あらく、年下の少女に手をかける！

「か……解かい釈しやく違ちがいだァ……」

　さすがに俺も呆ぼう然ぜんとした。

「え、エレナ？　服装くらい自由にさせてあげてもいいんじゃないの!?」

「そ、そうですわエレナ様！　メイドならわたくしがいますし！　こんなコに惑まどわされないで!?」

　結局、俺とアリサがなんか止める形になり、ルカの服装は守られた。

　エレナは不服そうだったけど。




「──さて。落ち着いたところで」

　エレナと俺、四人のメイドさんとルカがテーブルを囲む。

「今後の私たちの動きを考えるにあたって、ルカには色々教えてもらうわ」

「……ハイっす」

　そわそわしながらルカが返事した。

　が、エレナはもうすっかり真ま面じ目めなモードに戻っている。

「まずは、あらためて私の目的を宣言しておきます。みんなもよく聞いて」

　エレナは毅き然ぜんとした表情で、その場のメンバーを見み渡わたした。

　そして、はっきりと言った。

「このゲームには、『悪』が巣食ってる」

　……悪。

　エレナは一いつ貫かんして、この分かりやすすぎる言葉を選んでいる。

　ゲームにおいて悪とは何か……？　なんて、考えたらキリがなさそうな話ではあるけれど、確かに俺もその実例はこの目で見た。

　K.T.Oキルタイムは、バトル中心のゲームとはいえ、楽しみ方がそこに限定されてはいない。

　ただオシャレを楽しんでる人もいれば、理想のアバターの姿となって歌や踊おどりで活動してる人もいる。

　何もせず、アバター同士で友達を作ったり、恋れん愛あいしたり、ただダラダラとたまり場でトークしてるだけの人もいるくらいだ。

　そういう人たちを、ヤツらは暴力で襲おそう。

　強制的にバトルして殴り倒たおし、金やランクを奪うばっていく。

　それは、他のゲームにおける、いわゆるＰＫプレイヤーキラー行こう為いとは違った意味を持つ。

　ここは……K.T.Oキルタイムはもはやひとつの世界なのだ。経済がこの中で成立している。

　生活がこの中だけで完結してる人もたくさんいる。

　そこで貯ためたものを奪われるということは『第二の人生』を失うということ。

　人から、人生をひとつ奪うということなのだ。

　いかなる目的があったとしても、それはここでは悪と呼ばれるものだ。

「その悪はね、なぜか『運営』にも対処されてない──いや、されるワケないの。だって、『運営』とも結びついてるんだから」

　エレナは悲しげに言った。言われてみれば、運営に咎とがめられてもおかしくないのに何もないということは、そうなのだろう。

「だから──私が叩たたき潰つぶす」

　彼女はそこで語調を少し強めた。力が入っている。

「私は正義の味方じゃない。裁判官でもない。私には何の権利も権限もないわ。罪を裁くことなんて出来はしない」

　でも──、と、彼女は意志の強い瞳ひとみを輝かがやかせた。

「ただ個人的に、私が悪いと信じるものを……この最高のゲームから『楽しさ』を奪う連中を、倒したい。それだけだから」

「はは……血の気けの多い天使だなぁ」

　つい、俺は苦笑いした。天使と呼ばれているのに、なんとまあ暴力的な。

「ふふふ。私は純じゆん粋すいで真面目だから、容よう赦しやないの」

「モノは言いようだなあ……！」

「みんなも、自分が正しいと思うもののために戦えばいいわ。そして、それが私と同じだったら──力を貸して」

　そう言ってエレナは笑った。するとすぐにアリサが反応した。

「わたくしにとっての正義はエレナ様ですから！」

「うん、もちろんそういう考えもアリよ～。よしよし」

「でへへ」

　うおお。あっという間にシリアスが崩くずれた。

　過激な目標を持っていながら、ずっと緊きん張ちようしているわけでもない。確かに、それでは疲つかれてしまう。

　だからまあ、そういうのも、このチームのいいとこかもね……。

「で……それを前提としてね。私がここしばらく、『悪』じゃないかって目星をつけていた存在がいるの。それが……」

「『金きん獅じ子し』ゴルロワ、か」

「そう」

　俺の返事にエレナが頷うなずく。

「もともとアリーナで一位だった戦神ストライカーなのに、私が勝ち上がったころには引退してた。表向きは、スキルを開発・販はん売ばいする事業に専念するため、ってことになってるみたいだけど」

「そうだよ。ゲーム内で会社経営してるんだよな。立派な人だと思ってたのに」

　実際ゴルロワは、健康的で爽さわやかな青年アバターで、アリーナで活かつ躍やくしてた頃ころも印象がとてもよかった。

　笑え顔がおが印象的だったし、ファンも多かった気がする。

　が、アリサなんかは意見が違ったみたいで。

「そーぉ？　前からうっさんくさい男だと思ってましたわ」

「ねー。なんか作り物っぽい笑顔だったし。というかまあ、実際うさんくさかったのよ。不自然なこともいくつか起きてたし」

　エレナは説明を続ける。

「……不自然なこと？」

「彼のライバル企き業ぎように所属するプレイヤーが、次々に襲われたの。……たぶん、さっき見たみたいにね」

「…………！」

「まあ、ただの噂うわさだったんだけどね。正式なニュースとしては流れてないし、しばらくは事実かどうかわからなかった。でも……その少し後に、私自身が襲われたから、もしかしてこれはマジかなって思って」

「そうか、それで……」

「もちろん、私は『運営』に通報もしたわ。でも『調査しておきます』みたいな、適当な返事しかこないの。そりゃそうよね、癒ゆ着ちやくしてるんだから」

　エレナはふん、と不満そうな息をもらした。

「で、シルバの前で名前を出してみたら……本当にそうだった。とりあえず倒すべき相手が、はっきりしたわね」

「あの成金野や郎ろう、化けの皮はいでやりますわ！」

　エレナに同調するようにアリサもふんふんと気合を入れる。

「でも──その話が本当なら、敵は運営とも関わりがある……ってことなんだよね？」

　俺は心配になって聞いてみた。「運営」は、その名の通りゲーム内においては絶対の権力を持っている。

　K.T.Oキルタイムを国に例えるなら、運営の人々は政治家であり警察だ。

「やつらの襲しゆう撃げきがゲームニュースに流れないのも、通報しても対処されないのも、運営に揉もみ消されてるから……だよね」

「うん、そう考えて間違いないわ」

「俺たちも今は、襲われたのを返り討うちにしてるだけだからいいけどさ。表立って奴やつらに反はん抗こうしたりしたら……運営まで敵に回すってコト？」

「ふふ、もしかして恐こわい？」

「か、考えといたほうがいいことだろ」

「まあ、ね」

　エレナは俺を安心させるためなのか、にへへ、と笑った。

「私もね、アリーナ一位だった頃には、声をかけてくる運営の人って、何人かいたのよ」

「そうそう、さっすがエレナ様！」

「でしょ～。有名人だったし？　で、その時にわかったコトなんだけどね」

　エレナは、すがりついてくるアリサの頭を撫なでつつ、

「運営も、一枚岩じゃないの」

「……というと？」

「くっだらないわよね。派は閥ばつみたいなもんがあるのよ。私を誘さそうのに、『運営に入りませんか』じゃなくて『自分の傘さん下かに入れ』って言い方をするの」

「なんか……夢がないなぁ」

「運営も人間ってことよね」

　エレナは悟さとったように遠い目をして、つぶやいた。

「つまりね。ゴルロワに味方する『運営』がいたとして、それは運営のすべてじゃない。せいぜい一つの派閥よ」

「なるほど」

「一つの派閥が、おおっぴらに一ユーザーを贔ひい屓きしたりしたら、他の派閥が黙だまってないハズ。だから例えば、私たちがいきなり運営権限でＢＡＮされて永久追放とか、そういうことは無いの──」

「……待って」

「え、何よシュウ」

　俺はそこでエレナの説明をさえぎった。

　全体的には納なつ得とくできる内容だった。よくわかった。

　でも──最後の部分に違い和わ感かんを覚えた。

「ねえルカ。さっき言ってなかったっけ」

「え？　あたしっすか？」

「ルカが俺たちの仲間になれなかったら……『ＢＡＮされるかもしれない』って」

「あ」




　──「そ、その、あたし今……路頭に放り出されたら、何されるかわかんなくて！　任務は失敗するし、シルバさんには捨てられるし、なのに余計なことは知ってるから、また取っ捕つかまって、最悪ＢＡＮされるなんてことも……！」




　ルカはそう言っていた。

　単にビビりすぎかと思ったが、エレナの話を聞いた後だと……ある可能性がよぎる。

「ゴルロワは……特定のユーザーをＢＡＮできるのか!?」

　ＢＡＮ、つまりユーザーアカウントの消去。

　K.T.Oキルタイムからの永久追放。

　ユーザーに対する、最上級の罰ばつ。このゲームにおける死し刑けい。

　これは運営のみが持つ権限だ。ゴルロワ本人ができるはずがない──普ふ通つうなら。

「…………」

　でも、ルカはそれを恐おそれていた。

「……最悪、ありえるって話っす」

　ルカはじっと下を向き、恐る恐る口を開いた。

「シルバさんたちから聞いた噂っすけど。ゴルロワ……さんは、社会的地位もあるし。しかもめちゃくちゃ強いし。運営の人から気に入られてて」

　まあ……それはそうだろう。

「しかも、あたしたちが『襲撃』して、一いつ般ぱん人から集めた金を、運営の人に渡わたしてて……！」

「えっ」

　俺は声を詰つまらせた。ここまでの話の流れなら、ありえない話ではない……でも、信じたくなかった。そのくらい、汚きたない話。

「それでゴルロワさんは、功績を認められたっす。だから、おそらく……確か、二日後くらいに……」

「まさか」

　エレナが、つい口から言葉を漏もらした。

　俺も同じ可能性に思い当たった。あまり、考えたくない可能性。

　つまり。

「はい。ゴルロワさんは、『運営』のメンバーになると見られてるっす」

「…………！」

　思わずエレナは口を押さえた。

「やられた」

　そしてはっきりと口にした。

　膝ひざの上に置いた手が震ふるえている。痛手、なのだろう。

「運営でないなら……ゴルロワのやってる襲撃なんて、チンピラが暴れてる程度のものよ。少しくらい運営が揉み消すことはあっても、私たちがゴルロワを倒たおしてしまえば……運営はゴルロワを見捨てる。そう思ってた」

「エレナ様……」

　アリサが心配そうにのぞき込む。エレナは胸を押さえ、少し苦しげに続けた。

「でも、ゴルロワ自身が『運営』になっちゃったら……まず、戦わせてすらもらえない。逆らおうとしたら……運営権限でＢＡＮされる。みんな、あいつの言いなりになるしかなくなる……！」

「……っ、そんな！　やられっぱなしじゃないか」

「予想よりずっと早かったわ。こんなことになるなんて……」

　エレナがぎり、と歯を食いしばった。悔くやしさがにじんでいた。

　その場の全員が、黙り込む。

　俺も何と声をかけていいかわからなかった。

　二日もすればゴルロワは「運営」サイドになる。

　おそらく奴らはまたエレナを狙ねらって襲撃してくる。

　逆らう者はＢＡＮされ、抵てい抗こうすらできないままエレナは奴らのもとへ捕まってしまう。

　あと二日もすれば──。

「二日……」

　無意識に俺は、その単語を口にしていた。

　エレナが反応して顔を上げる。

「二日以内、ならば……」

　アリサとルカも、こちらを見た。

「それまでに、ゴルロワを倒せれば……！」

「なっ……何言ってるのよシュウ」

　俺は「可能性」を口にする。まだすべてが終わったわけじゃない。

「エレナ、言ってたじゃないか。今ならゴルロワはまだ、ただのチンピラなんだろ。今倒せば、ＢＡＮはされない」

　それはただの、可能性だ。現実的かどうかなんてわからない。

　ただ、可能性は残っている。まだ、残っている。

「ど、どうやって戦うのよ。奴らの居場所だって……」

「いや、それもなんとかなるかも……ねえ、ルカ」

　俺はルカを見下ろした。小こ柄がらな少女はぴくっと反応した。

「ゴルロワのいた場所、覚えてるよね？」

「はは……そりゃさすがに、わかるっすね……」

「そう。場所もわかる」

　状じよう況きようが整っていく。俺は口に出して確かめる。

「二日後がアウトなんだとすれば、チャンスは明日だけ。明日……奴らの居場所を特定して、ゴルロワと戦って……勝てれば……！」

「ちょ、ちょっと」

　エレナが口を挟はさむ。何か言いたげだが……しかし。

「それしか、ない……よね？」

「……奴らのところには、あのシルバだっているのよ。しかもゴルロワは、さらに上。それに勝たなきゃいけない」

「そうだ。勝たなきゃいけない。それしか方法がない」

「──はぁ」

　それに対してエレナは、ため息ひとつ。

「シュウって、もっと慎しん重ちようなタイプかと思ってたけど」

「いや、まあ、それはその通りなんだけどね……。正直怖こわいし、自信だってそんなにあるワケじゃないし、シルバやゴルロワなんて、今までは戦うことすら考えられなかった雲の上の存在だし……なんなら昨日までは、ちょっと憧あこがれてたし」

　俺は頭をぽりぽり掻かきつつ、苦笑いした。

「……でも。でもね」

　しかし。それでも、恐きよう怖ふに勝まさる感情がある。今の俺にはある。

「さすがに、ちょっと、怒おこってるんだよ……こう見えて」

「……え？」

「K.T.Oキルタイムは本当にすばらしいゲームなんだよ。ここで暮らしたいくらい見事な世界なんだよ。それだけのものが完成しているんだ。久しぶりにログインして、わかった。やっぱり俺はここに来れてよかった！　……それなのに」

　俺はこのとき、握にぎった拳こぶしが震えるって経験を、初めてした。

「なんでわざわざこの世界を台無しにするんだよ。それも……この世界を作ってる、運営側の人間が。なんか……それが悲しくて、許せなくて」

「……シュウ」

　エレナは一度目を伏ふせた後、あらためてこちらを見る。俺はその目を見返す。

「そうだったわね。ごめん、私が初心を忘れるとこだったわ」

「エレナ」

「現実ばっか見てると、衝しよう動どうを見失うからよくないわね！」

　エレナの目が、変わった。瞳ひとみに宿す光が強くなった。

「シュウ。『俺はここに来れてよかった』──そう言ってくれて、嬉うれしいわ。だって」

　彼女は笑った。

「私、やっぱりここが好き」

　それは、俺を連れてきた時に、彼女が言った言葉。

「うん。俺もだ」

「ふふ。……だから、もう一度言うわ」

　エレナは仰ぎよう々ぎようしく手を前に出して、指を一本立てた。




「私と一いつ緒しよに──『この世界ゲーム』をひっくり返さない？」




　俺にもようやく、その意味がわかった。彼女が相手にするもの。それは。

「くだらない襲しゆう撃げきをする連中も。ゴルロワも。そいつらから金を受け取るような運営も。全部全部。私は……悪を叩たたき潰つぶす。最高のゲームを取り戻もどして、もう一度最高にする」

　エレナの綺き麗れいな瞳に、意志がみなぎっているのを感じる。

「いずれやるつもりだったもの、それが明日になっただけよね」

「ああ。やろう」

　俺はうなずいた。

「エレナ、俺を……勝たせてくれ。最強に、してくれるんだろ？」

「そういえば、そう言って誘さそったんだったわね。私は──」

　彼女は確かめるように言った。

「あなたに力を与あたえる、女め神がみ様なんだから」




　──そうして俺たちは覚かく悟ごを決めた。

　決戦は、明日。








Interlude　世界の裏側、あるいはその頂点で









　シュウたちが決意を固めた地下アジトから、少し離はなれた場所。

　K.T.Oキルタイムの世界でも最大の都市部、その中心街。

　そこにひときわ高くそびえるビルがある。

　人々はそこを「金きん獅じ子し城」と呼んだ。

　城とはいうものの、あくまでここは巨きよ大だいビル。

　しかしそこが、ある男の支配する城のようなものであることを、誰だれもが知っていた。




　──『金獅子』ゴルロワ。




　元アリーナ一位の戦神ストライカーにして、今はスキル販はん売ばい会社の社長。

　……というのが、表の顔。

　その裏で行われていることを、知っている者はほぼいない。

「……ククッ、ククク」

　階下を見み渡わたす吹ふき抜ぬけのバルコニーで、その男は笑いを漏もらす。

　長身のスーツ姿。K.T.Oキルタイムの誰もが知る憧れの有名人。

　しかし今、彼の表情……その歪ゆがんだ笑えみだけが、人々の知るものと違ちがう。

「──笑いにも、種類があるんですね」

　コツ、と靴くつの音がした。

　ゴルロワの後ろから話しかけた男がいた。

「シルバか」

「すみません、戻りが遅おそくなりまして」

　話しかけた青い目の男──シルバは、適当に形ばかり頭を下げる。

「笑いの種類とは、どういう意味だ？」

「いや、レアなもん見たなと思いまして」

　ゴルロワの問いに、シルバはニヤニヤと返した。

「いつも、皆みなさんの前で貼はり付けてる笑みと違うでしょ、その『ククク』は」

　その飄ひよう々ひようとした態度に──ゴルロワの目が鋭するどくなる。

「悪いね。私は本来、あまり品が良くないんだよ。成り上がり者なんでな」

「なるほど」

　ゴルロワは、視線を階下に向けたまま動かさない。

　階下の広間では──戦せん闘とうが行われていた。一対一の。

　そこは、あの「アリーナ」を模した空間だった。ビルの中とは思えぬ造りだ。

「また賭かけ試合ですか」

　シルバが再び口を開く。

「そのまま賭け試合、と呼ぶと品がないのでね。私は『真剣勝負シリアスフアイト』と呼んでいる」

「……アナタは品がないんじゃなかったので？」

「表向きは、品があることにしてる」

「左様で。楽しいですか？」

「クク、ク……そりゃあ楽しいさ」

　ゴルロワは歪んだ笑みをこぼした。

「彼らは人生を賭けてるんだ。クハハハ、負けたらＢＡＮだぞ、ＢＡＮ！　ゲームの中でしか金を稼かせげない、それしか能のない戦神ストライカーが、世界ゲームを追い出されるんだ。そりゃア必死にもなる。楽しいぞォ、無様でな。負けそうになるほど笑える動きをする！」

「……なるほど、そいつは品がない」
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「あァ？」

　愉ゆ快かいそうに笑っていたゴルロワは、その瞬しゆん間かん、一変して後ろを振ふり向いた。

「人に言われると腹が立つモンだな。なァ、シルバ。お前、任務失敗しておいてよくそんな口がきけるなァ？　『不可視の天使インビジブル』はどうしたんだ」

「報告は上がってるでしょう。厄やつ介かいなガキがいたんですよ」

「そういう邪じや魔ま者ものを倒たおすために大金でお前を雇やとってるんだろうが。仕事しろよ、なァ」

「……俺でも倒せないレベルの厄介なガキが、いたってことです」

　シルバは馬ば鹿か正直だった。ゴルロワはそれを不服そうに睨にらむ。

　ゴルロワは一度息を吐はいて自らを落ち着かせ、会話を続けた。

「──それで私が納なつ得とくすると思っているのか」

「言い訳のネタがないもんで。素す直なおに話してみました」

「お前のそういうところは嫌きらいだよ。次、下で私と戦ってみるか？　なァ」

「そりゃあ勘かん弁べんしてくださいよ」

　シルバが一歩下がった。

　彼は──現アリーナ三位の強者は、当然のように言い切った。

「勝ち目がゼロですから」

「わかってるじゃないか」

　ゴルロワが頷うなずいた。シルバは肩かたをすくめる。

「で。そいつらはここへ来るのか？」

「はい。たぶん明日にでも」

　話題が移った。彼らは「厄介なガキ」がここへ来ると認にん識しきしていた。

「ルカのやつが逃にげそびれまして。この部屋の場所がバレます」

「まったく、ギフトのデータ以外は役に立たない愚ぐ図ずだったな」

「すみません、俺の不ふ手て際ぎわですな」

「ああ、その通りだ。だから」

　ゴルロワは階下へ視線を戻し、シルバに背を向けた。

「ガキどもはお前で始末しろ。ここまで来させるな。私の手を煩わずらわせるなよ」

「……承うけたまわりました」

「とりあえず『ダウン』させておけ。人をＢＡＮするのは楽しいが、そのたびに運営のジジイに頭を下げるのは耐たえられん。あと二日もすれば、私自らＢＡＮしてやろう。クハハ、第一号だ！」

「楽しそうでいいですねえ」

　言いながら、シルバはバルコニーを後にした。

　金かね払ばらいが良いからと雇われたが、やはりこの雇い主は趣しゆ味みがよくない。

「参ったねえ。俺より強いガキがいるってのに」

　シルバはビル下層へ向かいながら、どうやってシュウを迎むかえ撃うつか考えていた。








Page.6　決戦を遊ぶ









「ここが……金獅子城」

　俺とエレナ、アリサ、そしてルカの四人は、都市部の巨大なビルの前にきていた。

　目の前で見ると、想像していたより遥はるかにでかい。

「このビルがゴルロワのオフィス……ってのは知られてるのよ。問題は、警備も厳重で、中も迷めい路ろって言われてること。ゴルロワに面会にきた人間が、帰り道がわからなかったっていうくらいなのよ？」

　エレナが慎しん重ちようにあたりを見回しながら言う。「エレナ」とバレないよう、丈たけの長いローブを着た変装姿だ。

「だから、このビルはわかっても、奴やつの居場所はわからない……ずっとそうだったんですのよ！」

　アリサが強調した。ゴルロワは、なかなか用心深い相手のようだ。

「大だい丈じよう夫ぶっす！」

　が、ぴょこんと立った小こ柄がらな少女が、どんと胸を叩たたいた。ルカだ。

「あたしたちは……ゴルロワさん……じゃないや、あんな奴、もう『さん』じゃないので、ゴルロワの！　部屋までのルートに目印があるのを、教わってるっすから」

　たった一晩で、ルカはすっかり俺たちの味方になってくれた。

　元々ゴルロワのやり方が嫌いやだったのもあるんだろうけど。

　臆おく病びようさが目立ってた昨日と比べて、彼女の本来の明るさみたいなものが見えてきて、ちょっと嬉うれしい。

「とりあえず、最初は正面のエントランスから入って大丈夫っす。隠かくしエレベーターにご案内しますんで」

「そっか。ありがとう」

　俺はルカに続いて歩きながら、聞いてみる。

「ルカがやる気出してくれて、本当によかったよ。昨日の今日だしさ」

「いえいえ！　シュウさんは仲間に入れてくれた恩人っすから」

「恐こわく……ない？　何しろ相手はあのゴルロワだからね……」

「へ？　そそそそそりゃもう、よよよよ余よ裕ゆうっす！」

　怖こわいかと聞かれた途と端たん、ルカの口調がガッタガタになった。

　あー……我が慢まんしてただけか。まあ、そりゃそうだよね。

「ままままま負けないですよねシュウさん!?　負けないでくださいね!?」

「ま、まあ頑がん張ばるよ……。ゴルロワは許せないし」

「でででで出来れば二秒くらいでお願いしたいっす！　長引くと心臓がもたないので！」

「に、二秒は苦しいかなあ……!!」

　俺は苦く笑しようした。うーん、この子を安心させてあげたいけど……。

「ちょっと、シュウ」

　俺がどうしたものかと首をひねっていると、エレナが肩をつついてきた。

「ごめん、突とつ入にゆうする前にひとつ、伝えておくことがあるの。……あなただけにね。ちょっと離はなれたとこで、いい？」

「あ、ああ」

　俺はエレナに言われるがままにその場を離れる。ルカはブルブルと震ふるえ、アリサに抱だき着こうとして、引きはがされていた。

　が、頑張らないとなあ……。




　そうして、すべての準備を整え。

　俺たちは、やや緊きん張ちようしつつ金きん獅じ子し城のエントランスロビーへ進入した。

　ここは一いつ般ぱん人も訪おとずれるエリアだ。まだ安心である。




　……はずだったのだが。




「……？」

　まず、エレナが違い和わ感かんに気づいた。

「おかしい、ですわね」

　アリサも同調した。

「えっ？　あれ……いつもと……」

　ルカが疑問を呈ていする。最後に、俺がその違和感を言葉にした。

「静かすぎる」

　誰だれもいない。

　ここは普ふ段だんなら多くの人が往来する場所のはずだ。不自然すぎる。

　だだっ広いロビーに、しんとした空気。

　不気味にもほどがある。俺はあたりを見回す。

　──空気の、動く感かん触しよくがする。

「…………っ!?」

　俺は咄とつ嗟さにガードした。防ぼう御ぎよが、必要だった。

　鋭するどい蹴けりが上空から襲おそい来た。

　バカな……どこから？　上を見る。天てん井じようからか！

　ドッ、と鈍にぶい音。同時に蹴りの主が口を開く。

「……あーあ」

　どこか気の抜ぬけた、残念そうな声。

「今ので仕留められれば、楽だったのにねえ」

　エレナたちが急いで身構える。

　襲しゆう撃げき者はそれに応こたえる様子もなく、やれやれと頭を掻かいた。

　相変わらず、飄ひよう々ひようとして雰ふん囲い気きが読めない。

　俺は相手の名を呼んだ。

「──シルバ」

「どうも」

　奇き襲しゆうに失敗しても表情の崩くずれる様子がない現・三位の戦神ストライカーは、うっすらと笑いながら着地した。

「完全な不意打ちの、最初の一発で、一番やっかいな奴を潰つぶす──完かん璧ぺきな作戦だと思ったんだけどな」

「あまりに静かすぎたんで、ギリギリ警けい戒かいできたよ」

「あー、一般人を排はい除じよしたのがマズかったと。ま、反省は今後に活いかそうかね」

「……俺たちが来るのが、わかってたっていうのか」

「そのくらいの想像力は働かせないと、悪の組織ってのは務まらねぇもんで」

「……っ」

　こいつ、自分を悪の組織と言い切った。

　自じ虐ぎやくだろうか。自分のやってることが悪いと知っているのだ。

「悪事とわかった上で……あんな暴力を命令してるのか」

「まあ常識的に考えれば、悪いよな。キミタチも『悪』って言ってただろ？」

「じゃあなんで、そんなことを……！」

「いいねえ、善悪に素す直なおで。おじさん羨うらやましくなっちまうな。正義の味方かい」

　言いながら、シルバは後ろに飛びのいて距きよ離りをとる。

「正義なんかじゃ、ないよ」

　俺はまっすぐ対たい峙じして言った。

　エレナの言葉を思い出す。

　──「『正義』なんてものがいるかは、わからないわ。多分いないかも」

　──「でも『悪』はいる。本当にいるの」

「俺は……俺たちは」

　今ならわかるよ、エレナ。こいつらに心の底から怒いかりを覚えた今なら。

「ゲームから『楽しさ』を奪うばう奴を。許せない奴を、ぶっ倒たおしにきただけだ」

　シルバを睨にらむ。ぴり、と空気が震える。

「……シュウ」

　後ろから、エレナのつぶやく声がした。

　彼女はうつむいて、ローブの下の口元だけですこし笑っていた。

　なんだろう、ちょっと嬉しそうだ。

「…………ふむ」

　対して、シルバは。

　睨む俺から視線をはずした。響ひびいたのか、響かないのか。

　男は首だけで後ろを向いた。そして、その方向へ呼びかけた。

「だ、そうです」

　ん……？　誰かいるのか？

　このエントランスロビーは吹ふき抜けになっていて、二階からも俺たちの場所が見下ろせる。その二階に、人ひと影かげが立った。

　人影は威い圧あつ的に言った。

「くだらん。それ以外に感想はない」

　見たことのある顔だった。画面越ごしには何度も見た有名人。

　ルカがびくりと震えた。アリサが険しい顔でモップを構える。

　そしてエレナが、怒りをあらわにして相手の名を呼んだ。

「ゴルロワ…………!!」

「まったく、わざわざ見に来るんじゃなかった」

　その男……ゴルロワは、不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめた。

　いつもの、大衆に向けた笑え顔がおとは明らかに違ちがう。隠す気もないようだった。

「一発でそのガキがくたばったらスカッとするかと思って、貴重な時間を割さいたんだろうが。なァシルバ」

「すみませんね。ホントに強いんですよ、そいつ」

「言い訳は聞かん。お前は今の奇襲で結果が出せなかった、それが事実だ」

　ゴルロワはあきれたように吐はき捨てる。

　そこへエレナが、我慢できないというように叫さけんだ。

「ゴルロワ！　あなた、自分のしてることがわかってるの!?　自分が一位にまでなったゲームを、自分で壊こわすようなマネをして……！」

「フン」

　が、この男はまるで興味がなさそうに一いつ蹴しゆうする。

「弱者の泣き言は聞き飽あきた」

「こ……の……！」

「シルバ、後はうまくやれ」

　この野や郎ろう……エレナには取り合わず、命令だけを下している。

「はいはい」

　シルバが答えた。戦うつもりか？

　俺は目の前の男に視線を戻もどした。シルバが腕うでを前に出す。俺は警戒を強める。

　視界の端はしで、何かがキラリと光る。

　──え？

　ヒュオ、と風が切り裂さかれる音を俺は聞いた。

　遅おくれて、それが矢であることを、なんとか動体視力でとらえる。

　考える暇ひまはなかった。普ふ通つうのスピードではこの矢に対処できない！

　俺はギフトを発動する。




　──「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．１〈コンセントレイト〉




　時の流れが遅おそくなる。ようやく、俺は飛来する矢をしっかり視た。

　その軌き道どうは、俺を目指していない。狙ねらいは……！

「──エレナ!!」

　俺は叫び、ギリギリで矢を叩たたき落とした。キィン、と硬こう質しつな音が床ゆかを跳はねる。

　そして即そく座ざにギフトを解除。使いすぎはよくないと、俺は経験から学びつつあった。特に今日は、ゴルロワを相手にするまで万ばん全ぜんな状態で戦い続けなければならない。

「シュウ！　……ありがと」

　狙われたエレナが礼を言う。だが応えている暇はない。

　矢を放ったのはシルバではない。ゴルロワでもない。

　ザザ、と音がして、ロビーに新手の戦神ストライカーが三人、現れた。

　シルバが笑う。

「これで四対四、かな？」

「くそっ……なんで、あんなのに従う奴やつがこんなにいるんだ……！」

　俺が吐き捨てると、上からクハハ、と笑い声がした。

　ゴルロワ。ますます歪んだ笑みを浮うかべて、見下ろしている。

「そいつらは『負け犬』だからなァ。人生を賭かけた『真剣勝負シリアスフアイト』に負けたんだ。本来ならＢＡＮを待つだけの身だが……」

「『真剣勝負シリアスフアイト』……？」

　聞き慣れない単語だ。賭け、だって？

「まだそんな、汚きたない遊びをしてたのね……！」

　エレナがそれに反応した。

「金をエサにして、人の人生を食い物にして！」

「チッ。キャンキャンと五う月る蠅さい。技術は欲ほしいが口はいらないな」

　やはりゴルロワはエレナを相手にせず、下の三人に呼び掛かける。

「『天使』を連れてこい！　他はいらん。成功したらＢＡＮは考え直してやるかもしれないぞ！　せいぜいもがいてみろ！　ハハ、ハハハハハ！」

「なっ……！」

　ゴルロワが笑う。命令された三人は無言で、俺たちを囲むように動く。

　まるで自分の意思などないかのように。

　他に選せん択たく肢しなどないかのように。

「そういうことだ。まあ俺たちと遊んでもらいますよ」

　シルバが構えたまま言った。

　ゴルロワは背を向けて去っていく。俺たちは、あいつに興味を持たせることすらできない……！

「……どけよ」

「無理ですな」

　短い会話。結果は決けつ裂れつ。シルバはあくまで命令に忠実だった。

　ここは戦って、押し通るしかない！

　俺も構える。アリサやルカも戦せん闘とう態勢に入った。

　──シルバは四対四と言ったが、実際は違う。

　エレナはぎゅっと、悔くやしそうにローブの端を握にぎった。

　体調の問題がある。彼女を戦わせるわけにはいかない。

　かといって、それを相手に悟さとらせるわけにもいかない。

　エレナを集中的に狙われるのが一番まずい。

　だから、俺が前に出る。

「いくぞ」

　ざわ、と空気が波立つ。その場の全員が殺気を交かわし合う。

「一気に決める……！」

　俺たちは。ここに突とつ入にゆうする前、作戦を決めていた。

　戦いになった時、どう動くか。

　エレナは戦えない。敵にはシルバという、飛びぬけた強者がいる。さらに、その他に何人いるかもわからない。

　その状じよう況きようで最も早く確実に勝つには、どうすればいいか。

　まだ出会って日も浅いメンバーだけど……それぞれの力を活かす戦い方というものは、ある。

「覚かく悟ごしろ！」

　まず、俺がシルバに仕掛ける。

　アリサやルカは、シルバと一対一では戦えない。「シルバとは、シュウおれが戦う」。合理的で妥だ当とうな選択だ。確実に勝つために、俺たちは安定択を選んだ。

　……と、そう思わせる。

　俺はシルバの間合いに入る直前で真横に飛びのく。

「……何？」

　シルバが目をみはる。さすがに予想できなかっただろ？

　飛びのいた俺の後ろには──笛を咥くわえたアリサがいる！

「エレナ様を……怒おこらせましたわね」

　ピ。ピ。ピ。

　笛の音とともに……五本、十本、二十本。モップが増ぞう殖しよくしていく！

「覚えておきなさい。エレナ様の笑顔を奪う奴は……」

　増え続けたモップは、広いロビーを埋うめ尽つくす大波となり……。

「ブッッッ潰つぶされる運命だということを!!」

　一気に、シルバへと襲おそいかかる！

　アリサ必殺の大おお技わざ、〈アトミック・スイープ〉！

「しま……ッ」
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　シルバがガードする。

　残念ながら、完全に倒たおせてはいない。前回もそうだった。

　でも。

　敵の中で一番強いシルバも、この技を受けるとしばらく動けない。前回もそうだった！

「か、感謝しますわ……シュウ。こいつには一いつ矢し報むくいたかったんですの」

「うん、ありがとう……今のうちだな」

　俺は後ろを振ふり返る。シルバ以外の三人が既すでに動き出している。

　だが問題ない。俺はここでギフトを再び発動する。〈コンセントレイト〉。

　時の流れが鈍どん化かする。

　そしてこの三人の──未来を、視みる！

　一人目は槍やり使いだった。リーチを活いかして、俺に向かって連続の突つきを繰くり出す未来が視える。

　ならば……俺は先手を打ってその槍を蹴ける。槍の穂ほ先さきの向きが変わる。

　次、二人目はこちらに両手を向けたまま狙いを定めている。

　そこから俺は、ビームのようなものが放たれる未来を予知した。そういうギフトは多い。十分ありうる。

　いいだろう。俺は跳とびあがってビームの射線をはずれ、ついでにそいつの肩かたを強く押す。

　そして三人目。剣けん士し……に見えるが、剣を片手で大きく振りかぶる動作をしている。これは……剣を、投げるつもりだ。意表を突いている。

　わかった。俺は剣士の手首を掴つかみ、やはり向きを変えた。

　そして……少し離はなれて着地！　すると。

「──うわあッ!?」

「ぐァッ！」

「ぎゃあ!!」

　重なる三つの悲鳴。

　一人目の槍が二人目を刺さし、二人目のビームが三人目を焼き、三人目の投げた剣は一人目を貫つらぬいていた。完全な同士討うち！　うまくいった！

「お……の……れェ!!」

　が、三人目がこれで終わらなかった。一人目を貫いた剣がそのまま飛行し、ぐるりと向きを変えてこちらに迫せまる。

　手から離れた剣を操作するギフトか!!

　俺もさすがに、相手のギフトまで完全に予想できるわけじゃない。

　K.T.Oキルタイムにはそれだけ多様なギフトがある。人の数だけスタイルがある。

　ああ、だからこそ、俺は、こんな時でも思うのだ。

　やっぱりこのゲーム、よくできてるなあ!!

「意表を突かれた……でも、視える！」

　まだ『神々の時計クロノスワークス』は動いている。俺は飛んできた剣をつかみ取り、一気に持ち主に接近すると、思い切り刺した。

「嘘うそだ……速すぎ……る!!」

　そうして三人目も、倒れた。

　作戦通り。シルバの足止めをしている間に、他を片付けた！

　これだけでもぐっと楽になる。後はシルバを──

「待てよ」

　だが。ここで俺は強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚えた。

　矢。

　最初に飛んできたのは矢だ。今、矢を使う敵はいなかった！

　そう思うのと同時だった。また視界の端はしで、キラリと何かが光る。

「──あぶなっっ」

　猛もうスピードの矢をギリギリでかわす。射手は……二階か！

　敵はもう一人いたのだ。

「……シルバめ。五人いるじゃないか」

　四対四。その言葉自体が偽いつわりだった。シルバの話術による罠わな。

　つくづく油断できない男だ。ギフト発動中でなければ、やられていたかもしれない。

　俺は壁かべを蹴って二階まで跳びあがり、弓矢を構えていた敵を蹴り飛ばして黙だまらせた。

　そしてすぐさま、一階へ飛び降りる！

　ちょうど、タイムリミットだった。

「……本当に、やるじゃないか」

　モップの大波を捌さばいたシルバが、自由の身になって動き出していた。

「嘘つきめ」

「策略家と呼んでくれよ」

　そして俺とシルバは、ぶつかり合った。

　やはりシルバの動きは読めない。予兆なく、いきなり繰り出される右ストレート、左中段蹴り、連続して左ローキック。俺はガードするしかない。

　でも……俺だって、『神の眼め』を抜ぬきにしても、〈コンセントレイト〉なら二倍の動きができるんだ。

　加えて、二倍の速度が生み出すのは、二倍を超こえた破は壊かい力。ほとんどの戦いを俺や、かつてのエレナが一いち撃げきで決めていた理由がこれだ。

　俺は左フック、からの、回転して右の裏うら拳けんを出す。ヒット！

「どうだ！」

「まったく……強くて……嫌いやになる」

　……倒れて、いない。途と切ぎれない格闘の応おう酬しゆう。

　強い。本当に強い。シルバ……アリーナ三位、昨日まで雲の上だった戦神ストライカー。

　できれば、アリーナで……正々堂々戦いたかった。

「でも」

　今日は、試合ではないから。

　こちらとしても負けるわけにいかない、いわば戦争だから。

　この戦い方を、許してほしい。

　──バチィッ。

「が……ッ!?　これは」

　格闘戦の中、不意に交じった一撃。それはシルバの背後から襲い来た。

　電撃をまとった召しよう喚かん獣じゆう──その名は「ビッちゃん」。

「ルカ……！　お前……ッ」

　その少女は、何もしていないわけではなかった。臆おく病びように震ふるえているふりをして、この時を待っていた。

　ルカは強い目でシルバを睨にらみ、言った。

「よ、よくも、今までいいように使ってくれたっすね……」

「ハハハ、まさかの展開だな……！」

「も……もももう、お前たちなんか恐こわくない……恐くないんだ！　強い味方ができたから」

「おいおい……どうやって、そんな強気になったんだ？」

「シュウさんたちは……お前と違ちがう。あたしを見捨てないで拾ってくれたし……恐きよう怖ふで従わせようとしない。だから、あたしも恐い時より、強くなるんだ！」

　ルカが叫さけびながら、ビッちゃんでさらに追撃。

　予想外の攻こう撃げきで、シルバの体勢が崩くずれる。隙すきができる。

　今なら……俺の、渾こん身しんの一撃が入る！

「シルバ。……次は、一対一でやろう。お互たがい、ウソも騙だましも無しでさ」

　俺は全力の拳こぶしを、シルバの脇わき腹ばらに叩たたき込んだ。

　シルバは……、

「……勘かん弁べんしてくれ。勝てる気がしないよ」

　まだ倒れていなかった。

　今のでも、ダウンまで持っていけなかったっていうのか!?

　自分の拳を見る。確実にボディを狙ねらったはずなのに、わずかに拳一個ぶん、急所をズラされている。

「だから、もう逃にげよう」

　シルバが向きを変えて駆かけ出す。

　直前まであんなに激しく打ち合っていたのに、もう綺き麗れいさっぱり戦意を失ったかのように。あまりの急な方向転てん換かんに、さすがに俺も反応が遅おくれる。

「ゴルロワさんが怖こわいからな、俺はしばらく姿をくらます」

「ま……待て！」

「じゃあな、勇ゆう敢かんな少年たち。本当に君らが世界を変えられるのか興味はあるけど……できれば、もう会いたくないな」

　そう言い残すと、シルバは近場の窓を叩き割って、建物の外へ飛び出した。

　本当に──逃げた。

　奴やつは本気を出していたのか？

　出していなかったのか？

　何を思ってゴルロワに従い、そのうえで、雇やとい主を捨ててあっさり逃げたのか？

　いったい──何が目的なのか。

　結局何ひとつわからないまま、シルバは俺たちの前から姿を消した。




　シルバたちを退け、エントランスロビーを制した俺たちは小休止を取った。

「不可解な決着だったかもしれないけど……大だい丈じよう夫ぶ。こちらは誰だれも欠けずに、敵を減らしてる。順調と言っていいわ」

　エレナは俺たちを落ち着かせるように言った。

　まあ……確かにその通りだ。結果だけ見れば何もかも上手うまくいっている。

　あるいは、このちょっとモヤモヤした感じを俺たちに残すのも、シルバの狙いだったのかもしれない。

　ならばそれに乗ってやる必要はない。

「本当に、ごめんね……みんな」

　エレナが少し、申し訳なさそうに目を伏ふせる。

「い、今さら何言ってんだよ」

「私も戦えたら、と思うと……どうしても、もどかしくて」

　確かに、彼女の言うことはわかる。『不可視の天使インビジブル』本人が戦えれば、戦力的にはだいぶ違ってくる。

　加えて、エレナは……かつてアリーナで大暴れした経験をもつ戦神ストライカーとしては、自らの手で敵を倒たおせないのが悔くやしくてしょうがないのだろう。

「本来なら、私が──」

「そんな！」

　しかしその言葉を、アリサが遮さえぎった。

「エレナ様のご体調より大事なものなんて、この世に存在するワケありゃませんの!!」

「もー。アリサ、また呂ろ律れつ回ってないわよ。──それにね」

　情じよう緒ちよが壊こわれはじめたアリサの頭を撫なでて落ち着かせつつ、エレナは続けた。

「足手まといだもん、今の私……。正直、困るじゃない？　戦えないくせに口ばっかうるさい役立たずがパーティにいるのってさ」

「え、エレナ様！　そんなこと……！」

「あるわよ。わかってるもん。もちろん、今さら帰るなんて言わないわよ？　ただ……ごめんって。それだけは言っとかなきゃいけないから」

　それは確かに、一面の事実。彼女は直接戦せん闘とうの頭数として数えることができない。

　しかし……。

「……エレナ」

　俺は気が付くと声を出していた。どうしても言いたくなってしまった。

　役立たずってのは違うんじゃない？　と。

「エレナって……」

「ん？　なに、シュウ」

　エレナは狙われるばかりで、今は反撃もできず、戦闘に物理的に参加はできない。

　でも、絶対に役に立ってる！　意味がある！

　そういう意味のことが言いたくて、俺の次のセリフは……こんな言葉になってしまった。

「戦略シミュレーションとか、やったことある？」

「──は？」

　ああー。一いつ瞬しゆんでエレナが困こん惑わくの表情になった。

　ごめんなさい下手なんですよ会話が。

　でも走り出してしまった会話は、最後まで続ける以外にない。

「いやまあ、兵士とか魔ま術じゆつ師しとかを配置して戦う、将しよう棋ぎみたいなゲームがあるんだけどね」

「そ……それが？」

「そこに……『王』とか『王女』とか、そういうユニットがあるんだ」

　もう、なんでこんな例えしか出てこないかなあ、と自分で思う。

　オタク丸出し。でも、俺にはこれしか出てこないし、この例えはピッタリだと思った。

「それらはね、直接は戦わないんだよ。攻撃も防ぼう御ぎよもあんま強くない。でも……」

「でも？」

「いるだけで、味方が強くなるんだ。生存してるだけで、味方全体にステータスアップのバフがかかったりする」

「シュウ……あのね」

　エレナはよくわからないというふうに頭を押さえた。

「K.T.Oキルタイムにそんなシステム、ないでしょ」

「ないよ。ないけど……」

　そうだ。これはゲームシステムの話じゃない。俺が言いたいのは、あくまで。

「でも、人間にはそういうのがある」

「……えっ」

「ねえ、アリサ」

　俺はアリサにも聞いてみた。

「一人で戦う時と、エレナと一いつ緒しよに戦う時、どっちのほうが強くなれる気がする？」

「もっちろん！　わたくしはエレナ様を守る時こそ最強ですわ！」

「でしょ？　……ルカもさ」

「え？　あたしっすか？」

「シルバの下で怯おびえてた時と、今。どっちのほうが良く動ける？」

「そりゃもう今っすよ！　間違いないですね！」

「……そういうことなんだ」

　あらためてエレナを見る。彼女もうすうす、わかってきてくれたかもしれない。

「K.T.Oキルタイムは凄すごいゲームだから、リアルに『人間』が反映される。だから、人間が強くなることをすれば──モチベとか集中力とか、見えないものが変わってくる」

「そんな大げさな……」

「ゲームの中のことだけ強くなっても、勝つのって案外難しいんだよね」

「…………」

「一言でいうと──このチームの『士気』。それはエレナが持ってるんだ」

「士気……」

「だって……『悪』を、ゴルロワを潰つぶしたいっていうこのチームの『動機』は、エレナから始まったんだから。だからさ──」

　俺はあらためてエレナを見た。

「倒そう、ゴルロワを……俺たちで。一緒に」

「シュウ」

　エレナは少しの間、感動したように聞き入ってから……。

「何よ……もう！　私を差し置いていいコト言っちゃってさ！」

　気合を入れなおすようにパチーンと、己おのれの頬ほおを叩いた。

「言われなくたって、やってやるわよ！」

「うん」

　俺はうなずいた。自信に満ちた「女め神がみ様」の顔が戻もどっていた。

「さあ、行くわよみんな！」

　エレナは戦えないにもかかわらず、先頭をきって歩き出した。

　それは本来ならば愚ぐ策さく。狙われたらおしまいだ。

　だが、彼女に危機が迫せまれば、俺が絶対に助ける。だから問題ない。

　何よりも──やっぱり我が軍のリーダーには、先そ頭こが似合う。




　そうして俺たちは、ゴルロワの待つ上層階へと出発した。

「本当に……もう、あんなカッコ……いいこと……平然と……」

　先頭を行くエレナは、妙みように早足だった。

　何かぶつぶつとつぶやいている。なんだろう。体調は大丈夫だと思うけど。

「…………」

　それを見て、俺の隣となりを歩くアリサがわずかに眉まゆをひそめた。

　こういう時に『神の眼め』の観察眼というのは少し面めん倒どうで、彼女が何か複雑な想おもいを抱かかえているというのが、わかってしまう。

　最終決戦を前にしてそれは、あまり良くない気もする。

　何か声をかけたほうがいいのかな……？　とはいえ俺が何を言える？

　そう考えていると、しかし、当のアリサのほうから話しかけてきた。

「……シュウ」

「え、なに」

「アナタは……凄いひとですわ」

「なに本当に急に!?」

「ゲームも強いし、頭もいい。真しん摯しでまじめで、エレナ様の目的に、すぐ共感できる善人で……さっきも、わたくしに一番のタイミングを指示してくれて」

「そ、そんなに言われるとむずがゆいんですが」

「…………」

　アリサの表情は変わらない。俺のことを褒ほめながら、何か不服なことがある顔。

「……シュウは」

「ん？」

「エレナ様『ご本人』に会ってるんですのよね」

「う、うん。K.T.Oキルタイムに誘さそわれた時に」

「う……うらやましい!!　わたくしですら、お会いしたことないのに……！」

「え……アリサはないの!?」

　ちょっと意外だった。エレナの最側近のような態度してたから、てっきり現実でも友達か何かかと。

　まあ、俺の時はゲーム外にいた俺を誘うために現れたんだから、他ほかに手段もなかっただろう。普ふ通つうにゲームのチームメイトとは、ゲーム内での付き合いなんだな。

「ねえ……その……どうだった？　エレナ様」

「ど、どうって？」

「美しかったかって聞いてるんですのよ！」

「ええっ」

　そんなことを聞かれるとは思わなかった。

「その……本当は、こんなこと聞くのはマナー違い反はんだって、わかってますのよ。でも……でも……」

「う、うーん……」

　アリサが葛かつ藤とうしている横で、思い出す。俺の前に現れた女の子、天てん堂どう絵え礼れ奈な。

　第一印象はこうだった。

　──「今まで生きてきて、こんな美人と会話したことはない」

「その、うん。そりゃもう、見たことないくらいすごい美人だった……よ」

　なんかちょっと恥はずかしくなりながら、一応俺は正直に教えてあげた。

「ううッ、やっぱり。さすがエレナ様……！」

　アリサは一瞬だけなんだか恍こう惚こつとした顔になりつつ、すぐに考え込むような仕草に戻った。複雑な表情だ。

　でも、その後、すっと表情が戻った。顔から不服さが消えていた。

　彼女は言った。

「……シュウ。わたくしは」

「な、何でしょう」

「離はなれませんからね。エレナ様からも……あなたからも」

「え？　それはどういう……」

「仮にエレナ様とあなたが一緒にいても！　わたくしも……そこにいますから。そこに、いたいから！　それしか、全員が幸せになる道はないんですの！」

「ん？　し？　幸せ？」

「はい、この話はおしまいですわ！」

「な、何なの本当に!?」

　アリサは勝手に会話を打ち切ると、そこからは何もしゃべらなかった。

　なんだかちょっと気になるけど、聞く勇気なんかあるわけないので、俺は黙だまっておくことにした。




　ルカに案内された隠かくしエレベーターに乗り、オフィス階から隔かく離りされた、金きん獅じ子し城の最上部へと向かう。

　エレベーターを出た俺たちを迎むかえたのは、高級感のある黒くろ塗ぬりの廊ろう下かだった。

　今さらだが、K.T.Oキルタイムではゲーム内の通貨でゲーム内の土地を買うこともできるし、そこに好きな建物を建てることもできる。エレナたちのレストランのように。

　もちろん建物の中はエディット機能で好きに変えられるし、当たり前だけど工事費や時間なんかもかからない。模様替がえも何度でもやりたい放題。ゲームだからね。

　だから、そういうのが好きなプレイヤーは内装にもこだわる。今までのゲームにあったマイルーム機能の超ちようすごいやつみたいなものだし。

　……とはいえ。

　こんな、黒光りするメタリックに金色の模様が入った壁かべ紙がみというのは見たことがない。たぶんデザイナーに発注して、オリジナルで制作したのだろう。いくらするんだ？

　それだけでも、ゴルロワという男の実績と財力の格が違ちがうことがわかる。

　アリーナ一位という時点で、かなりの額は手に入るだろう。なにしろ戦神ストライカーのトップだ（たぶんエレナもけっこうもらってる）。

　だが奴やつはその地位を捨てて、ゲーム内の会社経営に専念するためといって、アリーナから退いた。このビルも表向きはその会社のオフィスだ。

　誰だれもがうらやむ、しかし批判する余地のない、まっとうで完かん璧ぺきな成功者。

　それがゴルロワだった。そういうイメージを奴は作り上げていた。

　その裏で、暴力を使って汚きたない金を集めていたなんて、誰も知らない。

　──だから、ここで止める。俺たちが止める。

「こっちっす！　もう近いっすよ！」

　ルカは迷いなく進んでいく。

　決戦の時は近い。俺は緊きん張ちようを高める。

　あのシルバが、明らかに「格上」として語っていたゴルロワ。俺はそいつに勝たなくちゃいけない。

「この六十六階に、ゴルロワの『第七社長室』があるっす……一から十まである社長室のほとんどはフェイクだったり、『表』の商談でしか使わないけど……この『第七』こそが、奴の真の執しつ務む室っす」

　そ、そこまでしてるのか……。まったく半はん端ぱじゃないことで。

「奴が『裏』の命令を下すのは『第七』だけ……だからたまたま攫さらわれた、あたしにも場所はわかるっす」

　ルカは、黒い壁に描えがかれた金色の模様を確かく認にんし、右に曲がった。

　迷めい路ろのような廊下だが、この模様に暗号が仕込まれているというのだ。

「さあ、あとはここをまっすぐ抜ぬければ……！」

「……いよいよか」

　拳こぶしを握にぎる。視線の先に、ひときわ大きなドアが見えてくる。

　何の文字もない、中の情報を何ひとつ示さない真っ黒な扉とびら。

「……開ける、ぞ？」

「…………うん」

　俺はエレナ、アリサ、ルカに目配せし、そのドアに手をかけ、そして押す。

　巨きよ大だいで、重い。その扉の重さだけが、この部屋の重要さを物語っていた。

　だがここへきて躊躇ためらう理由はない。

　俺はそのドアを押し切って、完全に開く──！

　その先に見えた、景色は……。




「──あれ？」




　疑問の声がした。ルカだった。

　ルカにとって予想外だった景色がそこにあった、ということ。

　つまりここは俺たちの目的の場所ではなかった、ということ。

　少なくとも──どう見ても社長室では、ない！

「う、うそ……違う、あたしが知ってる部屋と違うっす！　えっ、そんな」

「何だ？　何の部屋だ？」

　ルカがばたばたと大おお慌あわてする。俺はあたりを見回す。

　広い。それが第一印象だった。

　左右にも広いし、奥行きもある。天てん井じようも高い。三次元的に空間が広い。

　例えるなら、アリーナの闘とう技ぎ場くらいの広さは余よ裕ゆうである──。

「ああ……ここは、ここは……！」

　横で足を止めたルカには、思い当たる部屋があったらしい。

　彼女の臆おく病びようさが顔を出している。怖こわがるような場所、ってことか。

「……なるほど、ね」

　さらにエレナも、理解したようにうなずいた。

　……俺は、具体的なところはわからない。

　ただ、この部屋の景色からひとつ間違いなく言えることはあった。

　この部屋は──戦うための部屋であるということ。

「──ッハッハッハッハ！　クハハハハ……！」

　その時。部屋の上のほうから聞き覚えのある笑い声がした。

　その男の姿は、壁の高い位置にあるモニターに表示されていた。

　どこかからの中ちゆう継けいだろうか。高そうな椅い子すに深く腰こし掛かけ、優ゆう雅がにワイングラスを傾かたむけながら、耐たえられないといったように爆ばく笑しようしていた。

「……ゴルロワ!!」

　そう、現れたのは俺たちの目的。このビルの支配者。

「いや、すまん。平静を欠いたな。だが、どうしてこんなに楽しいんだろうなァ、愚おろかなバカどもが思い通りに動いてくれた時ってェのは！」

　ゴルロワは「表」で見せるような清せい廉れん潔けつ白ぱくなスマイルを完全に捨て去り、また俺たちに一階のロビーで見せたような冷れい徹てつな悪のリーダーの顔とも、さらに違う顔をしていた。

　それは……つまり……自分以外の弱者を見下す、邪じや気きに満ちた本音の顔。

「お前らシルバから聞いただろう!?　私はお前らが来ることを知っていたわけだよ。ルカには社長室の場所もバレてたワケだ。それで？　なんで私が？　何の対策もしないってコトになるんだか!!」

　支配者は手を叩たたいて嘲ちよう笑しようする。わざと俺たちの気持ちを逆さか撫なでするように……！

「全部教えてやろうか？　リフォームだよリフォーム、今まさに模様替えしたんだよ。このビルは私の所有物なんだから、壁だろうが部屋だろうが、私が好きにエディットできる。K.T.Oキルタイムのプレイヤーなら皆みな知ってることだろうが!?」

「……っでも！　中に人間プレイヤーがいる状態での建物のエディットは、危険だから禁止されてるハズですわ！」

　たまらず、アリサが言い返す。だがゴルロワにはまるで響ひびかない。

「ハッ、庶しよ民みんのルールは知らんなぁ。そんなプロテクトは、ウチのエンジニアなら余裕で外せるし……そもそも、リアルタイムで動く愚ぐ民みんどもが、壁に挟はさまって泣いたりしないように、ちゃあんと気にしてエディットできる人間が操作すれば何も問題ないわけだよ！」

　増長して早口になったゴルロワは一気に言った。

　しかし……信じがたい話だ。このビルの中で動く多数の人々を計算に入れながら、壁や部屋を動かして、思い通りの形に作り直す……。

　ヤツは、それをやったと言っている。

　とてつもない、明めい晰せきな頭脳だ。問題は、その性さがが悪であることだけ……！

「なァ、反論の余地もないだろう？　私が優すぐれていて、お前たちが劣おとっている。それだけが答えなのだから。結果こうして、君たちは私が来て欲しい、その部屋にやってきたわけだ！　お疲つかれさん！」

「この……ッ」

　言いたい放題のゴルロワに、何か言い返そうとする。

　だが……その瞬しゆん間かん。

　──ずしん。

　重々しい音とともに、この部屋に新たな者の姿が。

「グッヒッヒッヒッヒッ……グヒッグヒッ」

　ずしん。ずしん。

　人語の体ていをなさない声を発しながら、人の形をした巨大生物が現れた。

「な……んだこれは？」

「さあ、なんだったっけな。元の名前は忘れたよ」

　俺の問いに、ゴルロワは半ば興味がなさそうに返す。

「召しよう喚かん系のギフトってやつをイチから作ってみたくてな。ヒトの形と知能を持った召喚獣じゆうを作れれば……ついでにそれがデカければ、最強だろうと思ったんだが」

「なんだと……？」

「肉体は作れたが、知能のほうはイマイチだったな。だが、お前らを掃そう除じするには十分だ」

　ずしん。巨大生物はこちらを向いて止まる。

「コイツを暴れさせるために、愚かな貴様らにその広い部屋までご足労いただいたワケだ。私と戦えると思ったか？　ざぁんねん」

「グヒッ……グヒヒーーーーッ!!」

　謎なぞの召喚獣は太い両りよう腕うでを振ふり上げる。巨大な身体からだのあちこちは鎧よろいに覆おおわれており、攻こう撃げき力、防ぼう御ぎよ力ともに高いだろうことがわかる。

「う……ううっ」

　俺の横で、ルカがぷるぷると震ふるえ出した。臆病な彼女は恐きよう怖ふしている……。

　だけでは、なさそうだった。

「うッ……くそぉ、あたしは、あたしは……不ふ甲が斐いないっす……！」

　視みえる。震えながら、キッと強い目線を、画面のゴルロワに向ける彼女の心の中が。

　申し訳なさと、悔くやしさ。無力感。

　ゴルロワはそんなルカの様子を見ると、いっそう楽しそうに付け加える。

「ハハッハハハ。お前が泣くのか、ルカぁ！　ちょっと珍めずらしいギフトを持ってる以外は、あらゆる点で劣っている愚ぐ図ずが。『持たざる』お前が、『持ってる』私に逆らってる時点でこうなるだろうに！　そんな当たり前の結論で泣かれてもなァ！」

「う……ああああ……ッッ」

　横でルカが泣き出す。

　その時。俺は。

「──ゴルロワ」

　生まれて初めてかもしれない。

　本気で、人を、憎ぞう悪おした。




　──「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．２〈オールフリーズ〉




　時が止まる。

　止まった空気の中をかきわけて泳ぐように俺は動く。

　行き先は……巨大な召喚獣の、鎧に覆われていないわずかな弱点──首。

　邪じや魔まするものは何もない。あるはずがない。

　目的地に到とう達たつすると同時、俺は、ギフトを、解除する！




　パ　ァ　ァ　ン　!!




「「「──!?」」」

　俺の移動経路でかきわけられた空気が破は裂れつする。

　その音に全員が反応し、エレナが、アリサが、ルカが、そしてゴルロワですら……ゼロ秒前に俺がいたほうを見る。

　だがもちろんそこに俺はいない。

　俺は巨体の首を前にして足を構えている。ゼロ秒の間にそこまで済ませている。

　あとはこの足を……全力で打ち込む、だけ!!

「グッッ…………ヒヒィィィーーーーーーーッッッ!?」

　ゼロ秒の「無限速度」から繰くり出される破は壊かい的な打撃。

　めしり、と重い手ごたえがあった。巨体が悲鳴をあげた。

　おそらく……こんな攻撃を受けることを、こいつは想定して作られていないだろう。

　普ふ通つうなら、この巨体の、長い両腕による攻撃やガードをすりぬけて、鎧のない急所に一撃を叩き込むのは不可能だからだ。

　だが、俺はそれをやった。

「グ……ヒ……イ……ィ……」

　ずうん。

　力の抜ぬけた巨きよ躯くが、床ゆかに沈しずみ込む。Ｋ．Ｏ．だ。

　そこで。俺はあらためて、敵の名を呼んだ。

「ゴルロワ」

「な……に……!?　何だと!?」

　ゴルロワは最初、わずかに混乱したそぶりを見せた。あの巨人が一撃でやられるのは計算になかっただろう。

「やられた……か、そうか。クク……ハハハ。なるほど強いな！」

　だが、腹立たしいほどに優ゆう秀しゆうなこの経営者は、すぐに目の前の現実を受け入れた。

　そんな悪の親玉を、俺は睨にらみつける。

「ゴルロワ。『持たざる者』を──侮ぶ辱じよくするな」

「ン？　なぜかね？」

「エレナも。アリサも。もちろんルカも。いなけりゃ、シルバは突とつ破ぱできなかった。絶対に必要な俺の仲間だ」

「引退したポンコツと、アリーナ六位の凡ぼん人じんと、使えない泣き虫がか？」

「そうだ」

「そりゃあお前の目が腐くさってるんだ。私の見たところ、お前らの中で『持ってる』のはせいぜいお前一人。まあ『天使』はまだ使いどころがあるが……。残りの『持たざる』ヤツらは、まあゴミだ」

「…………ッ！」

　怒いかりと混乱で目が回りそうになる。

　──何一つ持たない「持たざる者エンプテイ」だった俺の、からっぽの思い出が。

　俺の過去が。経験が、こいつを絶対に許してはならないと叫さけんでいる。

「『持たざる者』の中にも……蓄ちく積せきが。経験が。人生があるんだよ」

　吐はき出すように言葉をぶつける。

「何も持ってなかった俺がいまここに立ってるのは、すべてを諦あきらめてたあの頃ころに、『眼め』を養ったからなんだ。お前のいう『ゴミ』だった時代があったから……エレナと出会えた。そして俺は強くなれたんだ」

「…………シュウ」

　つい熱くなる俺を、後ろからエレナが見てる。

　どんな顔で見てるんだろう。でも今は、振り返る余よ裕ゆうがない。

　そして俺の名に、ゴルロワがこれまでと違ちがう反応を見せた。

「……そうか。シュウ、という名。聞き覚えがなくもないと思ったら」

　パン、パンと、乾かわいた音。手を叩いて笑って……いる？

「アリーナで噂うわさだった『エンプティ』君だな？　ギフトを持てなかったとかいう。こいつはお笑いだ。そんな奴やつが、いま私の目の前にまで来てるのか！」

　……っ、心が痛む。エンプティという名前はちょっとしたトラウマだ。

　でも。だからこそ。

「……そうだよ。そのエンプティがシルバを退たい却きやくさせて、そこのワケわかんない巨人も倒たおして、ここにいるんだ。だから」

　俺は、この言葉をこいつに伝えなきゃならない。

「『持つ』『持たざる』で人を決めつけるな」

「……ハァ。まあ骨子は理解したよ」

　ゴルロワはため息をついている。……まるで通じちゃいないか。

「納なつ得とくはできんがね。まったく、劣った者はやかましい。面めん倒どうくさい」

「……そうかよ。だったら」

　やはり。結局のところ、こうするしかないのだろう。

「戦え、ゴルロワ」

　俺は怒りのままに、そいつに決闘を申し入れた。

「この中で一番『持ってなかった』俺が、『持ってる』お前をぶっとばしてやる……！」

「いい……だろう」

　自ら手を下すことを徹てつ底ていして避さけてきた帝てい王おうは……いよいよその覚かく悟ごを固めてくれたようだ。すると。

「──ありがとう、シュウ。よく言ったわ」

　後ろから現れたエレナが、俺の肩かたに手を置いた。

「……エレナ」

「アツい言葉だったわよ。本当に……カッコよかった」

「えっ」

「まあ、それはともかくね。シュウと、ゴルロワが……直接対決に合意した。これが大事なの」

「……どういうこと？」

「──ねえ、ゴルロワ」

　エレナは俺の問いに答えず、ゴルロワに声をかけた。

　我らが女め神がみ様は敵のボスを前にしても、まったくビビっていない。

「何かね」

「この部屋……急に用意したわけじゃないわね。元々は、『試合場』でしょう？」

「──その通りだが」

「だから、丁度いいわよね」

　確か、エレナはこの部屋に入った時に、何かに納得したようなリアクションをしていた。その「試合場」というものに、何か意味があるのだろうか？

　エレナは、ゴルロワに言い放った。




「ゴルロワ。あなたに──『真剣勝負シリアスフアイト』を申し込みます」




　その言葉は、この広い空間にゆっくりと響ひびき渡わたった。

　それに応こたえる声は、ひとつ。耐たえきれずこぼれる笑い声。

「クク……ククク。クハハハ……！」

　ゴルロワは愉ゆ悦えつに目を細めた。

「世間知らずのお嬢じよう様さまか？　お前、意味がわかって言ってるんだろうなァ？」

「──あなたの開かい催さいする違い法ほう賭と博ばくの情報は、私の耳にも入っているわ」

「そこまで知ってれば話は早い。わかっているんだな？　『真剣勝負シリアスフアイト』はただの賭かけ試合じゃない。賭けるものは……互たがいの『人生』だぞ？」

「ええ」

　……『真剣勝負シリアスフアイト』。ゴルロワの主催している違法賭博バトル。

　俺がエレナから聞いていたのはそれくらいだ。詳くわしいことは知らない。

　だが……そうだ。一階のエントランスで戦った連中が何か言われていたはずだ。負けると、ＢＡＮとか──まさか！

「戦うのは、うちのシュウと、あなた。賭けるのは……私の人生」

「……何？」

「あなた、私の身み柄がらと知識が欲ほしいんでしょう？　こっちが負けたら、それをあげるって言ってるの」

　エレナは妖よう艶えんな目で、すんなりと条件を口にした。俺は耳を疑った。

「──そんな！　エレナ様!?」

　アリサも初耳だったらしい。飛びついてエレナを止めようとする。

　しかしエレナは、そのアリサの頭を軽く撫なでて、おさえる。

「そのかわり。あなたにも人生を賭けてもらう。負けたら……この会社も、地位も、全財産も、何もかも捨てて、一人のプレイヤーに戻もどってもらうわ」

　そこまで聞いて、俺はエレナの意図を理解した。

　そうか。ただ勝つのではなく、賭けの形で、確実に奴を失しつ脚きやくさせる──！

「ここでそのまま戦って、野の良ら試合みたいにあなたに勝っても、卑ひ怯きようなあなたは逃にげるだろうし、私たちが勝った事実も揉もみ消されるでしょ？」

　エレナはそこまで考えていたのだ。

「だから。しっかりテーブルに載のせましょう。あなたと私の人生をね。ついでに……この試合は、K.T.Oキルタイム全土に動画配信させてもらうわ。全プレイヤーを証人にしましょ？」

「何……だとォ？」

　そういえばエレナは言っていた。

　一いつ緒しよにログインした時に……最近は動画配信が流行はやっていると。

　K.T.OキルタイムのＳＮＳ機能を使えば、全プレイヤーに配信するのは誰だれでもできる。

　そうか。そこまでがエレナの計画だったのか。

　果たして。その提案に、ゴルロワの反応は。

「ハハハ……何だそれは……クハハハ……！　いいのかね!?」

　笑いが止まらない、という様子だった。

「こちらに有利すぎる!!　わざわざ、全プレイヤーに宣伝してくれるわけだ！　『不可視の天使インビジブル』は『金きん獅じ子し』の傘さん下かに入りました、と！」

「……そちらが勝てばね」

「なんだそれは？　渾こん身しんのジョークか？　負ける可能性などあるものか!!」

　負ける可能性はない。この野や郎ろう……言い切りやがった。

「その『真剣勝負シリアスフアイト』、受けた！　是ぜ非ひやろう！　最高だ!!」

　ゴルロワは笑え顔がおで快かい諾だくした。

「……後こう悔かいさせてやる」

　負けるわけにはいかない。何より……エレナの身柄がかかってしまった。俺は気合を入れなおした。




　──その番組はすぐにK.T.OキルタイムのＳＮＳ機能にて宣伝が開始された。

　情報はあっという間に拡散され、少し経たつ間にはネットニュースになり、閲えつ覧らん者は続々と増加していった。

　アリーナの初代チャンピオンにして、最強のまま引退した実業家、ゴルロワ。

　彼はその後、一試合たりとも表おもて舞ぶ台たいで戦っておらず、復帰を望む声も多かった。

　その彼が戦う姿が、再び見られるというのだ。

　肝かん心じんの対戦相手は、同じく最強のままアリーナから姿を消した伝説的戦神ストライカー、『不可視の天使インビジブル』エレナ……が、自信を持って連れてきた新人。

　かつてのエレナと同じ最速のスピードで動き、未来を見通す眼を持つ『神の眼』シュウ。

　つまり……俺のことだ。

　その二人が激げき突とつする。エレナは、己おのれの身柄を賭けて。一方ゴルロワは、なんと己の地位と会社を賭けて。

　そもそもこうした賭け試合は違法のはずだ。……隠かくれて行う場合。

　特にゴルロワが自分のビルでこっそり賭け試合を行い、敗者をＢＡＮしていたなどというのは論外の違法賭博である。本来なら運営が黙だまっていない。

　しかし今回の場合は、公開の場で両者が条件をしっかり承諾し、宣言してしまった。この場合、現在の運営にそれを取り締しまる法はない。

「というわけだから……頼たのんだわよ、シュウ」

　エレナはそう言って、いつもと変わらない顔で笑った。

「……エレナ」

　俺は確かめるように声をかける。

　思えば、出会った時からエレナには色々とはぐらかされてばかりで、なかなか本音を見せてくれない。

　今、目の前の少女が、己の人生を賭けた上で笑っているのが、どういう意味なのか。それすら俺には、すぐにわからない。

　だから、聞きたかった。

「初めから、こうするつもりだったの？」

「ん？　初めからって？」

「『自分は足手まといだ』とか言いながら、ここまでついてきて……それは、自分の人生をエサに、ゴルロワに真剣勝負シリアスフアイトを仕し掛かけるためだったの？　生配信の準備まで、しっかりしてあったし……」

「そうね。私の中では、そこまで作戦に組み込んでたわ」

「なんで、教えてくれなかったんだよ」

「そりゃあ、止めそうな子もいるしね。でも、すべてが上手うまくいった場合、これが一番確実に、欲しい結果が得られるでしょ？」

「それは……否定しないけど」

　エレナは世間知らずなとこはあるけど、頭はいい。

　それはこれまでの会話で分かっていた。だから彼女が立てた作戦も、おそらく間ま違ちがってはいないのだ。

　だけど。

「そんな重たいことだけ考えて、戦うことないだろ」

「へ？」

　言うべきではなかったかもしれない。作戦のために我が身を投げ出すことを既すでに決めている少女に、今言うことではないかもしれない。

　でも。俺は今『ゲームをしている』んだ。

　エレナの顔を──動画の中で、『不可視の天使インビジブル』として生き生きと躍やく動どうしていた彼女を思い出す。

　彼女が、そしてギフトを得てからの俺が、最高に楽しんだ〈キルタイム・オンライン〉を、俺たちは今も遊んでいる最中なんだ。

「ごめん。いま考えさせるべきじゃなかったかも。でも……言っておきたかったんだ」

　俺は伝える。自分なりの考えを。俺がやっていることの意味を。

「エレナは俺をここに連れてきて、人生変えてくれた恩人で。アリサたちにとってはリーダーで、精神的支柱で。それを賭けるのは、とんでもなく重いこと……だけど」

　それでも、俺は。

「悪い。ちょっとだけ……いや結構……ワクワクしてるんだ。『あの』ゴルロワと、俺が戦うんだって。いやそりゃムカつく奴やつだけど、憧あこがれてたのも事実で、だから、その……！」

　観念した。シリアスな表情を保つのが無理だった。俺はちょっとだけ笑った。

「……ホント、病的なゲーマーね。シュウ」

　俺の言葉に、エレナは呆あきれたように笑って横を向いた。

「今から言うこと、アリサたちには、言わないでよ」

　彼女はまず、そう前置きした。エレナらしいと思った。

　そしてそれから、小さな声で──

「私ね──怖こわかった」

　エレナは言った。

「怖くないわけないでしょ。負けたら、私の嫌きらいな、あんな男のところで奴ど隷れいみたいに暮らすのよ。何されるかもわからない。人生全部終わる。負けたらそうなる……！」

　ぎゅっと両手の拳こぶしを握にぎって。目をうるませて。

「これしかなかった。だって、このゲームをこのままにしておきたくないから。でも、負けたら。考えたくないけど、負けたら……！　そう思って怖かったの」

　エレナは、だけど、そこから顔を上げた。もう一度俺のほうを見た。

「──さっきまではね」

　そんで、軽いため息を吐ついた。

「なーんかバカらしくなってきちゃった。シュウ、緊きん張ちよう感かんないんだもん」

「……ねえ、エレナ」

　俺は確かく認にんするように聞いた。もう答えはわかってたけど。

「楽しんできても、いいかな。俺たちが取り戻したいゲームって、そういうのだろ？」

「はいはい、そういうのよ」

　エレナはニッ、と笑った。俺も笑顔で応こたえた。

「遊んできなさい、クソゲーマー」

「ああ、遊んでくる！」

　そうして、俺は意い気き揚よう々ようと彼女に背を向けた。やっぱり、最高の女め神がみ様だ。




　金獅子城ビル、六十六階。真剣勝負シリアスフアイトのための広間。

　ここに観客はいない。静かなものだ。

　とはいえ配信のコメント欄らんは、すでに大いに盛り上がっているようだった。

　もっとも、俺たち対戦者には、そんなものを気にする余よ裕ゆうはない。

　距きよ離りをとって、俺とゴルロワが向かい合う。

「ふん……再びこれを着ることになるとはな」

　ゴルロワはいつものスーツ姿ではなく、アリーナでの戦いで、いつも身にまとっていた黄金の鎧よろいを身に着けていた。これが『金獅子』と呼ばれる由来のひとつだ。

　第一線を退いて、おそらく一年以上。

　これまでの行動を見る限り、なるべく自分では戦わないようにしてきた男。

　普ふ通つうに考えれば、かなりのブランクがあるはずだ。

　戦せん闘とうへの自信を失ってもおかしくはない。

　だが。

「デザインは気に入ってる鎧だが、着心地はそうでもないな。長くは着たくない。そうだな──」

　ゴルロワは表情をいささかも変えず、俺を睨にらむ。

「一分だ。それ以上かけるつもりはない」

　──この、圧あつ倒とう的自信！

　傲ごう慢まんなる帝てい王おうは、宙に浮ういた配信カメラに向かってにこやかに言った。

「皆みなさま、お久しぶり。私のブランクを心配される方がいるかもしれないので、言っておきましょう」

　本ほん性しようを知っていると、ぞっとするような甘い声だ。

「私の頭脳は完全です。身体からだの動き、ギフトの使い方、すべて理性で制せい御ぎよできる。よく感覚が錆さび付くなどというが、私にそれはありません。戦いの組み立ては全部私の頭の中にある。つまり──」

　ゴルロワは断言した。

「私の強さは現げん役えき時と一いつ切さい変わりありません」

　瞬しゆん間かん、配信のコメント欄が溢あふれかえる。

　もはや俺の勝ち目など一切ないかのようだ。

　そうしてゴルロワは俺の方へ向き直り、表情を作り直した。

　真しん剣けんな、戦闘者の顔へと。

「…………っ！」

　俺は圧された。これだけでもわかる。紛まぎれもない……強者！

　息を整える。雰ふん囲い気きに吞のまれるのは一番良くない。戦う前に「格付け」されるべきではない。

　俺には『神々の時計クロノスワークス』がある。俺だって……強者だ。

　構える。視線を交かわし合う。

　視界の真ん中に、「ＲＥＡＤＹ」の文字が浮かぶ。

　──始まる。

　集中力を極限まで高め、そして。

　文字が「ＦＩＧＨＴ！」に変わった。

　と、同時。

　俺は、ギフトを発動する！




　──「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．１〈コンセントレイト〉




　時の流れが鈍どん化かする。その中で、俺は相手の姿をしっかりと捉とらえる。

　最初が肝かん心じんだ。どう仕掛ける？　相手は何をしてくる？　それに何を返す？

　高度な「読み合い」の中で、俺の眼めは、相手の未来の姿を視みる。

　……『神の眼』！

　そこで視た映像に、俺は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「な……いきなり……っ！」

　急接近したゴルロワが、長い脚あしを器用に使って、竜たつ巻まきのごとき十六連脚きやく。

　前を見る。神の眼で視た映像の通りに、ゴルロワが突とつ撃げきしてくる。

〈コンセントレイト〉で二分の一の速度になって、なお速い！

「速いっ！　け……ど」

　蹴けりの狙ねらいは俺の頭部付近に集中している。本当に短時間で決める気だ。

「視える……っ！」

　しかしそれは、頭の位置を大きくズラしてしまえば当たらない、ということ。

　俺は大きく身体を沈しずみ込ませ、しゃがみ状態から手をついて、相手のがら空きの胴どう体たいへ両脚を伸のばした。

「な……にィ……ッ!?」

　あのゴルロワが。初めて、信じられないという顔をした。

「ガハぁ……ッ!!」

　腹部にドロップキックが命中する。体重の乗った一撃だ。

　無様な悲鳴をあげ、後方へ飛ばされる。なんとか尻しりもちはつかず着地。

「こ……の、ガキ……！」

「ど……どうだ」

　いける。勝負になる……！　さすが、エレナのギフトだ。

　エレナとゴルロワは直接対決の経験がない。どちらもアリーナ一位だったが、戦ったらどちらが強いのかは、ファンの間でも議論が尽つきない。

　だから。俺が証明する。『不可視の天使インビジブル』は、『金きん獅じ子し』にも負けない……！

　俺は再び立ち、構える。するとゴルロワが、尊大な口を開いた。

「──ハァ、わかったよ。もうやめよう」

「……？　何をやめるっていうんだ」

　ゴルロワは表情を自信家のそれに戻もどしていた。

「戦場で油断すべきではないな。お前を弱いと思うのを、やめる」

「何……？」

　俺は返事をした。それがすでにゴルロワの罠わなだとも知らずに。

　背中に、熱いものを感じた。続けて、空気の焦こげるにおい。

「な……後ろ……!?」

「常じよう套とう手しゆ段だんだろう。勉強不足だな」

　俺の『神の眼』には一つはっきりした弱点がある。当たり前だが、目で見えないものは先読みできないのだ。だから死角が文字通り死角になる。

　普通に、旧式の格ゲーをやっているだけなら、画面に死角はなかった。

　でもここはK.T.Oキルタイム。三次元の世界なんだ……！

　俺の背中から襲おそい掛かかったのは、炎ほのおのたてがみを持つ金色のライオン。

「噛かみ殺せ、レオン」

　ゴルロワを一位たらしめた「召しよう喚かん系」ギフト。ライオンの「レオン」……！

　俺は首を横に倒たおし、大口を開けたレオンの牙きばをなんとか回かい避ひ。

　しかし今度は正面から、ゴルロワの未来の姿が俺の眼に映る。

　かわした俺の顔面を横から殴なぐりつける、右フック！

「くそっ……だが……見えてさえいれば！」

　俺は左ひだり腕うでをしっかり構えてガードする。

「……バカな」

　ゴルロワがありえない、という顔をする。

　俺はそこへ、お返しの右ストレート。……命中！

「ガァ……ッ!!」

　再び吹ふき飛び、ゴルロワが下がる。俺は背後のレオンに注意しながらその場をのがれ、ゴルロワとレオンが両方とも視界に入るよう注意して立つ。

「ふぅーーーっ」

　一度、長く息を吐く。一秒たりとも気を緩ゆるめてはいけない。

　強い。わかりきっていたことだが。

　召喚系の強みは、当たり前だが「二対一」の状じよう況きようを作れることだ。

　もちろん召喚獣じゆうが思い通りに動くとは限らない、操作できるわけではない、という問題はあるのだが、それは訓練でどうとでもなる。

　ましてこの相手……ゴルロワ本人も強い。召喚獣に頼たより切った試合はしない。

〈コンセントレイト〉を使った状態で、渡わたり合うのが精せい一いつ杯ぱいとは！

　だが、ダメージを受けているのは向こうだ。このままいけば……。

「まずいな」

　ゴルロワが声を発した。少しは焦あせってくれたか？

「……一分が過ぎてしまう。お客さんがガッカリするといけない」

　俺はその時、言い知れぬ恐きよう怖ふを感じた。

　なぜだ。試合内容で押しているのはこちらのはずだ。

　なぜこいつは、まだそんな心配ができる!?

　そう驚おどろいた、直後だった。

　俺の『神の眼』が、レオンの未来を視た。その内容が俺は信じられなかった。

　でも、俺は自分の眼を信じることにした。

　俺の視た未来とは……レオンが腕を振ふり上げ、こちらへ叩たたきつける。

　その打撃が……届くはずのない、離はなれた場所にいる俺を粉ふん砕さいする景色！

「……うわぁっ!?」

　とにかく飛びのいた。その瞬間。

　俺のいた場所の床ゆかを、鋭するどい爪つめが削そぎ取った。

　なぜ、届いた？　答えは簡単だった。

「グルルオォォーーー……」

　一言でいうと、こうだ。レオンが、巨きよ大だい化している。

「な……っ!?」

　信じられなかった。いくら召喚系でも、そんな召喚獣は前例がない。

　現に、アリーナ時代のゴルロワの試合では、レオンも巨大化などしていなかった。

　最近、身に着けたということか？

　──ということは。

　俺はついさっき倒した、巨人の召喚獣を思い出した。その研究を、ゴルロワはすでに、自分の召喚獣に組み込んでいるというのか！

「グルルルルルォォーーーーーー!!」

　レオンが咆ほう哮こうした。部屋中の壁かべがきしむ！

　巨大な獅子が襲いくる。速度は元から変わらず、攻こう撃げき範はん囲いがバカみたいに広い!!

　レオンが前足を振り下ろすだけで、俺は転がらないと回避できない。

　俺は『神の眼』の未来予知をフルに使ってレオンの攻撃を避さけた。

　だが、それだけでは──

「やあ。ハハハッ、良い顔になってきたなァ！」

　ゴルロワ本人がいつのまにか、目の前にきていた。回し蹴りから裏うら拳けんにつないでくる。なんて俊しゆん敏びんな動きだ。格かく闘とう能力が……高い！

　気が付けば防戦一方。巨大レオンとゴルロワの、台風のようなコンビネーション攻撃に俺は完全に吞まれていた。

　ダメだ。ここを一度、抜けるには──！




　──「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．２〈オールフリーズ〉




　たまらず、俺は時を止めた。

　停止した空気の中を泳ぎ、その場から脱だつ出しゆつする。

　瞬間……ズキン、と右目が痛んだ。

「う……っ、くそっ」

　この試合、俺はずっと〈コンセントレイト〉も使い続けていた。加えてここにきての〈オールフリーズ〉。慣れてきたつもりでいたが、使いすぎか……！

　できれば反撃するところまでいきたかったが、ここまでが限界だった。

　ギフト……解除。




　パ　ァ　ァ　ン　！




　空気のはじける音とともに、俺は体勢を立て直した。

「……ム、またこの音か」

　ゴルロワは不満そうにこちらへ向き直る。

　そしてレオンの巨体が、こちらへ躍おどりかかる！

「ちくしょう……休みなしか！」

　まずい。

　攻撃はすべてかわせている。相手にダメージを与あたえてもいる。

　それでも、まずいのはこちらなのだ。

　このままでは、先にスタミナが切れるのは俺のほうだ。

　もし俺が、かわし方をひとつ間ま違ちがえれば、挟はさみ撃うちであっという間にミンチになる。

　焦る。脳のう裏りにエレナの顔が浮うかぶ。

　負けられない。負けてはいけない。プレッシャーが焦りを増長する。

　巨大な獅子が突進してくる。視界がふさがるほどの大きな影かげ。

　次はどちらに避ければいい？　右？　下？　負けられない。左？

　判断の中に焦りが紛まぎれ込む。

　追いつめられている証しよう拠こ。

　レオンが横よこ薙なぎの爪を繰くり出す。恐きよう竜りゆうのように太く、長い爪。

　今度はどちらに避ければいい？　右？　負けられない。負けられない。エレナ。エレナ！

　ダメだ、考えている暇ひまがない、とにかく右へ──

　その右側に、ゴルロワの歪ゆがんだ笑えみがあった。

「──ようこそ」

　回し蹴げりが俺の脇わき腹ばらを捉とらえる。未来を視みる暇もない。

　そしてその直後、レオンの鋭い爪が俺の首を──




　──「シュウ」




　声がした。

　エレナの声。これは、少し前の記き憶おく。

「一度だけよ」

「……何がだよ」

　金きん獅じ子し城ビルに突とつ入にゆうする直前。エレナが突然そんなことを言った。

　相変わらず、意図がすぐにわからない。

　前から思ってたけど、この子、お話が下手ではないの??

「ごめん、一番大事なポイントだけ言っちゃった。とにかく一度だけだからね」

「いやだから何がなの!?」

「…………」

　聞き返すと、エレナは何やら難しい顔をして下を向いた。

　言いにくそうだった。でも、すぐに顔を上げてこっちを見た。

　その時の彼女は、自じ嘲ちよう気味に笑っていた。

「ゴルロワはね……めちゃくちゃムカつくけど、強いわ」

「まあ、元一位だしな……」

「正直、全ぜん盛せい期の私がまともに戦ったとしても、勝てるかわからない。……結局、あいつに挑いどむのは賭かけなのよ」

「うん」

「まー、シュウには『眼め』もあるし、案外私なんかの心配もいらないくらい簡単に勝っちゃうかもしれないけどー」

「い、いや、ええ？　どうだろう……？」

「うん。その可能性も全然あると思ってるけどね。でも……逆の可能性もあると思ってる」

「……逆？」

「ルカの話を聞いて思ったの。奴やつは『召しよう喚かん系』のサンプルを集めてる。きっと私のように、ギフトを自分で強化したり……作り出したりするために」

「そう、だろうな」

「つまり……あのゴルロワが、さらに強くなる。そうなったら、もうまともな手段じゃ手が付けられない。だから──」

「だから？」

「こちらも、切り札を切るわ」

　エレナは真しん剣けんな顔で俺の目を見た。

「本当はね、あんまり使ってほしくないの。まだ試作段階だし──本来なら、私が使ってみてから渡すべきだった。でも……それはできない」

「え……何で」

「今の私が使ったら、死んじゃうかもしれないから」

　冗じよう談だんには聞こえなかった。思わず一いつ瞬しゆん、息が止まる。

「し……死って？」

「これは『神々の時計クロノスワークス』のネクストレベル。効果は反則級よ。でもそれは、反動も今までの比じゃないということなの。今の私の身体からだだと……それに耐たえられない」

「お、俺がそれ、使うの……？」

「だから、できれば使わないで欲しいわ。健康なシュウだって、命の保証はない。命までは取られなくても、脳に後こう遺い症しようとか……考えたくもないわよ！　でも──それでも」

　エレナは重々しく、人差し指を一本立てた。

「一度。今日の戦いで、一度だけよ。本当に負けたら、使って」

「……『負けたら』？　『負けそうになったら』じゃなくて？」

「ううん、『負けたら』よ」

「え？　え？」

「いい？　確実に負けたタイミングで、使って。だって、これは──」




　時間を巻き戻もどす、ギフトだから。




　その時。レオンの大おお鎌がまのような爪が、俺の首をかっさばいた。

　ああ。今が、そのタイミングか。

　レオンの巨体の奥に、勝ち誇ほこった顔のゴルロワが見える。

　まったく憎にくたらしい。相手を見下す目。「持たざる者」を人と認めず、理り不ふ尽じんに襲おそって奪うばい尽つくし、何とも思わない目。

　……目にもの見せてやろう。もう奪わせない。

「持たざる者エンプテイ」が今……お前を倒たおす!!




　──「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．３〈リバースドライブ〉




　瞬間。俺の身体のまわりを、プログラムコードのような文字列が走り抜ぬける。

　エレナが言っていた。『神々の時計クロノスワークス』はK.T.Oキルタイムのサーバーに直接アクセスすると。

　その処理が高速で動いているのだろう。

　さらに、そこからこの〈リバースドライブ〉は……恐おそろしいことをする。

　K.T.Oキルタイムは、この世界で起きたことを、すべて録画しているらしい。

　運営のサーバーには、すべての場所、時間の記録が残っているということだ。

　だからプレイヤーは、何日前の出来事であっても、自分の身に起きたことなら、ボタンひとつでＳＮＳにアップできたりもする。

〈リバースドライブ〉はそれを利用する。

　K.T.Oキルタイムに残っている、数秒前の記録。それをこの場に再生して、現実にしてしまう。

　まあ、このように原理はなんだか難しい。

　俺だってエレナの説明の半分も理解できた気がしない。

　ただ、結果として起こることは簡単だ。

　要するに……時間が巻き戻る。一度起きたことを『なかったことにする』。

　つまり……。




　レオンの爪つめは、まだ俺に当たってない!!




　俺は少しだけ身を沈しずめてその爪をかわす。ほんのわずかな、さっき起きた現実との違い。しかしその違いが、未来を変える。

「な……んだと!?」

　ゴルロワが驚おどろく。それはそうだろう。

　確実に当たるはずだった……いや、現実に当たっていた攻こう撃げきが、かわされたのだ。

　俺は頭上に手を伸のばす。レオンの前足をつかむ。

　そして相手の勢いを利用して、その巨体を、投げる！

「ギャ……ギャオオォォオオン!?」

　あれほどの巨体を振ふるえば、当然遠心力はものすごい。その力をそのまま使って、投げ飛ばしてやる。どこへ？
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　もちろん……飼い主のところへだ。

「あ……き……貴様ァアアアッ!?」

　予想だにしなかった攻撃に、ゴルロワはガードも間に合わない。

　巨きよ大だい化したレオンの超ちよう重量が、隕いん石せきのようにゴルロワに衝しよう突とつする。

　派手な音を立てて、闇やみの帝てい王おうは後方の壁かべに激突した。




　──静せい寂じやく。




「や……った……」

　二秒ほどして。俺は声を出した。

　ほんの少し前まで、ギフトすら持たなかった俺が。この世界の、持たざる底辺が。

　頂点にいた男を、打ち砕くだいた瞬間だった。

「やったぞ……エレナ……俺は、俺は……ッ!?」

　俺は歓かん喜きに身を震ふるわせた。のと、同時。

　ぐらりと視界が揺ゆれて、床ゆかが垂直に立ち上がった。

　遅おくれて、ずぐん、と目の奥が脈動するような頭痛。

「ぐ…………ッ」

　膝ひざをつく。頭が重く、持ち上がらない。

　これがエレナが「死ぬかも」とまで言った反動か。

　危ないところだった。なるほどこれは一度までだ。

　でも。結果はもう出た。やったんだ。エレナ。もう大だい丈じよう夫ぶだ。

　俺はそれを伝えたかった。なんとか顔を上げた。エレナを探す。そして声を。

「エレナ、やったぞ──」

「……シュウ!!」

　言い切る前に、エレナが叫さけんだ。

　歓喜の声、ではなかった。

　悲痛な叫び。

「──え？」

　バチ、バチと。

　不気味な火花の音がする。

　どこかで聞いた音。電気のような。

「私が……この私が……」

　低い声。吹ふき飛ばされた壁かべ際ぎわで、ボロボロになったゴルロワが立つ。

「お前のような劣おとったガキなんぞにィィ……!!」

　自じ慢まんの金の鎧よろいはあちこち砕け……特に左ひだり腕うでが目立ってひしゃげて──

　──ガードしたのか。左腕で。

『金きん獅じ子し』はまだ倒れていない。そして俺の、ところには。

　顔の横が明るくなった。俺は光を感じて横を見た。だが遅おそかった。

　全身からバチバチと電撃を放つ、ライオンがそこに迫せまっていた。

　思い出す。

　ルカはゴルロワに襲われ、さらわれた。彼女の「ビッちゃん」も奴の研究材料になった。

　ゴルロワは、研究材料も、自分の「レオン」に取り込んで……！

　バチッ、と俺の顔にレオンがぶつかる。電気が身体に流れる。あの電気に触ふれると、

　動け、ない。

　そしてそのまま、レオンは俺の頭に噛かみつき──！




　──俺は。




　結局のところ運が良かったんだと思う。

　たいした才能も持たずに生まれて、K.T.Oキルタイムのギフトも与あたえられなくて。

　何も起きない生活に絶望して。

　でも、俺のところには、エレナが来た。

　人生まるごとふてくされてた俺の手を引いて、ここに連れてきてくれた。

　そしてこんな俺に、最高の贈り物ギフトを与えてくれた。

　それからアリーナで戦って、勝って、一生分くらい褒ほめられて。

　最高の気分だった。こんな日が、人生にあるのだと知った。

　エレナは本当に俺にとって……女め神がみ様だったんだ。

　だから。そんな彼女を外げ道どうの手に渡わたさないためだったら、俺は。










　──「神々の時計クロノスワークス」ＬＥＶＥＬ．３〈リバースドライブ〉










　禁じられし「二度目」が発動した。

　時間が巻き戻る。俺の首は無事。電撃もくらってない。

　俺は駆かけた。痛みを感じる前に。まだこの身体からだが動くうちに。

「シュウ……!?」

　声がする。俺は聞こえないふりをした。

　レオンの脇わきを駆け抜け、ゴルロワのところへ。奴やつも立つのがやっとだ。

　俺が床を蹴けって跳とぶ。ゴルロワが反応する。

　だがガードするより、俺のほうが速い。足を伸ばす。

「バ……カな。ふざけるな！　ふざけ、ふざけふざけ……！」

　信じたくないのだろう。ゴルロワはわめくが、その顔面に。

　俺の渾こん身しんの右足が、めりこんだ。

「アアアアアア……!!」

　断だん末まつ魔まの叫び。

　今度こそゴルロワは崩くずれ落ちた。

　間ま違ちがいないように、俺はこの目でそれをしっかりと確かく認にんした。

　でも、もう、俺もそれ以上立っていられなかった。

「シュウ！　あなた『二度目』を……シュウ!?　やだ！」

　悲痛な声と、足音が近づいてくる。

「やめてって言ったのに！　一度だけって言ったのに！」

　……涙なみだの混じってる声だった。なんでだよ。勝ったんだよ？　笑ってよ。

　俺はそう言いたかった。声に出したかったけど、もう口も動かなくて。

　とりあえず俺は笑った。伝わるといいな。ねえ、エレナ。




　──俺は、楽しく遊んだよ。




　相手の反応を見る余よ裕ゆうはなかった。視界がひっくり返る。声もよく聞こえない。

　そして。

　そのまま、俺は意識を手放した。








Interlude　決着の裏、去る男









「──まさかの大おお番ばん狂くるわせ！　勝者は……『不可視の天使インビジブル』の切り札、シュウ選手！」

　街頭のモニターがせわしなく試合結果を伝えている。

　それを眺ながめる男は、意外そうに声を漏もらした。

「……へえ。本当にできちゃうもんかい」

　コートとサングラスで身を隠かくしたシルバは画面に背を向け歩き出す。

「怖こわいもんだな。マジでもう、会わないようにしないと」

　周囲では、すでにその少年の噂うわさが渦うず巻まいていた。

「……すげぇ！　本当に、あの『エレナ』のような動きだった！」

「いや、下手するともっと疾はやくないか!?」

「あの、相手の行動を読んでるような動きはなんなんだ!?　予知!?」

「俺、アリーナで見たけど、さらにとんでもない次元に行ってる気がするぞ!?」

「『不可視の天使インビジブル』を継つぐ者……いや、あの天使より速いだろう」

「消えたようにすら見えたぞ!?　もはや光……光速だ」

「『黒きブラツク・閃光ライトニング』……これは新たな伝説になるんじゃないか!?」

「さっそく記事を書け！　これはアクセス稼かせげるぞ……！」

　本人すら知らぬところで、情報の火はつき、どんどん大きくなっていく。

「ハハ……これは、まだまだこれから苦労するんじゃないかね？」

　シルバは心の底から他人ひと事ごとのように息を吐はき、楽しそうですらあった。

　そうして彼はこの街から、姿を消した。








Epilogue　少年に贈おくられたもの









　ゴルロワは敗やぶれた。

　彼は己おのれの賭かけに従い、会社と地位を手放すことになった。

　経営者が突とつ然ぜん辞やめることになるのだ。普ふ通つうなら困こん惑わくするところだろう。

　しかし、そうはならなかった。

　エレナが生配信の中で、ゴルロワの悪事をすべて暴あばいたのだ。

　K.T.Oキルタイムでは、あらゆる出来事が録画されている。

　つまりゴルロワの働いた悪事……彼が命令し、その部下が街で人々を襲おそい、さらっていたのも、全部映像が残っているのだ。

　もちろん普段、運営がそのすべてをチェックして防犯しているわけではないけれど。

　告発されれば、運営も調べざるをえない。

　いや、今までなら運営はゴルロワをかばって、きちんと調べはしなかっただろう。

　しかし運営はゴルロワの悪事を認めた。

　つまり……ゴルロワは真剣勝負シリアスフアイトに負けたことで、運営に見捨てられたのだ。

　だから、戦ったことに意味はあった。勝たなければこの結果はなかった。

　エレナはひとまず、勝利を手にしたのだ。




　……ということを、俺はずいぶんな時間が経たってから地下室のベッドで聞いた。




　いやまず、この結果を聞き出すだけでも大変だった。

「シュウ、ぇ、うぇ、よかった、シュウ……!!」

　俺がひさびさに目を開けてすぐ、涙目のエレナが抱だき着いてきて、彼女は言葉もまともに話せなくて会話にならず、落ち着くまでに数十分。

「……エレナ様、その、いくらなんでもそれは密着しすぎで、その」

　横に立ってるアリサはエレナを止めようとするけど、なんだかその勢いも弱々しく、ちゃんと止められていなかった。

「まったく……目を覚まさなきゃよかったのに」

　アリサはそんなふうに憎にくまれ口ぐちを叩たたいて、ぷいと横を向いた。

　しかしそのまま、一秒、二秒、三秒。

「でも……あなたが負けたら……エレナ様はここに戻もどって……これなかった」

　ぼそぼそと、小さな小さな声。

「……ぁりがとぅ」

　消え入るようで、ほとんど聞こえなかったけど、たしかにそう言った。

「ぅわぁぁぁぁあああん、よかったっすねぇぇぇぇ」

　そのさらに後ろでは、エレナにもらい泣きしたのか、ルカがわんわんと声をあげて涙をこぼしている。

　そんな調子なので、俺がゴルロワの顛てん末まつを聞けたのは、それから一時間くらい経ってからだった。




「……本当に、よかった」

　落ち着いてから。エレナはもう一度、そう言った。

　部屋には俺とエレナの二人になっていた。他のメンバーは快気祝いの準備をするんだとか。俺、そんなに重じゆう篤とくな状じよう況きようだったんだろうか。

「そんなに心配だったの？」

「そ、そりゃあ！　……えっと、現実的な問題よ!?　シュウはもう私たちのチームに、欠かせない戦力なんだから！」

　エレナはとりつくろうように手を振ふった。

「ゴルロワを倒たおして終わりじゃないもの！　ゴルロワを裏で支し援えんしてた運営もいる。運営はいま、派は閥ばつ争いで闇やみにまみれてる。本当に『楽しい』ゲームを取り戻すために、倒す相手なんていくらでも……！」

「……そっか。まだまだ働かないとかな？」

　俺は笑った。単純に、エレナのためにこれからも戦えることが嬉うれしかった。

　でもそれを受けて、エレナはなぜかしゅんと下を向いた。

「……うぅ」

　彼女は年相応の子どもじみた顔をして、

「ごめん。まだ戦ってはほしいけど……でも、それでも」

　少女はこちらを向いて、瞳ひとみをうるませた。

「もう、無理はしないで」

「……わかりましたよ、女め神がみ様」

　そんな顔をされては、拒きよ否ひはできない。

　実際、もう倒れるのはごめんだしね……。

「私たちはね」

　エレナが、あらためて口を開く。

「まだ世界を変えられてないの」

　そうだ。エレナが俺を誘さそったのは、世界をひっくり返すため。

　それは、まだ終わっていないのだという。

「たった一人倒すだけで世界は変わってくれない。魔ま王おうがすべてを支配してるような、わかりやすい世の中じゃないんだから」

　だから──と、エレナはこちらを向いて、薄うすく笑った。

「私と一いつ緒しよに、世界を変え続けてくれる？」

　それを聞いて……ああ、俺は。

　たまらなく嬉しかった。

「もちろんさ」

　だって。君にもらった力で戦って、最高にゲームを楽しむ、この日々が。

　俺にとって、何よりの『贈り物ギフト』なんだから。








あとがき









　あとがきで本編のネタバレはしません。渡わたし葉ばたびびとです。

　大事な情報をスムーズに伝えました。こんにちは。

　これでみなさん安心ですね。まず安全を読者に伝える。そんな親切な私のことを、みなさんは少し好きになったところだと思います。

　ここでひとつお願いなんですけど、指定の口座に大金を振ふり込んだり……はしなくていいので、この本をレジに持っていって、店員さんに要求された金額を支し払はらってください。

　もしかしたら消費税もよこせ、と言われるかもしれません。申し訳ないですがそれも払ってください。これを買い物といいます。

　電子書しよ籍せきの人は購こう入にゆうボタンとかそういうのを押してください。ポイントなど細かいことは私はわかりません。なんかお得だと聞きました。おめでとうございます。




　さて、本作「キルタイム・オンライン」はゲームの世界を舞ぶ台たいにした小説です。

　当然、私もゲームというものをするわけです。

　具体的には、ポケがモンするやつの新しいのを買いました。

　まず買うまでが大変でした。例のソフトが発売したのは十一月でしたが、私はまだ買うわけにはいきませんでした。小説を書いていたからです。

　主人公がゲームを欲しがる描びよう写しやを書きながら自分もめちゃくちゃ我が慢まんしていました。シンクロニシティです。

　そうこうしているうちに世間では「イヌヌワン」などと珍ちん妙みような声で鳴く犬がブームになり、悔くやしくなった私は「それだったら四本腕うでのマッチョはソイヤソイヤッて鳴きますよ」という画像をツイートしたら、それが三万いいねくらいされました。

　本当にされた。リツイートも一万以上された。

　それ以来「ソイヤといえばナルトだよね」「グラブルの筋肉だよ」「和わ太だい鼓こ女が」みたいな「ソイヤあるある」のリプライが仕事中にバンバン流れてくるので、私はツイッターを閉じた。

　そんな悲しみを乗のり越こえて、私はこの小説を書き終え、念願のソフトを買うことができたわけです。

　期待通りに、いいゲームでした。主人公が着き替がえられるところがいいと思います。

　いや、モンスターも育てています。でも街につくと最初にブティックにいく。

　自分のオシャレなんて考えたこともないのに、新しいコーデを思いつくと試さずにいられない。そのたびに服を買う。お金が飛んでいく。何のゲームだこれは。

　美少女に生まれれば、この楽しみを生身で味わえたのでしょうか。

　しかしそれを疑似的にでも叶かなえられるアバターというシステムは素晴らしい！　そう思いました。

　この小説のヒロインであるエレナやアリサも、もっと着替えさせればよかったかもしんないですね。今後そうするかも。

　で、まあ、そうやってファッションを楽しんだりモンスターを育てたりしつつ、３Ｄで動く我が子は可愛かわいいなあ、とかナデナデしているうちに年は明け、２０２０年がやってきました。あけましておめでとうございます。

　正月なので、弟が実家に帰ってきました。私はゲームで忙いそがしいので会うのもちょっと面めん倒どうくさかったんですけど、まあ仕方ないので会ったところ、そこに赤ちゃんがいました。

　嘘うそやん、と思いましたが、マジでリアルの赤ちゃんでした。血けつ縁えん上は姪めいにあたります。

　兄がモンスターを育てている間に、弟は人間を育てていたのです。

　なんか恐おそろしい人としての差みたいなものを感じつつ、赤ちゃんは可愛かったです。自分にそんな情があるとは思わなかった。笑顔でお年玉をあげてしまった。

　ええと、何の話でしたっけ。まあいいや。結論。赤ちゃんは可愛い。




　以上で日記を終わります。続いては感謝をします。




　担当編集さま。本作の発売までには色々ありましたが、なんとかここまでこれました。ありがとうございます。すぐ体調不良で寝ね込んでごめんなさい。今年はもうちょっと健康になんとかします。たぶん。きっと。

　夕ゆう薙なぎさま。大変素晴らしいイラストをありがとうございます。本当に尋じん常じようでないくらい素晴らしいので、完成した口絵を見た瞬しゆん間かんに、精神が腰こしを抜ぬかしました。本当にしばらく動けず、有あり難がたいやら申し訳ないやらで、続きを書く機会が与あたえられるなら、この絵に見合うもっと凄すごいものにしなければならぬと、本当に思いました。

　ネット掲けい載さいの頃ころから応おう援えんしてくださる読者のみなさん。本当に助けられました。この調子でついてきてください。リプライは返したり返さなかったりしますが全部読んでます。今後も気さくにどうぞ。

　友人知人のみなさん。口を開けば弱音と愚ぐ痴ちばっかりボロボロでてくる私なんかと友達でいてくれてありがとう。頼たのむ。見捨てないでくれ。あともうちょっとモンスター育てたら対戦とかしよう。ホント頼んだからな。

　そして何より、この本を手に取っていただいた読者のみなさん。気持ちはわかる。表紙、かっこいいもんな。中身もきっと良いと思います。よろしくお願いします。

　もちろん、許されれば続きも書きたいと思っていますので、ぜひ応援してください。またお会いできる日がくると信じてます。

　それまで何とか生きていきましょう。人生ってなんかすごい難しいけど、頑がん張ばっていれば、いつどこで報われるかわからないので。主人公シュウのように……（これネタバレに含ふくまれますかね？）。
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